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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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この作品は、ミライショウセツ大賞、ミライショウセツ部門応募作品『カテイミライ』を改稿したものです。















　桜さくらの木春風に揺ゆれる入学式の朝。

　揺れるたびゆらゆらとたゆたう花びらは、静かに佇たたずむ彼女の髪かみに、背に、腕うでに、足元に舞まい落ちる。

　単純に形容する言葉を見つけるのだとしたら。

　綺き麗れいだった。

　我われながら語ご彙いの貧ひん困こんさに目を瞑つぶりたくなるが、それ以外には美しかったなんて言葉しか思いつかない。

　そんな彼女は今、公園の自動販売機の前にて腕を組み、飲み物を選んでいた。

　……かれこれ２分も。

　後ろで待たれていることに気付いていないようなので、飲み物を選びたいのもあいまって、勇気を出して声をかけてみる。

　そして返ってきた言葉はこうだ。

『あぁ、申し訳ない。この選せん択たくで今日の巡めぐり合わせが決まるような気がしてな』

　…………は？　え？

　桜の木春風に揺れる入学式の朝。

　この彼女との出で逢あいが、変化を失っていた今までの人生を大きく変える事になるなんて気付きもしなかった。
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　なんてことはない、いつもの朝がやってくる。

　ベッドから起き上がり、視界にまず入るのは壁かべ掛かけのハンガーに吊つるされた制服。

　寝ね巻まき代わりのジャージを脱ぬぎ、しっかりとアイロンがけまでされているそれを当たり前のように着ると、リビングの方から食欲をそそるいい匂においがしてきた。

「兄さん、おはよう」

　リビングまで出ていくとそう声をかけてきたのは、エプロン姿でお盆ぼんに味み噌そ汁しるを載のっけてテーブルに運んでいる俺の最愛の弟、四しノの宮みや蒼あお春はる、通称アオだ。

「おはよ、アオ」

「珍めずらしく今日は早起きだね。どうしたの？」

「なんか入学式の日の夢見ちまってよ。あいつと会うところで目が覚めた」

　言いながら椅い子すを引いて座ると、アオが味噌汁の入ったお椀わんをゆっくりテーブルに置きながら尋たずねる。

「あいつ？　あいつって……あぁ」

　納得したように弟は微笑ほほえむ。そして続けてハムエッグの皿とご飯はん茶ぢや碗わんをお盆に載せて、こちらに持ってきた。

「夢にまで見るって兄さん、あの人の事、好きになっちゃったんじゃないの？」

「……は？」

「冗じよう談だんだよ」

　本気で睨にらんだつもりなのだが、それすらさらっと爽さわやかに流した弟はエプロンを脱ぎ、自分も席について手を合わせた。

「さ、食べよ。いただきます」

「ん、いただきます」

　いつもながら舌したを旨うま味みで刺し激げきするいい朝食だ。うちの弟がいれば炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じなんでもやってくれるから、一家に一台あると便べん利りだ……誰だれにもやらんけどな！

　しばらく食と弟愛に没ぼつ頭とうしていると、アオが不ふ思し議ぎそうに眺ながめている。

「兄さん？　気持ち悪い顔してどうしたの？」

「してねぇよ。朝から辛しん辣らつすぎるだろ、俺をもっと敬え」

「脱いだ洗濯物を洗濯カゴに入れるようにしてくれたら考えるよ」

「……昨日きのう入れてなかった？」

「うん」

　おおっとこれはまずいですね。アオのこういう時の笑顔は静かな怒りを表してるんです。間違いない。弟検定７段（自称）の俺が言うんだから間違いない。

　だって背中からゴゴゴって文字が見えるもの。威い圧あつ感かん感じるもの……。

「次から気をつけます」

「はい、気をつけてね」

　そう言ってから味噌汁を啜すすったアオは、テキパキと食器を片付けて洗面所へと向かった。

　あれ？　俺が説教喰くらわすはずが、何故俺が怒られているんだ……。納得いかねぇ……。

　俺も食事を済ませて流し台に食器を置いていると、ぱっぱと身み支じ度たくを済ませたアオが鞄かばんを持ち、手を伸ばしてくる。

「鍵かぎ」

「ん」

　俺はポケットから自転車の鍵を取り出し、アオへと投げる。

　それを片手で摑つかんだアオは、そそくさと家を出て行った。

　俺の分の自転車まで表に出して用意してくれるのだ。なんて出来た弟なんでしょう。兄の顔が見てみたいぜ！

　とか思い鏡に映ったにやけ顔を見ながら、身支度を整えていく。

　俺とアオは双ふた子ごの兄きよう弟だいだ。故ゆえに顔の作りはかなり似ている。だがいかんせん俺はあいつのように爽やかに立ち回れないし、する気もないため何ど処こか表情に締まりがなくなる。

　そして髪型や髪色が若じやつ干かん違うのもあってか、よく似ていないと言われてしまう。

　似てたら俺も蒼春のようにモテるのだろうか？　いや、別に全然これっぽっちも全くもってモテなくてもいいんですけどね。ええ、本当ですよ本当。

　大おお雑ざつ把ぱに髪型を整え、弟よりも短い時間で用意を終えた俺がいそいそと玄げん関かんの扉とびらを開くと、アオが自転車２台の横で携けい帯たいをいじっていた。

「行くか」

「うん」

　自転車にまたがり、弟の後方について走り出す。

　私立八や事ごと学院大学付ふ属ぞく八事高等学校、通称八事高校、もしくはヤゴガク。最寄り駅は八事駅、そこから歩いて10分ほどのところに建っている。

　ヤゴガクは中高大一貫校だが、俺達は公立の中学から一般受験でこの高校に入った。

　偏へん差さ値ちは若干高め、しかし有名なのは運動部が活発な事であり、著ちよ名めいなスポーツ選手を何人も排はい出しゆつしている。ま、俺にはあまり関係ないが。

　そんな高校をなんで選んだかというと、答えはアルバイト先が近いからという単純な理由である。

　それに家からもそう遠くはない。自転車を走らせればおおよそ20分で着く距離だし、朝が弱い俺も万ばん々ばん歳ざいというわけだ。

　春の芽め吹ぶきは留まる事を知らず、この暖かい日差しも、まだまだ花弁を広げる桜さくらも、耳を若干キツめに刺激するウグイスの鳴き声も、全てが今は春であると訴うつたえかけてくる。

　そんな優しい春を感じる事の出来る通学路なのだが、一つだけいらないものがある。

　それがこの……巨大な坂だ。

　３００メートルはあるこの坂、傾けい斜しやは本当にキツく、ギアを６段変速の１に設定してもなお脚あしに悲鳴をあげさせるほど。ヤゴガクの生徒達からトンデモ坂と呼び親しまれている……いや、親しんではないな。呼び恨うらみまくられている。

　なお坂の上に全ての校舎があるため、どの生徒も学校に行くためには、この坂を登らなければならないのである。

　見ると坂の途中であまりのキツさに一人、また一人と降り、諦あきらめて自転車を押して歩き出している。

　俺も早々に諦めて自転車を降りるが、一人この坂を物ともせず、自転車を漕こいでいる化け物がいる。

　蒼春だ。

　爽やかな風ふう貌ぼう＋運動神経抜ばつ群ぐんな弟は、この運動部ですら自転車で登るのを躊躇ためらう坂を軽く立ち漕こぎで登っていき、早々に頂上へ到達してしまった。

　そして、頂上で俺の姿が見えなくなった事に対してため息を吐ついている。いや、そんな勢いで登れるのお前だけだから。

　多少呆あきれつつ坂を登っていると、背中をトントンと叩たたかれ、振り向く。

「おはよう、赤あか哉やくん。今日は早起きだな」

　夢の中のお前の意味不明さに飛び起きちまっただけだっつーの。と心の中で悪あく態たいをつきつつ、視線を前に戻して呟つぶやく。

「今日は、は余計だ」

「そうか」

　ふふっと声が聞こえてくるのと同時に、俺の横に並んで歩くこの女子。

　名前は神楽かぐら芽め衣い、見た目は麗うららか、その流れるようなセミロングの黒髪も、顔の造形も、スレンダーな体型も、はっきり言って男にモテる要素しかないと言えるもの。

　だがしかし……だがしかし……こいつは変人なのである。多分恋愛的な意味ではこいつはモテない（確信）。

「赤哉くん、いよいよ試験は今日だな」

「……なぁ。バイト先、考え直す気はないのか？」

　そう言うと神楽は目を一度だけぱちくりさせ、ニコッと笑った。

「ないな。だから今日もそちらに伺うかがうぞ」

　一見可か愛わいらしい笑みを浮かべるが、俺からしたらそれは面倒臭いもの以外の何ものでもない。はぁ、憂ゆう鬱うつだなぁ。

　俺のため息など露つゆ知らず、神楽は思いついたように口を開く。

「そういえば、もうすぐオリエンテーションだな。ヤゴトスーパーランドでの」

「あーなんか、担任が言ってたな。そういうところにも金かけるねー。ヤゴガクは」

　オリエンテーションというのは、会社や学校で、新入社員や新入生が適応する場を設もうける事である。

　そしてヤゴトスーパーランドは簡単に言うと、八事の隣町にある、休日にカップルと家族連れで賑にぎわう遊園地の事だ。

　つまり、入学したばかり、もしくはクラス替えを行ったばかりで緩ゆるくリセットされた人間関係を新たに作るために設けられたのが、そのヤゴトスーパーランドでのオリエンテーションである。

　だが先ほども言った通りヤゴガクは中高大一貫校で、生徒の半数は中学からのエスカレーター組だ。

「既すでに半分近く人間関係が出来上がってるのに、オリエンテーションもクソもねーだろ」

　ま、関係を作れる奴は作れるんだろうけどな。蒼春とかもうクラスで友達いるみたいだし。俺と違って蒼春は人付き合いうまいし。

「そういう事を知った上でうちの学校に来たんじゃないのか？」

「まぁ、そうなんだけどよ」

「同じ年に二人もこの学校に入れてくれたご両親に感謝だな」

　ヤゴガクは私立の中でも学費が高い事で有名だ。故にお坊ぼつちゃん高校だとかも言われたりしている。

　それ故の言葉であったのだろうが、こちらとしてはあまり良いふうには聞こえない。

「……うち、両親いねえから」

「え？　あ、そうなのか……」

　分かりやすく狼狽うろたえた声。そんな聞き慣れた声に返すのは、いつもこの言葉。

「気にすんな。俺にはアオがいるから問題ない」

「反応に困るな」

　苦笑が返ってきた。おかしい、俺は何も困るような事は言ってないはず……。

　そのアオは校門前で自転車を降りて待っている。そして神楽に気付き、穏おだやかな微笑みを向けた。

「おはようございます、先輩」

「やぁ、蒼春くん。おはよう、朝から君の兄に弟愛を説とかれていたところだ」

「すみません、先輩、ウチの兄が粗そ相そうを」

「なんでお前が謝ってんだ。誰も悪い事してないだろ」

「兄さんの場合、先輩に対する発言も、失礼さも悪いから。更に恥はずかしい事を言うなんて駄だ目めじゃないか」

　あれー？　また説教くらってしまったぞー？

　そもそも、何な故ぜ弟がいるから大丈夫という言葉が弟愛になるんだ。俺には弟以外いらないという事を示しているだけではないか。それに弟愛は恥ずべき事ではないはず！　ビバ！　弟!!

「なんにせよ仲がいいのは微笑ましい。さぁ、自転車を置いてきたまえ。私はここで待っていよう」

　教室棟とうの正面口で立ち止まり、腕を組んだ神楽に思わずジト目を向ける。

「いや、なんでだよ」

「君達と一緒に行きたいからだが？」

　さらっとそんな恥ずかしい事を言わないでくれると、女慣れしてない俺は凄すごい助かる。もう遅いけど。

　虚きよを衝つく言葉にどういう反応をしていいか分からない。するとアオが俺の背中を押す。

「ほら、待ってもらってるんだから行くよ、兄さん」

「頼んでねぇっつーのに」

「はいはい、そうですねー」

　背中をポンポン叩かれて、数十メートル先の自転車置き場まで誘ゆう導どうされていく。

　そして、神楽が見えなくなったくらいで蒼春が話しかけてくる。

「兄さん、動どう揺ようしたでしょ」

「んなわけねぇだろ。職業柄誤ご魔ま化かすのは得意だ」

「何処が……」

　呆れた顔をしているが、お前も人の事言えないからね？

　自転車を置いてそそくさと正面口に向かうが、何やら騒さわがしい。

　正面口で神楽と合流し中に入っていくと、その理由が分かった。

　入学式の後にすぐ行われた、全学年による実力テストの順位が掲けい示じされているのだ。

　見てみると、各クラス上位10人の名前だけが貼り出されている。

「お、あっかやー！」

　面倒な奴やつが話しかけてきたので無視する。

「おい、赤哉？　どうしちゃったのあーかーや」

「神楽、お前頭良かったんだな。２年Ｅ組で３位って」

「あ、あぁ。赤哉くん？　いいのか？」

　神楽が何か気にしているようだ。はて、どうしたのだろう。俺には見えない。聞こえないぞ。

「赤哉っちょ、赤哉っちょってば！」

　肩かたをパンパン叩かれている気がするが、多分霊れい的てき現象だろう。問題ない、問題ない。

　しかしどんどんその肩を叩く強さが強く速くなってきた……問題……な、い……問題……アリ。

「グハッ!?　なんで!?」

「痛いてぇんだよ瀬せ尾お。殴なぐるぞ？」

「殴るどころかアイアンクロー今まさに食らってんですけど!?　痛てててて！　なんで挨あい拶さつしただけでアイアンクロー!?」

「ごめんなあまりにもウザかったから」

「謝りながらもやめてないんですけど!?」

　おっと、いかんいかん。あまりの鬱うつ陶とうしさから、反射で頭を握にぎり潰つぶそうとしてしまったらしい。

　瀬尾健けん斗と。

　俺と同じ１年Ｂ組。特筆事じ項こうといえばウザい、うるさい、鬱陶しいの三さん拍びよう子しを揃そろえ、校則違い反はんギリギリの髪色、制服の着き崩くずしをしているチャラ男おくんである。

　入学式当日、こいつからの謎なぞ絡がらみにより知り合いとなったのだ。友達？　何それおいしいの？

　手をパッと離すと、赤色のネクタイを直しながら瀬尾が頭を押さえて口を開いた。

「痛かったー。朝から酷ひどくね？」

「すまん。次はラリアットくらいにしとく」

「そういう事じゃないんだけど!?」

　えー？　赤哉どういう事か分かんなーい。と内心呟いて目を逸そらすと、瀬尾が俺の横に並ぶ二人を見つける。

「おはようございます、瀬尾くん」

「お、蒼春おはよっす。って、そっちは例の生徒会長さんじゃんか！」

　例の……という含みのある言葉。確かに神楽は二年生の４月の時点、つまり一年生で生徒会長になったという話題性もあるが、今や学校の誰も、まだ入って間もない一年生までもが、彼女を視認しただけで生徒会長と分かるようになっているというのは、流石さすがに変と思われるかもしれない。

　何故かというと入学式で大きな事故があり、彼女はそれに巻き込まれたのだ。

「あぁ、いかにも私は生徒会長だが……君は赤哉くんと蒼春くんの知り合いかな？」

　瀬尾は瞬しゆん時じに明るい声で返す。

「二人の親友っす！」

「誰がだよ……」

「あはは」

　俺が突っ込み、アオが苦笑いする。会って一週間で親友認定されても困る。

　しかし神楽は真まに受けたようで、柔やわらかい微び笑しようを浮かべる。

「赤哉くんにも友達がいたようで良かった。性格上人付き合いがうまくなさそうだからな」

「失礼だな。その通りだが」

「なんで誇ほこらしげなの……」

　アオがこめかみを痛そうに押さえる。どうした？　目が疲れたの？

　そんな中、瀬尾がアッと声を張り上げた。

「赤哉、クラスで８位!?　頭いいじゃん！」

「へぇ、そんなもんか」

　そもそも高校一年生の最初の実力テストなんてのは、中学の時の成績を図はかる程度である。なんなら公立高校の受験期間何もしてない分、色々と忘れているもんだと思っていたが、そうでもなかったらしい。

「そういう瀬尾の名前はねぇな……あ」

「何その可か哀わい想そうなものを見る目！　その察した感じやめろ！」

「まぁまぁ」

　アオが仲ちゆう裁さいに入ってくる間に、神楽が１年Ａ組の順位を見る。

「流石蒼春くん、特進クラスで１位とは」

　感かん慨がい深ぶかそうに言った言葉に、瀬尾がまたもや一いつ瞬しゆんで反応する。

「え!?　蒼春１位なの!?」

「どうだすげーだろ！」

「何故赤哉くんが勝ち誇った顔をしているんだ」

「日々しっかり勉強してますから」

　爽やかな笑顔を見せる我わが弟は、誇らしげにトンと自身の胸むねを叩いた。
















　入試成績で上から40人は必然的に、特進クラスであるＡ組に振り分けられる。何せ蒼春はヤゴガクの入試成績トップで入ってきたんだから、この結果もなんら特別な事ではない。

「おっと、時間を使いすぎたな。私はこれから生徒会の朝礼準備に行ってくる。それではな」

「はい、先輩それじゃまた後で！」

　神楽がパッと体育館へと向かっていったのを見届けると、三人も自身の教室へ向かう事にする。

「本当に赤哉達って生徒会長と仲いいのなぁ」

　瀬尾が何気なく言った言葉に俺は首を捻ひねる。

「別に仲良くねぇよ。あいつが俺達に謎のこだわりを見せるだけだ」

「なんだそれ」

　可お笑かしそうに笑った瀬尾は、今度はアオに顔を向ける。

「でもさ、あの入学式の事件の時、生徒会長助けたの蒼春じゃん？　そのわりにはなんか赤哉に凄い関心あるっつーか、気があるように見えたんだけど気のせいか？」

「あながち間違いでもないと思いますよ？　ね？　兄さん」

「どうしたら俺に興きよう味み持つんだよ。持つならイケメンであの時、お姫様抱だっこして命を助けたそこの王子様だろ」

　アオに物凄くイヤーな笑顔を向けると、負けじと物凄く爽やか～な笑顔を向けてくる。

「次僕にその呼び方したら、兄さんの分の夕飯作らないからね？」

「ごめんなさいでした」

「赤哉よわっ！」

　そりゃお前、蒼春の飯めし食えなくなるんなら折れるわ。蒼春の飯の前では俺の意思なんてシャー芯しんばりの強度だもの。

　俺は目を逸らし、なんとなしに呟く。

「ま、蒼春と仲良くなるために俺と話してるのかもしれないし。外そと堀ぼりから埋うめる的な」

「悟さとってるな……」

　そりゃもう小学校、中学校と辿たどってきた道だからな。

　しかし、神楽が俺に関心を持っているという瀬尾の読みは、実は思い当たる節ふしがある。

　瀬尾は意外と謎に察しがいいというか、ただの馬ば鹿かじゃなさそうなのが厄やつ介かいだ。

　まぁ、今はすれ違う女子を一人一人チェックしているアホヅラだが。

　そう、その神楽のせいでこれから夕方にかけて、俺は憂鬱な時間を過ごすだろう。

　はぁ、あんな約束しなけりゃ良かった。

　漏もれ出たため息は喧けん騒そうの中へと消えたが、重い足取りはどうとも変わる気配がないのであった。
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　特に何事もなく下校時間がきた。普通ならばアオと帰るのだが、特進クラスは通常授業の後補講をしてから帰るというのが決まっているため、高校に入ってからは弟を待たずに先に仕事場へと向かうのが俺の日常となった。

「よっし、赤哉、途中まで一緒に帰ろーぜー」

「分かった。じゃあ瀬尾は前方１００メートルにいてくれ。その後ろをついていく」

「それ一緒に帰ってねぇから！」

　瀬尾の驚きを気にせず自分の自転車にまたがるが、トンデモ坂の下までは瀬尾と一緒に帰る事になってしまう。甚はなはだ遺い憾かんではあるが。

「赤哉はバイトか？」

「まぁな。お前は？」

「俺もバイト。あ、んじゃ俺こっちだから。また明日な」

「ん」

　そんなやり取りも最早数度目、ようやく一人の時間に入る。瀬尾はかなりの頻ひん度どでバイトに入っているのか、帰りに遊ぼうなどとは誘われないのである。別に誘われたいのではないが、あいつの性格上意外ではあるので、少々疑問だ。

　ま、ここに着くとそんな事は最早蚊か帳やの外になるわけだが。

　目の前に建つのは二階建て、灰色の外がい装そうのオフィスビル。俺はその横の自転車置き場へ鍵をかけた自転車を置き、裏口から入ろうとするが……あ、やべ。今気付いたけどドアの鍵は蒼春が持ってんな。

　仕方ないから表から入るしかないが、開店時間前なので、インターホンで中にいる人物に鍵を開けてもらわなければ建物に入る事が出来ない。

　表に回ると、看板にはＰｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインと書かれている。入り口横に立てかけられた広告板には文字を無理やり消した跡あとがあり、その上から「占い屋！　なんでも占います！」と可愛らしい文字が。

　久々にちゃんと見たが、広告板色いろ褪あせてきてんな。変えとくか。

　そんな事を思いながらインターホンを鳴らす。

『はい、どちら様でしょうか？』

「俺っす。真ま希きさん」

『新手のオレオレ詐さ欺ぎですか？　どちら様か聞いてるんです』

「いやいや俺だよ赤哉だよ」

『すみませんが、いやいや俺だよ赤哉だよ、なんて名前の人物は知らないです。出直してきてください』

「え？」

　ブツンと、インターホンが切れる音がした。……あんのアラサー女め！　切りやがったなぁ！

　怒りがこみ上げてきた途と端たん、ウィーンと玄関の扉が横にスライドした。

　扉の後ろには20代後半に見える女性が腕を組み、風に揺ゆれた亜あ麻ま色いろの髪かみをかきあげながら立っていた。そして少し目め尻じりの上がったキツイ目で睨んでくる。
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「鍵はどうしたんですか」

「アオからもらってくるの忘れたんだよ……」

　若干呆れた声に目を逸らしつつ答える。すると更に呆れた声が返ってきた。

「自分の鍵があるでしょう。もしかしてアオが持ってるから俺は持つ必要ないな、とか思ってたんじゃないですか？」

「ハハー」

「図星ですか」

　嘲ちよう笑しようが心に痛い。

　いやぁ、なんでも俺の事分かっちゃうのね、真希さんは。

　この少しきつめの目の吊つり上がり方をしている女性は蒔まき田た真希。

　両親のいない俺と蒼春の親代わりのような人。血の繫がりもないのに親おや父じとの約束を守って、８年間も面倒を見てくれている。元々はただの事務員であったが、今はこのＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎのオーナーであり、貫かん禄ろくも仕事も完かん璧ぺきである。貫禄に関してはその大きな胸が物語ってゲフンゲフン。

「取とり敢あえず打ち合わせしましょ。ね？」

「この後の予定がなければ説教でしたが……仕方ありませんね」

　この後の予定……というのは、うちの生徒会長神楽芽衣がこのＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎへ入る面接及および試験だ。

　それで今日ずっと憂鬱になっていたわけだがあっぶねー……初めて神楽が来る事に感謝したわ。

　応接間の椅子に対面して座り、足元に荷物を置こうとすると座りかけた真希さんが近寄ってきて手を伸ばす。

「所長、荷物置いてきますよ」

「急に仕事モードだね」

「この空間では私はあなたの部下ですから」

　澄すました顔でそう言い放ち、俺の鞄を所長室のラックに運ぶ。

　椅子でだらりと姿勢を崩くずすと、真希さんがスタスタと戻り腰こしを下ろした。

「それでは件くだんの神楽さんの試験ですが」

「伝えた通りだよ。変更点はなし」

「そうですか。ならばすぐに外出した方が良さそうですね」

「ん、お願い」

「所長」

　怒ど気きが伝わる。おっと仕事場仕事場。まずいまずい。

「お願いします、真希さん」

「……まぁ、よしとしましょう」

　さっと身を翻ひるがえし、大きめのバッグと置いてあった段ボール箱を抱かかえた真希さんは、玄関口に向かおうとする。

「あ、段ボールは俺が運ぶよ」

「いいですよこれくらい」

「いいからいいから」

　俺はパッと真希さんから段ボールを取り上げる。建物すぐ横の駐車場に停とめてある、真希さんの車の後部座席に置いておけばいいはずだ。

　玄関を出ようとすると、真希さんが感慨深そうにしていた。

「どしたの？」

「いえ、もうアカ……所長も少しは気がきくようになったんだなと」

　優しい声に胸がスッと撫なでられるような感覚に陥おちいり、むず痒がゆくなる。

「少しは余計だよ」

　真希さんの顔を見ずにそう言って駐車場へと向かう。たまーにあぁやって優しいのはタチが悪いぞ……。

　頭を搔かきながら車の横で待っていると、真希さんも建物から出てきて車のドアを開ける。

「それでは行ってきますので、留守番と試験の方はよろしくお願いしますよ」

「了解」

「それでは」

　発進した車を見送り、仕事場に戻る。さてさて、試験の準備でもしておきますかね。
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「兄さん、もうすぐ時間だよ」

　仕事場に遅れて着いた蒼春は、作業机に突っ伏している俺に一声かける。

「わーってんよ」

　我ながら気だるげな声で答えると、アオが呆れたようなため息を吐いた。

「真ま面じ目めにやりなよ？　神楽先輩、ここに入るの凄い楽しみにしてたんだから」

「入るの前提なのはおかしいだろ。そう易やす々やすとここに入れるつもりはないぜ」

「うわぁ、意地悪そうな顔」

　ほっとけ、あと、お前と同じ顔の作りだぞ。

　そんなやり取りをしていると玄関の扉が開き、件の人物が顔を出した。

「失礼します。赤哉くん、蒼春くん、Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの入所試験を受けに来たぞ」

　玄関口で堂々とそう言い放った神楽。気合十分って感じだな。

「先輩、頑張ってくださいね！」

「ありがとう蒼春くん、この日のために参考文ぶん献けんはたくさん漁あさってきた」

「参考文献ねぇ、占いのか？」

　俺がニヤッと笑って尋ねると、神楽が小さく首を傾かしげた。

「占い？　いやいや探たん偵てい業ぎようの方に決まってるだろう」

　嫌いや味みに気付かなかったらしい。探偵業という言葉に若干諦てい観かんめいた息が漏れそうになった。

　神楽の言う通りだ。

　占い屋というのはＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの仮の姿。

　本当の姿は神楽の言った通り、うちは創立した時から【探偵事務所】なのだ。

　俺の失望に近い様子を見たからか、神楽の顔色がサーっと青ざめる。

「も、もしかして入所試験というのはＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの、占い屋としての試験だったという事か!?」

　ぐいっと顔を近付けられたので、しっしっと手で追いやる仕草をしてから言う。

「いや、違うけどさ。そっちなら大だい歓かん迎げいだったなと」

「兄さん！」

　蒼春が表か情おをしかめて俺を見るが、俺もそれに睨み返す。

「うちで働くのは簡単な事じゃない。身の危険だってある」

「その簡単じゃない仕事が出来る人物かどうかを、今からこの試験で見るんでしょ。無理なら落とせばいい。公正に判断してね」

　アオの強い物言いに俺はふんと鼻を鳴らした。

　実際のところＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎのオーナーは真希さんだが、仕事の受注などを判断するのは俺達兄弟だ。

　大体は俺の意見が通される事が多いが、今回に関してはアオもしつこく反論してくる。

「神楽先輩には僕達の秘密を黙だまっててもらってるんだよ？　これぐらい気持ち汲くんであげてよ」

　アオがトドメの一言を放ってくる。そもそもずっと三人だけで続けていたＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎに、初めてアルバイトを入れるか否いなかの話になっているのは、神楽が入学式の事件で、俺の秘密を知ってしまったからだ。

　そして神楽は恐おそらく本当に、その秘密を黙ってくれている。

　神楽に視線を向けると、少しバツの悪そうな表情を見せていた。

「赤哉くん、君が私の身を案じてこの事務所に入らせたくない気持ちは分かった。君は優しいな」

　困ったような微笑。ズキンと心に刺ささった事を隠かくすように、俺はその言葉を斬きる。

「優しさとかじゃない。事実だ」

「いいや、優しさだよ」

　彼女は俺の顔をしっかり見み据すえている。見る事を躊躇ってしまうほど真まっ直すぐな瞳ひとみ。彼女は本当に思っている。そう思わせる。

　俺が面食らい言葉に詰まっていると、神楽はフッと小さく息を吐いてから明るい声で続けた。

「私が危険な目に遭あった時、それは私自身の運命であり、認めるべき結果であるのだ。だからその点に関しては、君が何かを思う必要は全くない。何故なら決断したのは自分であるのだから」

　そう言った神楽は冗談を抜きにして眩まぶしく見える。彼女はきっと、自身の決断を間違う事があったとしても、そこに悔くいを持たないように生きてきたのだろう。

　神楽芽衣という女の子の強さを、俺は認めているのに……それでも。

　心の中では何処か止めたがっている自分がいた。

　しかし、ここで蒼春が自身の手をパチンと合わせる。

「はい、兄さん。試験をやるよ。やる事は決定事項なんだからさ。真希さんも行っちゃったし」

「……分かったよ」

　確かにこれでやらないなんて言ったら、確実に真希さんに殺さ……怒られる。

「そう言えば真希さんは何処にいるのだ？　姿が見当たらないが」

「それが今回の試験なんだよ」

　俺が言うと神楽は、ん？　と眉まゆ根ねを寄せる。

「今から行う試験、それは先輩に真希さんが何処に行ったかを当ててもらいます」

「真希さんが何処に行ったか……」

　蒼春の言葉を神楽は頭の中で反はん芻すうしているようだ。

　少し間を取ってから、俺は人差し指を立てて口を開く。

「制限時間は30分。ちゃんとこの部屋に痕こん跡せきは残してあるし、時間内なら蒼春にいくらでも質問をしていい。その際、蒼春は勿もち論ろん噓うそはつかない。けど、真希さんは何処か？　みたいな答えを直接訊きくような質問はアウト。ルールはこんなとこだ。……あぁ、それと」

「それと？」

「答えはスーパーかコンビニのどっちかだから」

　頰ほお杖づえをつきながら言うと、神楽が目を丸くする。

「言ってしまっていいのか？」

「ただしどうしてコンビニなのか、どうしてスーパーなのか、推すい理りも含めて理由を述のべる事。それが今回の試験」

「推理形式……面おも白しろい、望むところだ」

　神楽のワクワクした様子が伝わってくる。さぁて、ここからはお手並み拝はい見けんといくか。

「んじゃ、試験スタートな」

「先輩頑張って、あとなんでも聞いてくださいね」

　蒼春が朗ほがらかな笑みを見せる。蒼春はなんだかんだ神楽を気に入っているというか、敬っている節がある。なんでだろうなぁ。俺の方を敬え。兄だぞ（暴ぼう論ろん）。

　そんな暴論を考えている中、しっかりと神楽は推理を始めていた。

「コンビニとスーパーというのは、ここから歩いて10分ほどのところの？」

「そうです。先輩、そのどちらかですよ」

　蒼春に尋ねた神楽は、それを聞いてわずかに合が点てんがいったような様子を見せる。

「なるほど。つまりこれはそういう事だろうか」

　一つ思うところが出来たらしい。その手は俺の事務机に置いてあるメモ帳を取り上げていた。

「このメモ帳が不自然に捲めくられた状態は、使った跡と捉とらえてもいいだろうか？」

「その通りです、先輩」

「最後に使ったのは誰だ？」

「真希さんでしょうね。僕たちはメモを使いませんし、記録業務は主おもに真希さんしか行いません。このメモ帳は今け朝さの時点では新品でした」

「つまり使ったのは真希さん、そしてこれは今日使われたもの、という事だな」

　情報を分析しているようで、推理を口にしている神楽。

　そのまま神楽はメモ帳の隣にあったチラシに目をやる。

「スーパーのチラシ……つまり買うべきものをこのメモ帳を使って書き留めた」

　そう言った神楽は、メモの横にあったペンでメモを塗ぬりつぶし始めた。そしてあらかた塗りつぶすと、また蒼春に向き直る。

「蒼春くん、今日この部屋からなくなったものはないか？」

「エコバッグ、今朝は一つあった段ボールがなくなっています。それと駐車場からは車もなくなってますね」

「なるほど。うん、ここまできたら読めたぞ」

　神楽は余裕を持った顔で頷うなずく。一応、現状の認にん識しき、痕こん跡せき、変化の確認という探偵の基本はちゃんと出来ているな。

　だが……神楽はきっと推理を間違うだろう。

「答えはスーパーだ」

　ビシッと人差し指をこちらへ向けた神楽に、俺は手のひらを見せるようにして促す。

「その心は？」

「まず、この使った形けい跡せきのあるメモ帳、きっとめくり取ってから使ったのではなく、そのまま書いたのだろうな。一番上のメモを塗りつぶすとほら、筆圧のせいで少しだが文字が浮き上がる。流石になんて書いてあるかは分からないが、文字らしきものの後に数字が並んでいるのが分かる。きっと値段や買うべき個数をこのメモに書いたのだろう」

　見せつけてくるメモには確かにぼやけた文字、数字が２行ほど書かれているようだった。

「そんで？」

「ならば後は簡単だ。荷物が多くなる事を予期しエコバッグ、そして先ほどのメモ。これらを持って車に乗って出かけたのは、状況から間違いない。答えはコンビニかスーパーだが、コンビニにエコバッグを持っていくわけがない。答えはスーパーだろ？」

　滔とう々とうと連つらねた答え。アオの方を見ると若干の苦笑。しょうがないな。この推理問題の引っかけに、見事に引っかかってしまったのだから。

「はい、残念。答えはコンビニでした」

「な!?　何故だ!?　コンビニに行くのなら、わざわざエコバッグを持っていく必要はないだろう!?　それどころか車を使う理由だって！」

「そこがお前の推理を狂わせた原因だ。エコバッグと聞いて、答えをスーパーだと断定しちまった」

「なに？」

　神楽はまだ混乱しているようであり、俺への疑ぎ念ねんの視線を緩ゆるめない。

　ならばこの問題の本質を答えよう。

「この試験はお前が推理において、先入観を持たないかどうかを調べるためのものだった」

「どういう事だ？」

　ここで黙だまり込みを決めていた蒼春が口を開いた。

「先輩、エコバッグを持っていったからといって、買い物に行ったとは限らないですよ」

「え？　でもそれでは何故」

「ほら、車にエコバッグを置いておく人いませんか？　いつでも買い物出来るように」

「た、確かにいるかもしれないが……ではこのメモの近くにあったスーパーのチラシは!?」

　神楽が手にしたメモを、俺が立ち上がってパッと取り上げる。

「チラシから必要なものをメモしておく。普通の事だ。でも、書いてある文字が少なすぎるだろ。これならわざわざメモするまでもない」

「じゃあ一体、それはなんのメモなんだ？」

「神楽、こういうふうに文字の次に数字が続くもので、中々一発じゃ記き憶おく出来ないものって覚えがないか？」

「文字の後に数字……中々記憶出来ない……まさか住所か？」

「正解だ」

　そこまで導みちびき出せたのなら後は簡単なのだが、一度考えを凝こり固めた人間には難しい。自分の考えを正しいものにするため、聞きたい情報だけを聞き、自分の考えと反するものは聞きたくなくなる。それは探偵にとってあってはならない事だ。

　ま、これで神楽も無事試験に落ち───

「分かった。近くのコンビニへ行くのに車を使った理由。先ほどの蒼春くんの言っていた段ボール。そして最後に住所を書いたらしいメモ。それを加味した上でコンビニという答えに行き着く理由……真希さんはコンビニに宅配便を出しに行った。どうだ？　……って間違ってからのこれはずるいよな」

　……なん……だと？

　惚ほうけていると、蒼春がふふっと笑いを漏らし、神楽に告つげる。

「正解です先輩。兄さん、この場合はどうするんだっけ？」

「うっ！」

「どういう事だ？」

　出題者が狼狽うろたえた意味が分からぬようで、神楽は蒼春に答えを求める。

「問題を出す前に僕に言ってたんですよ。兄さんが答えを説明し終える前に、神楽先輩が答えを導き出せたら合格にするって。言ったよね？　兄さん？」

　ニコーッと笑うその顔は、有う無むを言わさぬ威圧感がある。

「い、いやでも実際推理は間違ってだな……」

「今回試すのは、兄さんの一番嫌きらう先入観へのこだわり。自分の考えをリセットして、兄さんが答えを言い切る前に真新しい推理に移行出来たのであれば、合格。でしょ？」

「ぐぬぬ……」

　確かにその通りだ……クッソ……適当に作った合格基準が命取りになるとは……。

「で、では私は」

「ええ、合格ですよ。探偵事務所Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎへようこそ。神楽先輩、僕、四ノ宮蒼春は、先輩の入所を歓迎します」

　綺き麗れいに一礼してみせた蒼春。言われた本人は完全に惚けてしまっている。

「ご、合格？　したのか？　本当、本当に？」

　そこまで言うと、わなわなと震ふるえて下を向く神楽……ど、どうした？

　すると急に手に衝しよう撃げきが走る。

「ありがとう赤哉くん！　君と一緒に仕事が出来るなんて夢みたいだ！」

「お、おぉ」

　いきなり両手で思いっきり握あく手しゆされてしまった。い、いや俺は面倒臭い事になりそうだし、さっきも言ったように危ない仕事だし、落とそうと思ってたんだが……。

　だがよほど嬉うれしいのか、いつもの毅き然ぜんとした雰ふん囲い気きが完全に崩くずれ、無む邪じや気きな赤子のような笑顔を覗のぞかせている。

　しばらくそうしていると、流石に今自分が何をしているのか気付いたのだろう、神楽の頰ほおが朱に染そまった。

「す、すまない。興こう奮ふんしてしまって」

「あ、いや別にいいんだけどよ」

　何この感じ、別に良くなかったんだが、少し恥ずかしかったわけだが。

　ガチャリ、と音がする。音がした方を見ると、裏口から冷静な声が飛んできた。

「試験は無事お済みになりましたか？」

　ハイヒールのカツカツした音が近づいてくると、アオが和なごやかに言う。

「えぇ真希さん、神楽先輩は無事合格しました」

「結構。流石ですね、神楽さん。入学式から欠かかさずうちに足を運んでいただけの事はあります」

　優しい笑みに神楽はホッと息を吐いた。

「ありがとうございます。真希さん、今後ともよしなに」

　今後ともよしなに、なんて言う女子高生いたのか……。こいつ本当、どんな親に育てられたんだよ。

「こちらこそ。それでは入所にあたっての説明をいくつかしておきます。こちらへ」

「はい！」

　気持ち良く返事をした後、所長室へ向かう真希さんの後ろを神楽がついていく。

　それを見ていた俺に何か感じたのか、アオの少し小さめな声。

「まだ不満が？」

「……もしあいつが本当に危険な目に遭ったら、俺は真っ先にあいつを遠ざけるぞ」

　ハッキリ言うと、微かすかな吐と息いきが聞こえた。

「兄さんあのさ」

「何を言われてもこの意思は揺るがない」

「……分かったよ」

　蒼春の諦めたような声。

　現状維い持じが好ましいと思う人間は、俺だけではないはずで。

　だからこそ、何故今俺が必要ないと思うはずの罪悪感に苛さいなまれているのか、答えは見つからない。

　神楽と真希さんの話が終わるまでの間、春とは思えぬ淀よどんだ空気があたりを漂ただよっていた。
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「今日はこれで以上です。後は親おや御ごさんから許可をもらってください」

　あれは雇こ用よう契けい約やく書しよを入れたのだろうか。

　真ま希きさんが紙の入ったクリアファイルを神楽かぐら先輩に渡す。

「ありがとうございます。すぐに書いて明日にでも持ってきます」

「学校で二人のどちらかに渡してくれてもいいですよ」

　真希さんと神楽先輩のやり取りが柔やわらかくなっているのを見ると、どうやら打ち解とけたらしい。神楽先輩、本当どんな人とでも打ち解けるな……すごい。

　ここで急に真希さんが手をポンと叩たたいた。

「所長、そういえば依い頼らいの電話がありましたよ」

「はぁ？　最近多いな」

　現在真希さんの携けい帯たいのみが、探たん偵てい依頼を受けるための架かけ橋だ。

　そしてその相手のみが、探偵依頼を持ってくる。

「今月に入ってこれで３回目か。確かに多いね」

　いつもは月に一度程度であるはずなのに、最近のこの依頼の多さは少々違い和わ感かんを抱いだかざるをえない。

「取とり敢あえずここに呼びましょう。神楽さんはどうします？　見学していきますか？」

「はい、是ぜ非ひに」

　神楽先輩の強い意志を見た真希さんは一度頷き、そのまま電話をかける。

　依頼人への電話だろう。

　携帯から漏もれ出る気弱な声に少し苦笑しながら、僕は待つ間に紅茶を淹いれる事にした。
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「あの、紅茶を」

「あ、あばわ！　は、はい！　ありがとうごじゃいます！」

　今日も緊きん張ちようしてるなぁ。

　真希さんの置いたティーカップの取っ手を、緊張気味に震ふるえた手で握にぎるその人。三みつ編あみに眼鏡めがねをかけた、齢よわい25程度に見えるその女性刑事は、ひどく頼りない印いん象しようを受ける。

　根ね津づ薫かおる刑事。刑事課、秘密連絡係に属しており、Ｐｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインに依頼する架け橋となっている人。

　つまりＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎは、警けい察さつお抱かかえの探偵事務所なのだ。

　前任者が異動になり、根津刑事が僕達とのコンタクト担たん当とうになったのはひと月前の事で、それほど深い仲じゃないが、根津刑事の人柄のせいか、こちらは全く緊張せずに応対が出来る。

　真希さんは黙もく礼れいを一つした後、事務仕事に戻っていく。

　それを見み計はからい、急に立ち上がったのは神楽先輩だ。

「申し遅れました。私、新しくＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎに入りました神楽芽め衣いと申します。以後よろしくお願いします」

「いや、まだ入ってねぇから」

　そんな兄さんに邪じや魔まされたような自じ己こ紹しよう介かいに対し、根津刑事もバッと過か剰じようなまでに急いで立ち上がり、一礼して返す。

「よ、よろしくお願いします！　神楽さん！　私、根津薫と申します！」

　本当に根津刑事は腰こしが低いなぁ。年下の一般人相手にこれなんだから、上司とか相手にする時どうしてるんだ……。

　いやそんな事より。

「それで、今日はどんなご依頼なんですか？」

　僕が尋たずねると、根津刑事は持っていたティーカップを素早く置いて、グッと前のめりになった。

「は、はい！　それなんですが、実はこれなんです」

　根津刑事は胸むねポケットから一枚の紙し片へんを取り出す。

　紙片というより、カードと言った方がいいかもしれない。

　そこには何か文章が書いてある。

【明日の12時、地下鉄のある駅を爆ばく破はします。】

　それだけ書かれた白いカード。

「何それ？　予告状？」

　テーブルに置かれたカードを遠目に見て、兄さんが聞く。すると少し困こん惑わく気ぎ味みに根津刑事は語り始める。

「えぇ。今け朝さ警察に送られてきたもので、いたずらかもしれないんですが念のためにという事で、こちらに来ました」

「誰だれから送られたか分からないのか？」

　兄さんが今度はカードをジロジロと見つめながら尋ねる。

「えぇ、これが入っていた封ふう筒とう、及およびこのカードを調べても指し紋もんなどの情報はありませんでした。なのでお願いしに来たんです」

　根津刑事がこちらを見み据すえると、兄さんはふっと力を抜いて椅い子すに深く腰掛けた。

「つまり明日の12時に、実際何ど処こかの駅が爆破されるかどうかを知りたいって事か。そして本当に爆破されるなら、爆ばく発はつ物ぶつが置かれる場所と誰が置いたかまで知りたいって事でいい？」

「流石さすがです！」

　賞しよう賛さんするようにパチパチパチと根津刑事が目を輝かがやかせながら手を叩く。

「分かってはいたが、警察も当然赤あか哉やくんの秘密を知っているのだな」

　神楽先輩が僕の耳元に小声で囁ささやいたので、それと同じような声の大きさで僕は返す。

「普ふ段だん占い屋として振る舞っているような小さな探偵事務所を、警察がお抱かかえにしてる理由ですね」

「赤哉くんが超能力者だから……」

「その通りです」

　頷うなずくと納得したように神楽先輩は兄さんを見つめる。

　神楽先輩がＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの採用試験を受けるために手に入れた取引材料、兄さんの秘密。それは……超能力者である事。簡単に言うと、兄さんは予知能力者なのだ。

　カテイミライ。

　それが兄さんが物心つく頃から目覚めた、未来を見る力。兄さんはある仮定を定める事により、自身の未来を見る事が出来る。

　たとえば、【～年～月～時頃に自分が～しているとしたら】という仮定を考え、目を瞑つぶり、念じるだけで一いつ瞬しゆんにしてその時起きている事を脳のうが知覚するのである。

　その事を知っているのは大きく言って僕を含めた親族、真希さん、神楽先輩……そして一部の警察。

　警察は解決に手間取りそうな事件に遭そう遇ぐうした際、兄さんの予知能力を使い解決すれば、報ほう酬しゆうを支払う。これが警察とＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの繫つながり、関係だ。

　兄さんの面倒そうな言葉が根津刑事へ向けられる。

「やるのはいいけど、たとえこの予告がイタズラだったとして、駅が爆発する未来が見えなくても、それなりの報酬はもらうよ？」

　兄さんが告つげると、根津刑事は何度も首を縦に振る。

「当然です！　いつも通り支払わせてもらいます！」

「そう。じゃあ、取り敢えずやってみるか」

　奇き妙みように思えるほどとんとん話が進んでいるが、こんなに根津刑事の物分かりがいいのは、今まで実際に何度か事件を兄さんが未然に防ふせいだからだ。普通ならばこんな簡単に交こう渉しようは進まない。

　兄さんが目を瞑る。
















　そしてすぐさまパッと目を見開いた。その顔には少し動どう揺ようが見える。

「驚いた……本当に爆発するぞ」

「え！　本当ですか？」

　仰ぎよう天てんしたように立ち上がった根津刑事に、兄さんが顎あごを指でなぞりながら、逡しゆん巡じゆんするように話し始める。

「ニュースでやってた。場所は平へい安あん通どおり駅。被害は死し亡ぼう者しや１人、重じゆう軽けい傷しよう２人」

「平安通駅？　確か上かみ飯いい田だ線せんとの乗り換えに使う名めい城じよう線せんの駅だな」

　思い出しながら言葉にする神楽先輩に対して、兄さんはあまり納得がいかないように眉まゆ根ねを寄せた。その理由を考えるのは簡単だ。いくらあそこが乗り換えの出来る駅だからであったとしても……。

「でもよく分からないな。そもそもこの予告を出した人は何が狙ねらいなんだろう？　爆破するのに予告状出すって」

　僕の疑ぎ念ねんに根津刑事が自信なさそうに答える。

「愉ゆ快かい犯はん、とか？」

　兄さんが諭さとすようにすかさず答えた。

「確かに平安通駅は、普通の駅に比くらべれば人通りは多いかもしれない。でもラッシュの朝か夜ならともかく12時、真昼だぜ？」

　そう、その通りだ。僕も兄さんに同調して、根津刑事の方へと身体からだを向ける。

「愉快犯なら自分が犯人だとバレにくくするために、そして多くの人の反応が見れるように、もっと人通りの多い場所と時間を指定するはずなんですよ」

　言うと根津刑事はあぁ、と納得した顔を見せた。

「そ、そうですよね！　えっとじゃあ、何故そんな時間と場所にしたんでしょうか？」

　そんな子供みたいな無む垢くな瞳ひとみで僕に尋ねられても……。

　助けを求めて目を向けると、兄さんは肩かたを竦すくめる。

「さぁな。なんか理由があるのかもしれないし、何処でもいいのかもしれないし」

　推すい測そくの域いきを出ない結論に落ち着く。

　流石にこれだけの判断材料では、推すい理り出来る事が限られる。

　ただ兄さんの予知で爆発が起きる事が分かった以上、行動は起こさなければならない。

「兄さん、爆ばく弾だんが平安通の何処に置いてあるかも見れたの？」

「あぁ。駅のゴミ箱だ。小型爆弾みたいだから不ふ審しんに思われず仕掛けられたんだな」

　なるほど。小型で死傷者を出してるんだから、威い力りよくの高い爆弾なんだろう。

　なんにしても事前に分かって良かった。

　兄さんが少し考えてから口を開く。

「これから警察が平安通駅のゴミ箱を監かん視ししておけば、問題は解決だ。あ、もう指示出しといてもらえます？」

　兄さんが頼む。すると根津刑事は携帯を取り出して、何事か打ち込みながら言う。

「分かりました！　課の者にそう連絡を入れます」

　打ち込んでいるのはメールなのだろう。

　根津刑事はあまり速いとはいえない速度で、ポチポチ打ち込んでいる。

　これで刑事が平安通駅に配置されれば、爆発を未然に防げる。

「んじゃ念のため、もっかい未来を見ておく」

「警察の監かん視しで爆弾犯が捕つかまるか見てくれるんですね！」

　今兄さんが未来を見て根津刑事に指示した事により、先ほど兄さんが見た未来から、警察が事前に対応した未来に変わったのだ。

　期待の目が光るが、兄さんはちょっと言いづらそうに困惑した笑顔を浮かべた。

「あぁ。いや。このまま平安通駅が爆発されないかどうかを見る。ま、大丈夫だと思うけど」

　そう言って兄さんは再び目を瞑る。

　そしてふぅっと疲労を見せる息を吐いた。

　無理もない。カテイミライの行使は疲れを生む。

　今ここで連続して使ったとなると、大きな疲労を感じているはずだ。

　兄さんが間を置いてから口を開く。

「大丈夫みたいだな。詳しよう細さいは分からんけど明日のニュース見る限り、犯人も捕まるみたいだ」

　根津刑事はほっと胸を撫なで下ろしていた。

「ありがとうございます！　また今後ともよろしくお願いいたします！」

「別に報酬くれれば気にしないでいいよ」

　根津刑事が笑顔で何度も頭を下げるのを見ながら、兄さんがどうでも良さそうに呟つぶやく。失礼だなぁ本当。

　でも、なんにしても良かった。無事解決へと進みそうだ。

　未来を見られれば、起きる事件もなくす事が出来る。いつも通りなんの不安を抱く事もなく、根津刑事を見送るのであった。
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　根津刑事が帰った後、時計を見ると18時、陽ひも落ちて窓の外には街がい灯とうの灯あかりがチラつき始めているようだった。

「先輩、送りますよ」

「必要ない。駅まで10分とかからないからな」

　確かにうちの事務所は八事駅の近く、つまりは学校近くに建っている。

　しかし、すぐに兄さんが口を挟はさむ。

「それでも危ねぇだろ。学年一のイケメン王子に送ってもらっとけよ。こんなチャンス滅めつ多たにねぇぞ」

「兄さん！」

　明らかに茶化した言い方に怒ると、隣からぶふっと息を漏らすような声が聞こえた。

「神楽先輩？」

「ははっ、そうだな。その通りだ。では大人おとなしく送られておこう。明日には学校のみんなに自じ慢まん出来そうだ」

「もう、神楽先輩まで！」

　言っても神楽先輩はいたずらめいた微笑ほほえみを崩くずさない。

　その微び笑しようを向けたまま、兄さんと真希さんをそれぞれ見て言う。

「では失礼します。真希さん、赤哉くん。行こうか蒼あお春はるくん」

　一緒に玄げん関かんの扉とびらを出ると春の陽気はなりを潜ひそめ、肌はだ寒ざむい風に思わず肩を竦めた。

　雲くものない夜空は艶あでやかにすら感じる。

「先ほどは笑ってすまなかった。君達を見ていると、何故か胸が温かくなってな。思わずほころんでしまうのだ」

　思い出しているのかくすくすとまた笑みを漏らす先輩は、今まで見た女性の中でも格別に綺き麗れいだ。

　すると神楽先輩は続けて口を開く。

「そういえばお礼を言っていなかった。送ってくれてありがとう、蒼春くん」

「暗くらがりですから、女性を一人で帰すなんて出来ませんよ」

「流石だ。手慣れているのだな」

「そ、そんな事はないんですけどね」

　もしかして僕……女性をとっかえひっかえしてるような男だと思われてるのだろうか。付き合った事すらないのに……。

「そうなのか？　蒼春くんはとても優すぐれた容姿をしているし、女性とやり取りするのは慣れている印象だが……現に今も、とても落ち着いている」

「まぁ、それは必要であったからで」

「必要？」

　目を丸くしながら問う姿に苦笑する。

「兄があんなですから。少しは人とコミュニケーションを図はかれる人間になる必要があったんです」

　あぁ、と納得めいた声を漏らした神楽先輩。察してもらえたのだろう。兄さんのあの人を食った態度は、はっきり言って人と接する事を必要とする探偵には不向きだ。

「でも先輩も、異性に対して堂々としていますよね」

「私が？」

　一瞬先輩の顔が虚きよを衝つかれたようなものに変わり、すぐさま困ったような顔になった。

「両親の育て方によるものかもしれない。うちの両親も変わってるからなぁ」

　苦笑気味に答えた先輩は、思い出したようにパッとその表情を輝かせた。

「それにしても、赤哉くんは流石だったな。あっという間に事件解決のための最善策を提案していた。なんの役にも立てなかったのが悔くやまれる」

　渋しぶい顔での物言いに、僕はどうフォローすべきかと頭をフル回転させる。

「初めての事件ですし、しょうがないですよ」

「うむ、折せつ角かくＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎに入れてもらえたのだ。君達に採用して良かったと思ってもらえるようにならねば」

　前向きな物言いは期待と嬉うれしさが織おり交まざったものだ。思わず口から言葉が衝いて出た。

「先輩ならなれますよ」

「だといいんだがな」

　苦笑まじりにそう言うと、先輩は立ち止まる。

　気付けば駅はもうすぐそこだった。同じ制服を着た生徒が部活帰りなのか、ちらほらと見える。

「ここまででいい、ありがとう。蒼春くんも気をつけてな」

「えぇ、先輩も」

　駅までとてとて駆かけていく姿。そして駅に入る間ま際ぎわに振り向いて、小さく手を振る。

　言葉は大人っぽいのに仕草や声が可か愛わいらしいのは、反則だと思う。

　来た道を戻る途中にそんな事を考えていると、不意に言葉が耳に入った。

「いよいよだ」

「え？」

　僕の横をよぎった黒い影。

　茶色のフードを被かぶっていて顔は見えなかった。そしてずんずん駅の方へと歩いていく。

　確かに僕に言ったように聞こえたんだけど……気のせいだったのだろうか？

　最近神経が過か敏びんになっている気がする。依頼が立て続けに舞まい込んでくるし、ここ何日かはふと視線を感じたりするのだ。

　気のせいだよな……。

　家路に着くわずかな時間、夜空の星のようにポツポツと現れた不安の芽を摘つむ事は出来なかった。
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　神楽かぐらの入所試験という大きな楔くさびから解放されるはずが、雇こ用ようという新たな楔を打ち込む事になってしまった日の翌よく日じつの昼。

　ヤゴガクの昼飯時は賑にぎ々にぎしい。というのも学食には限定品が多く、特に数量限定のカスタードパイを買うために、長ちよう蛇だの列が毎日出来るほどなのだ。

　ま、俺は蒼あお春はるの作った弁当があるし、全く興きよう味みないんだがな！　こうしてゆっくり教室でランチというわけだ。

「なぁ、蒼春に勉強教えてもらえば俺も頭良くなるかな？」

「瀬せ尾お、犬にどれだけ言葉を教えても喋しやべってくれないだろ？」

「うん」

「つまりそういう事だ」

「どういう……あ、酷ひどすぎだろ！　赤あか哉やの俺の扱あつかい酷い！」

　ちっ、察したらしい。馬ば鹿かだからスルー出来ると思ったのに。

　……なんだ？　不意に視線を感じる。そういえばアオが、昨日きのう怪あやしい人物を見たみたいな事を言ってたような。急に俺が立ち上がったのを見て、瀬尾が首を捻ひねる。

「どした？」

「いや、ちょっとな」

　確かに視線を感じたのだ。見張るような、あまり気分がいいとは言えない視線が。

　俺はそのまま廊ろう下かへと出る。若じやつ干かん緊きん張ちよう感かんを持って出るが、そこで拍ひよう子し抜けする。

「なんだ、神楽だったのかよ」

「お、おぉびっくりしたぁ。よく私が来たと分かったな」

「そりゃ、見られてる気がしたからな」

「見られてる？　まぁいい」

　なんとも曖あい昧まいな顔を浮かべながら、神楽は持っていたクリアファイルから紙を取り出す。

「雇用契けい約やく書しよ。親の許可も得たから持ってきた」

「あぁなるほど……って、お前の教室からだったら、アオに渡した方が近かっただろ」

「え？　あ、あぁそうだな。何な故ぜこちらに持ってきたんだろう」

　いや何故こちらにって、こっちが聞いてんだけど……。

　と思っていたら、ポケットからブーンと携けい帯たいのバイブが鳴る。

　もしかしたら根ね津づ刑事から、爆ばく破は事件犯人逮たい捕ほの報告かもしれない。

　電話に出た瞬しゆん間かん、大きな声が飛び込んできた。

『大変です赤哉さん！』

　近くにいた神楽にまで聞こえる音量だったため、俺と神楽は思わず目を合わせた。

「どうしたんすか？」

『爆破は止められたんですが、爆ばく弾だん犯はんが逃にげたんです。赤哉さんの言う通りにしたのに！』

「え？　逃げた？」

　神楽が眉まゆをひそめる。俺の聞き間違いならいいのだが、そうではないようだ。

『いえ、正確に言えば一度は捕つかまえたのですが、その後逃げたんです』

「一度は捕まえた。んで、そっから逃げられたと」

『え、えぇ。申し訳ないです。ただ、赤哉さんなら、逃げる未来まで見えていたはずなんじゃないかって』

　なるほど、そういう事か。となると、しっかり話す機会を作った方がいいかもしれない。電話だけで説明するのは少々手間取りそうだ。

「根津刑事、今日事務所に来られますか？　そこでお話しします」

『分かりました。ではまた』

　そこまでで電話を切る。さて、どうやらややこしい事になってしまった。ふぅとため息を漏もらすと、横にいる神楽が心配そうに見つめて言う。

「赤哉くん。大丈夫か？」

「あぁ、大丈夫。なんとかなんだろ」

「なんとかなるって……」

　少しばかり呆あきれた顔になる神楽に対し、俺は息を一つ吐いてから口を開く。

「考えても分からねぇ事は考えない。今必要なのは、分かる事で何をするかだ。ま、根津刑事に会ってから話を詰めればいい」

「楽らつ観かん的てきだな。夕方までほっといていいのか」

　呆れを浮かべる神楽に、俺はニッといやーな笑顔を見せる。

「Ｐｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインは犯人を逃さない。そう、俺達が罪つみ斬きるからな」

「つみきる？」

　きょとんとした真顔が俺の顔を覗のぞく。

「あ、いや、なんでもない」

「……？」

「とにかく！　俺達Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎが絶対に真実を見つけんだよ！」

「……うむ、心得た」

　ジト目を喰くらいながら終わる昼休み。なんとも乙おつなものだ……お疲れ様的な意味で。

　それにしても、俺のカテイミライが役に立たなかったという事。この事についてしっかりと考えておく必要があるな……。
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　授業終了後、すぐに自転車を走らせ、Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎへと向かう。

　俺は根津刑事の前でやった２回目のカテイミライについて考えた。

　あの時創り出した仮定は【自宅で昼の12時以い降こうのＴＶのニュースを見ていたら】。

　その仮定で、確かに速報で爆破予告犯が捕まったとＴＶ画面に出ていたし、その時、爆弾犯に逃げられたというニュースは出ていなかった。

　となると、カテイミライの弱点を突かれたのかもしれない。

　その事を警けい察さつに説明しないと、根津刑事に大丈夫と言った手前、決まりが悪いからな。

　事務所までの道は５分もかからない。

　制服を春風にたなびかせながら、自転車をこぐ足を更に速めると、事務所まであっという間だった。

　裏口から入るとアオではない人影がある。

「あれ、真ま希きさん来てたの？」

「所長？　どうかしたのですか？」

　机で作業をしている真希さんを発見する。

「いや、昨日の案件が尾を引いてさ」

　不ふ思し議ぎそうに真希さんが小首を傾かしげた。

「案件？　こちらにはなんの連絡も来ていませんが」

「例の警察の依い頼らいだよ。ニュース見てない？　それか根津刑事から連絡とか」

　基本表向きに営業している占いの方の対応などは、全て真希さんが行っている。

　占いと言っても俺がカテイミライで未来を見て、足元に気をつけた方がいいとかを時に噓うそを交ぜて言うだけなのだが、当たる時は驚くほど当たるというのが功こうを奏そうしたのか、コアな客がリピーターとなり、毎週のごとく来る。

　それが俺達の収入源になっているわけだ。

　しかしその対応を全部任まかせているのだから、真希さんには頭が下がる。

　応接間の椅い子すに腰こし掛かけると、真希さんがコーヒーを淹いれながら言う。

「見てもないし、聞いてもないですね。朝からずっとここで事務仕事をしていましたし」

　あー確かに真希さん没ぼつ頭とうすると、周り見えなくなるしなぁ。

　訂てい正せいしよう。更さらに言えば客の対応以外にも真希さんには、高校生では難しいこの事務所の経営管かん理りと会計、財務、事務仕事を全て任せきっている。

　その渋しぶい顔は、淹れたブラックコーヒーを口に含んだせいではないようだ。

　溜たまった仕事量が尋じん常じようではないのだろう。

　そんな真希さんを見ていると、ピーっと機械音が鳴る。

「兄さん！　真希さん！」

「こんにちは、副所長」

　一礼した真希さんは、アオのために新たにコーヒーを注そそぎ始めた。

「おう、遅かったな」

「あぁうん、将来の抱ほう負ふみたいなの、みんな書かされてさ」

　うわぁ、面倒くさ……特進クラスってそんな事しないといけないのかよ。

　そのせいで、蒼春に説明する前に根津刑事を迎むかえる事になりそうだぞ。

「根津刑事はもうすぐ来るって。あと神楽は生徒会だから後から来るってよ」

　アオは慌あわてたように俺に詰め寄る。

「それより兄さん、カテイミライが外はずれたって」

「外れた？」

　真希さんがアオのコーヒーカップを運びながら、確かに眉をひそめた。

「落ち着けって。外れたわけじゃない」

　そう言うとアオもソファに座り、口を開く。

「いや、でも兄さんも大丈夫だって言ってたじゃないか」

「その事は刑事が来た時に話す。ほら、噂うわさをすれば」

　足音が聞こえていたのは間違っていなかったようだ。ピンポーンと事務所の玄げん関かんチャイムがなる。

　真希さんがそちらに向かい、扉とびらを開けると人影が二つ。

　一人は根津刑事、もう一人は体格がかなりいいが、生はえ際ぎわが後退した小太りなおっさんである。初めて見る顔だな。誰だれだ？

　応接間に入ると、おっさんは厳いかつい顔を歪ゆがめた。

「この少年達が？　署の懐ふところ刀がたなと言われる二人か？」

「は、はい！　そうです警けい部ぶ！」

　ヘコヘコと根津刑事がその警部とやらに説明した。警部？　根津刑事の上司か？

　どうにも訝いぶかしむ目を見せるおっさん、もとい警部。

　なんだよガンくれちゃって、そのハゲ頭、息フーフーしてやろうかゴラァ！

　とか思っちゃっていると、おっさんは納得いかなそうに口を開いた。

「この二人が先月の連続殺人事件を解決したというのか？　とても信じられんな。まだ子供じゃないか」

　言われてちょっとカチンとくる。子供では何も出来ないと、面と向かって言われた気がした。

「子供の方が発想力が柔じゆう軟なんっすよ。固定観かん念ねんが大人おとなより凝こり固まってない分ね」

「兄さん！」

　喧けん嘩か腰ごしなのに気付いたのか、アオが俺を諫いさめる。

　すると警部の顔が分かりやすく歪んだ。

「実際信じられないものでな。実のところ、君が未来を見れるというのも私は信じていない」

「け、警部！」

　あたふたと申し訳なさそうに俺達を見たり、警部を見たりする根津刑事。

　まぁ、この展開はしょうがないし、それが普通だろう。

　しかし、俺達を理解出来ない人間が事件を担たん当とうするというのはやりにくい。

　例のカテイミライの弱点の話をするにはどう言ったもんかと悩んでいると、警部は厳おごそかに口を開く。

「それに今回の事も俺が君を信じない理由だ。君は警けい官かん隊たいを配はい備びすれば無事捕まえられると言っていたそうじゃないか。しかし、現に逃げられてしまっている。勿もち論ろん爆弾犯を逃がしたこちらの非ではあるが、君の予知が正確なら逃げられる事まで分かったはずだろう？」

　詰きつ問もんするような口く調ちように返し方も苛いら立だってしまう。

「そうですね。その通りだ。けど、俺の予知能力、カテイミライも万能じゃないんですよ」

　警部は怪け訝げんそうな表情をする。

　俺はソファに沈みながら口を開いた。

「俺のカテイミライには弱点がある。それは、見たい未来を見てしまったら強制終了するという事」

　言うとアオがあぁ……と納得じみた息を吐いた。

　だが分かっていない二人のために説明を続ける。

「俺は昨日カテイミライで【昼の12時以降の爆弾事件のニュースを見ていたら】っていう仮定で未来を見た。そして、ちゃんと爆弾犯が捕まったとニュースで見ました……でもそこで俺の能力は途切れる。つまり、その先に起こる犯人が逃げ出す、っていう未来までは同時に見れなかったんですよ」

　そう、カテイミライは決められた仮定の範はん囲い内ないでしか、未来を見る事が出来ない。

　時間の設定を長くすればそのような事もないのだが、仮定が複雑になり体力を奪われる。

　よってなるべく単純な仮定にしているのだ。

「屁へ理り屈くつにしか聞こえないな。さっきも言ったが、俺は君のその力を信じていない」

　そういう事だよな。そしてそれはつまり……想像通りの事を警部は口にする。

「俺は君が、この事件の首しゆ謀ぼう者しやなんじゃないかとすら思っている」

　って顔だもんな。会った時から俺を見る目が、一般人を見るそれとは違っていた。俺は冷たい目を見つめ返す。

「け、警部！　何を言っているんですか！　ま、まさか、だから急についていくって言いだしたんじゃ」

　突然の発言に、根津刑事がいっそう慌て始めた。

　だが構わず警部は続ける。

「誰かに事件を起こすように仕向けて、それをさも自分が予知したと吹ふい聴ちようする事で警察を信じこませ、何か企たくらんでいるようにしか思えない」

　確かに普通の人間からしたら、そう考えたくもなるだろう。

　超能力なんて、普通の人間は信じない。

　俺は腕を組んで口を開く。

「何か証しよう拠こはあるんですか？　なんてベタな質問をする気はないので、一応警部の考えの穴を補ほ足そくさせていただきます。警部の考えの場合、俺がその逃げた爆弾犯と知り合いって事になりますよね？」

「そうだろうな」

「その場合、わざわざ爆弾犯が不利になるように警察へ未来を教えて、捕まえさせるわけないじゃないですか。捕まったら、俺が指示した事がバレるかもしれないんですから」

　警部はふっとニヒルに笑った。

「だが現に、私達は尋じん問もんする前に逃げられている。君がなんらかの手引きをしたのかもしれない」

「なるほどね。と言っても俺学校にいましたから、手引きもクソもないんですけど。……取とり敢あえずそれは置いといて、質問なんですけど。どうやって爆弾犯は逃げたんですか？」

「捜査に関しては秘ひ匿とく事じ項こうだ」

「それじゃあ俺達が手を貸したかどうかも検証しづらいでしょ。俺が疑われるにふさわしい状況であったなら、抵てい抗こうせずに連行でもなんでもされますって。だからどういう状況で逃げたかだけでも。ね？」

　尋たずねると警部は根津刑事に目を向ける。どうやら説明しろという事らしい。

「えっと、連行する前に犯人がトイレに行きたいと申し出たので、手錠をかけて見張り付きで近くのコンビニのトイレに行かせました。５分ほど経たち、何人かが遅いと思い始めた頃……銃じゆう声せいがして」

「銃声？」

　言葉を詰まらせた刑事に、アオがその先を促うながす。

「見張りの刑事が自身の持っていた銃を犯人に奪われて、撃うたれて殺されたんです。そして犯人にはとんでもない逃げ足で逃げられました。張っていた十人の刑事を振り切ったんです」

　……なんだその化け物。

　手て錠じようをかけられたのに、警官一人殺して逃げ切ったって事か？

　ありえないと思い戦せん慄りつしていると、極きわめて冷静にアオが口を開く。

「それ、人間ですよね？」

「えぇ。私も店の外にいましたが、目を疑いました」

　沈んだ表情でそう言った根津刑事。噓うそではなさそうだ。

　だがそれでは、俺が手引きしたという線は薄くなるはず。

　しかし、根津刑事の説明には続きがあった。

「それで、現場に戻るとトイレには何故かペンチが落ちていたんです。犯人はそれで手錠の鎖くさりを切ったみたいで」

　ペンチ？　トイレに？

「つまりだ。君、もしくは君が手を回した人間が、そのペンチをトイレに置いておいたんじゃないかという事だ。そうすれば予あらかじめ逃げ切る事前ぜん提ていで捕まったと考えられる。リスクが高い事は否いなめないがね」

　警部の説明に俺は考えを巡めぐらす。

　なるほど、それで俺への疑いが濃こくなってるわけか。

　警部を見るアオの目が、どんどん冷えていくのを感じた。まずいな。

　プッツンする５秒前という感じだ。

「取り敢えず、君には事情を話してもらいたい。署に来てくれるか？」

　警部がそう言うと、アオが口を開きかける。

　ピンポーン。

　緊きん迫ぱく感かんを拭ぬぐい去るような音に、皆みなが一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた。

「おや？　開いてるな。すまない。生徒会の仕事で遅れてしまった」

　凄すごいタイミングで入って来たな……アオの怒りを消しとばしてくれたのだから、ナイスタイミングではあるのだが。

「君は？」

　警部に尋ねられた神楽は、その威い圧あつ感かんのある風体に動じる事なくキッパリと言う。

「神楽芽め衣い。Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの新人探偵です。以後よしなに」

　いやよしなにって……だからいつの時代の挨あい拶さつなんだよ。

「新人探偵？」

「昨日入ったばかりの子らしいです」

「ふん。まぁ、いい。とにかくＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの面々、君達は新人だろうが所長だろうが事務員だろうが、一度署に来てもらう」

　警部がそう言うと、神楽の瞳ひとみが怪訝そうに細まる。

「警察署？　私達が？」

　アオがすぐに側に寄り耳打ちする。

　数十秒説明された後、神楽はうーんと逡しゆん巡じゆんしてから口を開いた。

「なるほど。つまり犯人が逃げたのは赤哉くんのせい、更に言えば、爆弾事件の全てが赤哉くん達の仕組んだ事だと？」

「そうだ」

「それはないんじゃないでしょうか？　なぁ？　赤哉くん」

　急にこちらに尋ねてきたので一瞬狼狽うろたえてしまう。まさかこいつ、俺と同じ考えを一瞬で推すい理りしたってのか？　まぁいい。

　俺は刑事達に向けて、自分の考えを話す事にする。

「俺が首謀者なら、俺の情報が爆弾犯から漏れるような事はしません」

　警部は目を丸くし、アオはキョトンとした。

「どういう事かな？」

「もし俺が首謀者なら、犯人は捕まった直後に死ぬよう、爆弾を爆破させちまいますよ」

　警部は眉根を寄せ、ふむと息を漏らす。

「それがうまくいかなかったのかもしれんな」

　何を言っても信じない、がんこなおっさんときたか。

　それまでやり取りを黙だまって見ていたマキさんの方を見ると、コクリと頷いた。

「仕方がない。未来が見れる事を証明しましょう」

　言うと警部は鼻を鳴らした。

「ふん、どんな事をするか知らないが、時間かせぎの間に逃がすつもりはないし、何か道具を使うなら手品だと判断するぞ」

　またもニヒルな顔をする警部に、俺はニコリと笑った。

「大丈夫です。所要時間10秒、必要なものは何もありませんから」

「はぁ？」

　警部が眉をひそめた。俺はふぅっと一つ息を吐いてから口を開く。

「今から警部はなんでもいいので、何か短い言葉を考えてください。いいですか？」

「短い言葉？」

「ええ。どうです？　考えつきました？」

「……あぁ」

　警部が疑ぎ念ねんを持った目でこちらを見るが、気にせず続ける。

「そして絶対にその言葉を今から10秒後に言う。約束出来ますか？」

　俺はここですぐに目を瞑った。

「あぁ、かまわ……」

「お前が犯人だ」

　警部の言葉を遮さえぎるように告つげた。

　辺りを一瞬の静せい寂じやくが包み、警部が目を見開く。

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったようとはまさにこの事だろう。

　俺は薄笑いしながら口を開く。

「って、そう言おうとしたんですよね？　警部」
















　アオは安あん堵どの息を漏らし、根津刑事は目をパチクリさせていた。

　警部は驚きよう愕がくしながら途切れ途切れに言葉を紡つむぐ。

「何故……何故分かった」

「言ったじゃないですか。俺は未来が見えるんですって。警部が10秒後何を言うか、カテイミライで見たんですよ」

「い、今の言葉は俺が選ぶだろう予想の範はん疇ちゆうに入るものだ！」

「じゃあ次は、ちゃんと俺が予想もつかないような言葉をお願いしますよ。はい、どうぞ」

　コーヒーを飲みながらなんでもないように言うと、若干の動どう揺ようを見せていた警部の目にしっかりと焦しよう点てんが合った。

「決めたぞ。言ってみろ」

「ゆっくりと歩けば転ばない。だから今は走らず、ただ止まらず前へ進め……いい言葉ですね」

「何故お前が……あの人の言葉を……まさか……」

　警部は、馬鹿な、と信じられないものを見るような目をしていた。

「種も仕掛けもない、超能力だ。疑う余地はないでしょ？」

　勝ち誇ほこった笑みを浮かべると、警部は平静を取とり繕つくろった。

「超能力は認めよう……だが完全に君への疑いが晴れたわけじゃない。事情聴取は取り消すが、君達Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎには見張りをつけさせてもらおう」

　見張りね……まぁ、それで疑いが晴れるのなら構わない。

「いいですよ。俺もこんな疑いかけられたままじゃ、嫌いやなんでね。この事件には引き続き手を貸します。仲良くやりましょうよ。えっと……警部、お名前は？」

「篠しの田だ大だい五ご郎ろうだ」

　大五郎なんて名前の人、本当にいるんだな……なんてふざけた考えを振り払い、俺は手を伸ばす。

「これからよろしくお願いします、大五郎警部」

　すると嫌そうながら手は握にぎられた。

「……あぁ」

　なんとしても爆弾犯を捕まえてみせる。

　意図的にではないにせよ、俺にここまで疑いをかけさせた奴やつは許さない。

　Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎを貶おとしめた事を、ぜってぇ後こう悔かいさせてやる。
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　篠しの田だ警けい部ぶは既すでに署に戻り、根ね津づ刑事だけがＰｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインの監かん視しのために事務所に残っていた。

「これからどうするの？」

　問うと兄さんがふむと考え込む。尋たずねるだけでなく、僕も考えないとな。

　しかし、コーヒーを応接間に持ってきた真ま希きさんが先に口を開く。

「監視と言っても、薫かおる刑事がこれから出来る範はん囲いでついて回るだけでしょう？　ならば、逆にチャンスじゃないですか」

「へ？　あの？　私ですか？」

　言い諭さとす真希さんに向かい、根津刑事がカップをちょこんと握にぎりしめ、理解に乏とぼしい顔をしている。

「確かに根津刑事がいれば、表立って捜そう査さとか聞き込みが出来るよな」

「捜査なら、篠田警部の方でやりますが」

　根津刑事が言うと、兄さんが肩かたを竦すくめる。

「ごめん、俺あの人信用してない」

　根津刑事が言葉を探すかのようにアワアワしながら、兄さんの顔色を窺うかがう。

「あぁ、そんな心配しなくても別に怒ってるとかじゃないよ。疑いたくなるのも分かるし」

　兄さんは肩を回しながら、なんでもなさそうに言う。

　だが、すぐに真ま面じ目めな顔になった。

「でも、少ない根こん拠きよで決めつけてかかるっていう、俺の嫌きらいな最も思考を鈍にぶらせる行為をしてる。だから信用してないってだけさ。頭は切れる方だと思ってるよ」

　そう告つげるとコーヒーを啜すする。すると神楽かぐら先輩がふふっと微笑ほほえんだ。

「そうだな。決めつけるのは良くないな。推すい理りにおいて、一つの考えに固こ執しつする事だけは避さけなければならない」

「流石さすが、試験で見事引っかかった人間は言う事違うな。説得力がある」

「意地悪だな君は！」

　プンスカ怒る神楽先輩に、さもおかしそうに笑う兄さん。

　……兄さんがこんなふうに笑うなんて、珍めずらしい事もあるものだ。

「ま、なんにせよ俺達も聞き込みぐらいはしたいとこだ」

　意地悪な顔で笑い終わった兄さんは、玄げん関かんを見て呟つぶやく。

　すると根津刑事がコーヒーを置いて、切り替えたように立ち上がる。

「じゃ、行きましょうか」

「いや、いい」

　即そく座ざの否ひ定てい。

　兄さんが一仕事終えたようにふぅと息を漏もらし、ソファに沈み込む。

　なるほど、もうカテイミライを使ったのか。真希さんも事件解決のためなら使う事を止めないしな。

　しかしその否定を、根津刑事と神楽先輩は理解出来なかったようで、首を捻ひねり、全く要よう領りようを得ない顔をしていた。なので口添えする。

「今兄さんは【根津刑事と現場で聞き込みを行ったら】みたいなカテイミライを見たんですよ」

　でしょ？　っと本人に目を向けると、コクリと頷うなずく。

　根津刑事は、なるほどーと声に出しながら感心し、神楽先輩に関しては凄すごい……と驚きを見せていた。

　それを確認してから兄さんは、どんどん話していく。

「取とり敢あえず、見た目は10代後半の男、身長１８０くらい、グレーのパーカーに青のジーパン。だろ？」

　尋ねられた根津刑事はメモ帳を取り出し、大きく頷いた。

　多分そこには、逮たい捕ほした時の犯人の特とく徴ちようが載のっているのだろう。

「そうです！　実は私はあまりよく顔を見てなくて」

　声の調子が下がっていくのは申し訳ないからだろうか？　兄さんが硬かたい顔をして口を開く。

「らしいね。他の刑事も特徴のない顔だったって言ってたし」

　そこまで言って、コーヒーをまた口に含んだ。

　カテイミライで見た事は、当然兄さんにしか分からない。

　故ゆえに誰だれもが静かに続きを待つ。

「爆ばく弾だんはすぐに液体窒ちつ素そで冷れい却きやくされて、爆ばく発はつせずに済んだ。タイプは時限式。あ、爆弾といえば数十分後に根津刑事に連絡が入る。爆弾の解かい析せきで採さい取しゆ出来た指し紋もんは一つ、しかも小さかったらしい。ただ指紋照合出来るレベルでは残ってなかったらしいんだけどな」

　突然の疑ぎ念ねんに思わず口を開いてしまう。

「それって変だよね？」

「あぁ。変だ」

　流石にこれが変なのは根津刑事にも分かったらしく、急いで切り出す。

「爆弾犯は身長１８０センチの男なのに、爆弾に付いてる指紋が小さいって事がですね!?」

　気付いた事が嬉うれしいのか、根津刑事の声は元気だった。

　ここまで素す直なおに喜ぶのを見ると、微笑ましいとか思ってしまった。真希さんが僕の隣に座り込み、冷静に口を開く。

「普通に考えれば、自身に疑いが向かないようにするため、無関係の他人の指紋を使ったというふうに考えられますが」

「それが自然な考えですよね」

　続いて言うと、根津刑事がちょっと困ったように呟いた。

「し、自然な考えなんですかね」

「やはり流石だな。まだまだだ、私は」

　少し神楽先輩が悔くやしがるが、そこは経験の違いだろう。

　しかし、兄さんだけはあまり僕と真希さんの意見に反応を示さず、難しい顔をしていた。

「どうしたの？」

「あ、いや、例のペンチの事を考えてて」

　ペンチ……そうか。

　爆弾犯は、トイレに何な故ぜか置いてあったペンチで手て錠じようを切ったという話だ。

　気付いたのは真希さんも同じようだった。

「共きよう犯はん者しやの存在ですか」

　厳おごそかに呟いた言葉。

　それが兄さんが疑われる事になった、ターニングポイントである。もし共犯者がいるのであれば、その小さな指紋は共犯者のものかもしれないな……。

「根津刑事、ペンチに指紋はあったんですか？　あといつ頃仕掛けられたとか、コンビニの監視カメラとかってどうなってたんですか？」

　僕が根津刑事に尋ねると、一いつ瞬しゆん遅れながらも、は、はい！　と急いでメモをペラペラ捲めくってから答える。

「ペンチの指紋も調べましたが、なかったらしいです。コンビニの店員に話を聞いた限りでは、トイレ掃そう除じをした11時にはペンチはなかったらしいので、誰かが仕掛けたというのは間違いないかと。11時から12時までのカメラの映像に爆弾犯は映ってなかったので、自分で仕掛けたという事はありえませんね」

　逆に言えば、11時から12時までの間にトイレに入った人間が共犯者という事か。

「11時から12時か。昼前の時間帯はそこまで客もいなさそうだが」

　それは神楽先輩の言う通りだろう。監視カメラの映像を見れば、人数的にはだいぶ絞しぼれそうだ。

　そこまで聞いて、真希さんが口を開いた。

「あの、ずっと気になっていたんですが、そもそも爆弾犯は何故自分が捕つかまる事を予想して、ペンチなんて置けたんでしょうか？」

　え？　あ、そういえば昨日きのう真希さんは事務仕事をしてて、僕達にコーヒーを出した後からしか、根津刑事の話を聞いてないのか。

　それが分かったのか、根津刑事が説明する。

「警けい察さつに予告状が届いたんです。だから逃にげる保険のために用意したのかと。捕まれば所持している凶器類は取り上げられるので、ペンチはトイレに用意させたんでしょう」

　一瞬静せい寂じやくが出来たが、兄さんは気を取り直したのか、あ、と思いついたように話し始める。

「そういえば、殺された警けい官かんってどんな人だったんだ？」

「菅かん田だ涼りようという男性のベテラン刑事です。強くて、カッコ良くて憧あこがれでしたし、私を可か愛わいがってくれました」

　表情に陰かげを落とす根津刑事を見るといたたまれない。

　兄さんは少し、感じ入るような表情を見せた後、申し訳なさそうに尋ねる。

「銃じゆうで一発？　争った形けい跡せきは？」

「側頭部を至し近きん距離で一発です。私が見た限りでは、争った形跡はなかったようでしたけど」

　その言葉に兄さんは一瞬眉まゆをひそめた。なんだ？

「ふーん、なるほど」

「側頭部に一発……引っかかるな」

「へぇ、神楽、すぐ気付いたか」

「うむ」

　二人でうんうん言い始めたため、僕は問う。

「どういう事？」

「争った形跡がないのなら、側頭部を撃うたれているのはおかしくないかな？」

　神楽先輩の言葉に霧きりが晴れたような錯さつ覚かくに陥おちいる。……そうか。

「争ったわけじゃないなら撃たれた時、菅田刑事は銃を取られた事に気付かなかったか、銃を取られて逃げたため犯人と距離があった事になる。でもホルダーに装そう着ちやくされている銃を取られて気付かないっていうのは考えにくいし、それなら逃げたっていうのが濃のう厚こう。だとするなら」

　そこまで言うと、兄さんが続きをあっさり話す。

「至近距離で側頭部なんてところは撃たれない」

　そういう事だ。逃げたとするなら、菅田刑事は背を向けたはずだろう。

　だが撃たれたのは後頭部ではなく側頭部。距離も出来ているはずなので、至近距離で撃たれるとは考えにくいはずだ。

「見えてきたな」

　この顔はそれどころか、ほとんど推すい察さつを終えたのだと思う。

「どう見えたっていうのさ？」

　僕が聞くと兄さんは立ち上がって一つ伸びをし、ほっと息を吐くように口を開いた。

「いや、もっと纏まとまってきてから言うよ」

　そこまで言って、あっと何か気付いたようにその顔を根津刑事に向ける。

「そういやぁ、根津刑事。俺達いつまで監視食らうの？　てゆうか神楽も監視対たい象しよう？」

　根津刑事は、あぁと困こん惑わくしてみせる。

「それがなるべく見張らなければならないので、このまま警察署の用意した部屋に寝ね泊とまりしていただきたいんです。部屋の中でまでは見張りませんので。それと神楽さんですが一応Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎ全員という事ですので」

「えー……」

　兄さんが小さく呻うめき、神楽先輩が苦笑する。

「致いたし方ないな」

　しかし兄さんは、何か思い出したような表情を浮かべる。

「駄だ目めだ根津刑事。神楽は普通に帰らしてやってくれ」

「え？　でも」

「ほら。これ」

　そう言って兄さんが床に置いていた鞄かばんから取り出したのは、神楽先輩の雇こ用よう契けい約やく書しよのようだった。なるほどね。

「まだ神楽は正式なＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎのメンバーじゃない。だって雇用契約書を受理してないから。だから神楽は帰してやってくれ。もしこの後何かあった場合は、その時神楽を調べればいい。だろ？」

「そう……ですね」

　実際のところ根津刑事は、僕達が犯人であるとは思っていないはずだ。

　だが神楽先輩は納得できないのか口を挟はさむ。

「私も一緒に……」

「黙だまっとけ。お前の親おや御ごさんも心配しちまうだろ。そうなったらＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎに入るどころの話じゃなくなるぜ」

「…………」

　思うところがあるのか、神楽先輩が黙る。そりゃ親に警察の監視下に入る羽は目めになったなんて言ったら、確実にＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎに入る話はなしになるだろう。

　にしても普通なら家に帰りたいって思うはずなのに、この人は僕達と同じ境きよう遇ぐうにわざわざ身を置こうとしてくれる……凄すごいなぁ。

　感心していると真希さんが、ともすれば見み逃のがしそうなため息を漏らした。

　そしてそのまま立ち上がって、所長室に移動しようとする。

　それを見て根津刑事が動どう揺ようしたように声をあげた。

「え？　蒔まき田たさん。何ど処こに行かれるんですか？」

　尋ねられ、真希さんはあぁ、と気付いたように声を漏らす。

　今の今疑われている話をしたのに、不ふ審しんな行動をするとは余裕というか、マイペースというか。

「すみません。着替えが所長室のタンスにあるんですよ。泊まるのならば取りに行こうかと。見てもらっても構いませんよ？」

　確かに、泊まり込みで仕事をする事もある僕達は、身み支じ度たくに必要なものは一通りここに置いている。

　それがまさかこんな時に役立つとは。

　真希さんの説明に根津刑事はほっと胸むねを撫なで下ろし、柔やわらかい声で紡つむぐ。

「いえ、いいです。すぐ終わるのであれば別に疑わないです」

「既に纏まとめた状態のものがあるので、すぐ戻りますよ」

　そんなのあるんだ……確かに、真希さんは服を一日セットといった感じで纏めて置いてくれていた気がする。

　いつ役立つかも分からない事に全力を傾かたむけるのも、真希さんの極きよく端たんさの為なせる技だよなぁ。

　真希さんは所長室にすっと入り、30秒もしないうちに鞄を持って出てきた。

　本当にあるんだ。

「あ、あと、携けい帯たいを一応没ぼつ収しゆうさせてもらいます。すみません」

「しょうがないですよ。そんなに謝らないでください」

　根津刑事はいつもながら、こちらが気を遣つかうぐらい腰こしが低い。この人は悪くないのに、こちらが申し訳ないぐらいだ。

　僕はポケットから携帯を取り出し、根津刑事に渡す。

　すると神楽先輩も手を挙あげる。

「せめて私も携帯を預けよう。どうぞ」

　神楽先輩は迷いなく携帯を渡した。

　それを見て、兄さんもため息を吐ついてから渋しぶ々しぶ渡す。

　真希さんもつつがなく携帯を根津刑事に渡すと、すぐにコートを羽は織おり、事務所の電気を一つずつ消していく。

　僕達が事務所を出る頃、空は赤と黒の混ざる夜に傾きかけていた。

「ごめんなさい。先輩、今日は送れないみたいですね」

「構わないさ。それよりも大丈夫か？　このままだと捕まってしまうんじゃ」

「大丈夫ですよ。兄さんは知っての通り、普段何も出来ないちゃらんぽらんですけど……」

　ふぁあとあくびを嚙かみしめるその姿を一いち瞥べつしてから、笑顔で答える。

「犯人を追い詰める事に関しては最強ですから」

「……そうだな」

　その安あん堵どの見える呟きに、僕もホッとする。

「それではな。明日のオリエンテーション後、またここで」

「はい。気をつけて帰ってくださいね」

「うむ、また明日。赤あか哉やくん、真希さん、また」

　僕に笑いかけてから、兄さん達に挨あい拶さつして駅の方まで駆かけていく。

　神楽先輩の後ろ姿が小さくなっていくのを見送ると、僕達は素直に根津刑事の運転するパトカーに乗り込んだ。
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　オリエンテーション当日の朝。

　携けい帯たいないのって辛つらいなぁ、とバスに揺ゆられながら思う。

　隣で瀬せ尾おがテンション高く言ってくる。

「俺、ヤゴスパ行くの初めてなんだよ！　マジで楽しみ！」

「それもう６回聞いた」

　話題がないから同じ事を言っているわけではなく、楽しみすぎて、節ふし々ぶしに同じ言葉が出ちゃうらしい。ロープレのＮＰＣかよ。

　今俺達ヤゴガクの新入生一同は、クラスごとにバスに乗ってヤゴトスーパーランドへ向かっている。

　オリエンテーションとうたっているが、どうやら特に行動を制限されているわけではないため、自分の好きな奴やつらと好きな場所で遊んでいいらしい。

　……幼よう稚ち園えんの遠足でも、もっと行動意識持たせるぞ。

「でもさー。この時点で友達いない奴にとっては、これって拷ごう問もんだよなぁ～」

　無む邪じや気きにあっはっはーと笑う瀬尾。

　おい、外部受験組の田た中なかくんの頭が、バスが揺れたわけでもないのにピクッとしたぞ。やめたげてよぉ！

「瀬尾、少しは黙だまれ」

「つーか赤あか哉やっちょはテンション低すぎなんだって！　楽しんでこうぜ！」

　ニンマリと笑った瀬尾は、鼻歌を交まじえながら携帯をいじりだした。

　つくづく鬱うつ陶とうしい奴である。

　昨日、事務所を出た後、俺達はそれぞれ隔かく離りされるようにホテルの一室に閉じ込められた。

　その後は警けい察さつに見張られながら、学校まで送ってもらったのである。

　携帯は没ぼつ収しゆうされたままだが、見張りは今はなくなっている。

　流石さすがに同級生の携帯を使って犯人に連絡を取る可能性は黙もく殺さつされたらしい。

　やったら即そくバレるだろうしな。日本の警察って本当優秀だし。

　事務所のパソコンや俺達の携帯も、今調べられているところなのだろう。

　やましい事もないので了りよう承しようしたが……あ、ネット履り歴れきの中にちょ、ちょっとピンク色のデータがある気がするけど……高校生だから仕方ないって思ってくれるはず！　大丈夫大丈夫！　……だよね？

　そんな不安な気持ちを抑おさえながら数十分揺られ、バスを降りる。

　時間は９時、予定通りの到とう着ちやく。

　他の客や俺達生徒の声、アトラクションから出る電子音でうるさいほどだ。

　空を見ると快晴とは言い難がたいが、雲くも間まに時々陽が射さし込んでくる。

　外で過ごすにはこれぐらいが絶好の天気だ。さっきより気分が晴れてきた。

　バスがどんどん駐車場に停とまり生徒が降りてくるが、あれ？　なんか、バス多くね？

　よく見ると、何な故ぜか緑と青のタイをした生徒達まで降りている……え？

「二、三年生もいんのか？」

　口からポロっと出た疑問に瀬尾が答える。

「はぁ？　昨日きのうホームルームで、松まつ永なが先生言ってたじゃん。教員は現地到着後学校に戻るけど、何かあったら上級生に聞けって。聞いてなかったのか？」

「まぁな」

「何故にドヤ顔……」

　引かれている事を気にせず、ぞろぞろと整列してトゥーンめいたオブジェが並んでいる道を抜ける。

　正門前でクラスごとに並んで待たい機きし、しばらく待っていると全員揃そろったのか、前方にいる教師達の一人が拡声器を使って集合時間や、諸注意などを喚かん起きした。

　そしてよく見知った顔がその教師の横に佇たたずんでおり、言い終えた教師から拡声器を受け取り、大きな声を放つ。

「皆さん、八や事ごと学院大学付ふ属ぞく八事高等学校生としての自覚を持って、今日は精せい一いつ杯ぱい楽しんでください！」

　和なごやかに笑って叫さけんだ、我わが校の生徒会長、神楽かぐら芽め衣いはさっと身を翻ひるがえして自身のクラスメイトのいる場所まで戻っていった。

　かくしてヤゴガク全校生によるオリエンテーションは幕まくを開けた。

　この時、後のちに起こる悪あく夢むに気付く者は誰だれ一人としていなかっただろう。
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　ヤゴトスーパーランド、それは先にも言ったが、休日に学生、家族連れ、カップルなどで賑にぎわう大型のレジャーランドである。

　ヤゴトスーパーランドなのに八事にはないじゃーん。なんて突っ込んではいけない。

　ほら、夢のネズミの国だって東京って名前に付いてるけど、千葉にあるでしょ？　あれと同じだよ。

　それに実際、八事から近く、学校からもうちの事務所からもそう遠くない。

　更さらに言えばうちの事務所の大窓からでも小さく見えるほど、八事からは近い。

　そんなヤゴトスーパーランドであるが、人が多いのは休日の話だ。

　今日は平日。入場者は多くなく、ヤゴガク生だけの貸し切りと言っても過か言ごんではないほど、どのアトラクションにも行列は見受けられない。

「なぁなぁ、赤哉！　どの乗り物から乗る？　あ、観かん覧らん車しやアウローラ乗るか？」

　ついさっきまでクラスごとに並んでいたわけだが、自由行動になった瞬しゆん間かん、生徒みんながワーッとバラバラに散った。

　そのワーッとなった一人の瀬尾が、テンション高くパンフレットを握にぎりしめながら、ペチペチと俺の背中を叩たたく。

「あぁ。やっと出来たのかあれ」

　ヤゴトスーパーランドが出来たのは３カ月ほど前であるが、観覧車のみ、完成を延えん期きしたまま開園した。

　諸事情までは詳くわしく知らないが、どうやら観覧車に追加要素を加えるための延期だったらしい。

　だが、ようやくここ数日の間に完成したのだと、入り口にデカデカと宣せん伝でんが出されていた。

　事務所からずっと工事しているのは見えていたのだが、いつになったら出来るのかとアオと話していたのも記き憶おくに新しい。

　瀬尾が握りしめたパンフを再び開いた。

「えっと、満を持しての登場！　観覧車アウローラ。頂上からの眺ながめはヤゴトスーパーランドの景色が一望出来、各ゴンドラには画家に描えがかれた動物の絵がそれぞれあしらわれております。だってさ！」

　瀬尾が指さす先に大きな観覧車が見えていた。

　アウローラの名が指す通り、極ごく彩さい色しきのゴンドラは、ゆっくりと動いていた。

「よし！　行こうぜぃ！」

　一歩目を踏ふみ出そうとした瀬尾を気にせず、近くのベンチに向かいながら返す。

「嫌いやだよ」

「なんでだよ？」

　本気で言ってんのかよ……。

「何が悲しくて、男二人で観覧車に乗らなきゃいかんのだ。俺はベンチで寝る」

「えーあそぼーぜー赤哉ー」

「そうですよ！　折せつ角かくの遊園地なんですから」

「いーやーだっつってんだろ、ん？」

　今明らかに瀬尾じゃない声がしたぞ。

　振り向くと、眼鏡めがねをかけた女性が立っていた。

　ってなんでこの人が？

「根ね津づけ、いや根津さん？」

　瀬尾の前で刑事と呼ぶと面倒臭くなる事請うけ合いなので、すんでのところで呼び方を変える。

　名を呼ばれた根津刑事は、そのままこちらにツカツカと近づいてきた。

「こんにちは、赤哉さん。あの、続きをしに来ました」

　見張りという言葉を使わなかったのは、瀬尾がいたからだろう。

　俺達が犯人じゃなかった場合に、遺い恨こんを残さぬようにしたいという警察の配はい慮りよってところか。

「了解です。まぁ、俺ここでぼーっとしてるだけですけど」

　ベンチに腰こし掛かけてそう言うと、根津刑事が驚きの表情を浮かべる。

「高校生なら普通遊ぶべきところなんじゃあ？　やっぱり赤哉さんって変」

「いや、変じゃないって。俺の周りが全員変なんだよ」

「それはやっぱり、赤哉さんだけ変って事ですよ」

　眼鏡越しにジト目が飛んでくる。何故睨にらまれないといけないんだ。

　ってそう言えば、さっきから瀬尾が静かだな。根津刑事レベル（けっこう美人）の女を見たら、食いつきそうなものだが。

　瀬尾に視線を向けると、驚きよう愕がくした顔を浮かべている。

「続きをしに来た？　……赤哉と、え？　なんの？　はっ？　もしかして」

　よく分からないが勝手に妄もう想そうしている瀬尾は、とびきりのスマイルを浮かべた。

「どうもー赤哉の友達の瀬尾健けん斗とっていいます。あのー根津さんは赤哉とどういったご関係で？」

　こいつそういやぁ健斗だったね。というどうでもいい所感。

　馴なれ馴なれしく話しかけてくる瀬尾に戸と惑まどいながら、根津刑事は危あやうげに答える。

「こ、こんにちは。えっと私は赤哉さんにいつもお世話になっている根津薫かおるという者です」

「いつもお世話に！」

　瀬尾が目を白黒させた。なんでそんな驚いてんだ。

「お世話、昨日の続き、うんやっぱそういう事だよなーへーそう。赤哉っちょはもう大人おとなの階段をね。へー」

　瀬尾は何度も頷うなずいた後、ニヤニヤしている。

「お前なんか絶対変な事考えてんだろ。ちげーから。この人はバイト先のお得意様だから」

　言葉をかけると瀬尾は一いつ瞬しゆんキョトンとしてから、ふーんと納得していた。

「なんだぁ。つまんねぇの」

「何故俺がお前を楽しませなければならないんだ」

　ちぇーっと子供のような顔を見せられても困る。

　瀬尾が俺につきまとうのは、俺といると面おも白しろい事に遭そう遇ぐうすると思っているから……なんだろうが、別に俺といても面白い事なんてなんもねぇし。

　そもそも面白い事なんてそうそう起きない。期待する方が間違っている。

　ベンチで腿ももに片肘つくと、やけに明るく爽さわやかな声が聞こえてきた。

「あ、兄さーん！」

「アオ？」

　その声にふさわしい爽やかな笑顔を浮かべながら、アオが走り寄ってくる。アオよ、携帯ないのに何故俺の場所が分かったし……。

「あ、蒼あお春はるだ」

「あれ？　瀬尾くん。それに根津……さんまで」

「こんにちは、蒼春さん」

　根津刑事がぺこりと一礼し、アオもそれに応こたえる。そして俺を見て尋たずねる。

「こんなところで三人、何してるの？」

「いや、ちょっと話してただけだけど」

「そうなんだ。今から寝るとこ？」

「あぁ」

「そっか。じゃあ僕もここに座ってるよ」

「おぉ、そうしとけそうしとけ」

　言ってアオは俺の隣に座った。

　さーて寝るか。おやす───

「ちょいちょいちょいちょい！　お前らのその会話おかしいから！　オリエンテーションよ？　レジャーランドよ？　ヤゴトスーパーランドよ？」

　瀬尾が俺達に向かって絶ぜつ叫きようする。

　うるせーな、寝れねーだろーが。

「赤哉さんだけでなく蒼春さんも変だ」

　根津刑事はドン引いていて、それを見た蒼春はキョトンとした顔をしていた。

　多分俺はアオと同じような顔をしてるんだろう。

「うちはこれが普通なの」

　俺が言うと、アオも続く。

「僕の場合は、大体兄さんの行動パターンが読めているので」

「だから普通じゃねぇから！」

　瀬尾の絶叫にあははと笑うアオだが、今回はオリエンテーション。アオが兄に構っているというのは、アオの友達作りに影えい響きようが出てしまいそうで心配だ。

「アオ、特進クラスの友達はいいのかよ？　わざわざ俺が寝るのに付き合う必要はねぇぞ？」

　問うとアオは少々苦い顔をする。

「いや、僕の友達も違うクラスの人に誘われちゃって、連行に近い形で連れてかれた。流石にその輪に入るのは気が引けたからね」

　あー、友達の友達は友達じゃないというやつな。

　ヤゴガクは中高大一いつ貫かん校だ。中学の時点で完成されたグループにお邪じや魔まするのは、アオでも勇気がいるか。

　勝手に推すい察さつしていると、アオが小さく耳打ちする。

「それに距離は置かれてるけど、見張りが付いてるから申し訳なくて」

　……やはりアオにも見張りが付いているのか。

　根津刑事のように誰かが付いているのだろう。

「なぁなぁ！　行こうぜ赤哉！　蒼春も！　折角のヤゴトスーパーランドなんだから、楽しまないと損そんだぜ！」

　瀬尾がもう待ちきれないと地じ団だん駄だを踏んでいる。よほどアトラクションを回りたいらしい。

「お前だけで行きゃいいじゃん」

「そんな寂さびしい事出来っかよ！　馬ば鹿かなの？」

　激しく突っ込まれてしまった。しかし、瀬尾は何か思いついたように手を叩く。

「そっか！　えっと根津さん？　俺と行きません？　赤哉について知ってる事、詳しく教えてくださいよ！　こいつ全く自分の事教えてくれないし！」

「はひ？　わ、私ですか？」

　突然のお願いに根津刑事が驚きの声をあげる。

　だが根津刑事は俺の見張りをやっているわけだから、行けるはずもない。

　……っつーか瀬尾のこの馴れ馴れしさはどっから来てんだ？

「行きましょうよ！　さっきも楽しむべきだーみたいな事、言ってたじゃないですかー」

「え、えーっと、そ、それはあのー」

　アワアワしながら助けを求める視線が飛んでくる。

　いや、そこはなんとかしろよ、現職刑事。

　俺はスルーしたが、アオはそうもいかなかったらしい。

　諭さとすような声こわ音ねで言葉をかけてくる。

「ねぇ、兄さん。一応フリーパス代も払ってるんだから、少しはアトラクション楽しんだら？」

　ふりーぱす？　聞き慣れない言葉に思わず耳を疑う。

「なんの事だよ？」

「春の授業料にフリーパス代も入ってますって、先生言ってたよ？」

「なん、だと？」

　興味ない人にとって、それは無む駄だな費用なのですが……高校生がアトラクション大好きなの前提でそういう事するの、やめてくれよ本当。

「ほら、これ。渡されなかった？」

　アオは右手につけた、紙で出来たチープなブレスレットを見せる。

「あ、もらったわ」

　ポケットをまさぐると、細長い紙が出てくる。

　確かに引っかける穴と糸が付いていて、簡単に取り外はずし出来るブレスレットになる。

　はぁーん、これフリーパスだったのか。

　瀬尾がうるさかったから、バスの中でもらった時の説明、聞き流してたな。

　確かに表には、ヤゴトスーパーランドのロゴが入っている。

　なんにしてもフリーパス代を払ったのに、一つもアトラクションを利用しないなんて事は癪しやくに障さわる気もする。

　俺は、はぁと息を吐いて立ち上がった。

「んじゃ、行くか」

「おぉ！　そうこなくちゃ！」

　瀬尾が嬉うれしそうな声を出した。

　しょうがない……たまには柄がらにもなく絶叫マシンに乗って叫んでみるかな。
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　僕、兄さん、瀬せ尾おくん、根ね津づ刑事というよく分からない四人でどのアトラクションから行くか悩なやみながら、取とり敢あえず絶ぜつ叫きようマシンの集まるゾーンに向かう事にした。

　方々のアトラクションで愉たのしげな叫さけびがこだましている。

　人が少なく、並ぶ必要がほとんどない分、皆みながこぞってアトラクションを楽しんでいるのだろう。

「やっぱりほとんどうちの学校の奴やつらだな」

　瀬尾くんがつまらなそうに呟つぶやく。

「何か駄だ目めなんですか？」

　尋たずねると、そのつまらなそうな顔のまま口を開く。

「だって、他校の生徒とかいれば、新たな出で逢あいが待ってるかもしんねーじゃん。なのにさー」

　不満そうにしている瀬尾くんに、兄さんが呟く。

「チャラいな……」

「えー別にチャラくねぇし。だってうちの高校の奴ら、みんなお堅かたいんだもんなぁー」

　確かにうちの高校は真ま面じ目めな生徒がほとんどだと思う。

　でなければ、好きに遊園地で遊んでいいなんて無む秩ちつ序じよなオリエンテーションは許されないだろう。

　流石さすが八や事ごと学院ブランドといったところか。実績を積つみ上げた有名進学校なだけある。

「んじゃなんでヤゴガク受けてんだ、お前は。チャラい高校受ければよかったろ」

　兄さんが呆あきれながら言うと、瀬尾くんが頰ほおを搔かきながら答えた。

「んーなんか頭悪い高校は嫌いやだったんだよね。治安乱れてそうじゃん？　周りからそんな偏へん見けんとか喰くらうのは嫌だったし、でもヤゴガクがまさか、ここまで真面目ちゃんの集まりだったとはなぁ」

　悔くやむように空を見上げる瀬尾くん。

　よほど今がつまらないのだろうか？　しかし、突然パッと顔を輝かがやかせた。

「でもさー！　赤あか哉やはなんか他の奴と違って面おも白しろい感じすんだよな！　なんでか自分でも分かんねーけど」

　そして兄さんに向かってニッと笑いかける。

　兄さんはやれやれといったふうに肩かたを竦すくめた。

「俺はお前と一緒にいんのヤだけどな」

「ひでーな、赤哉っちょ」

　笑いながら、瀬尾くんが兄さんの肩をポンと叩たたく。

「次俺に触ふれたら殺す」

「殺すの!?」

　瀬尾くんは驚きよう愕がくしているが、あれは兄さんなりの照れ隠かくしだな。瀬尾くんの方を向かずに言ってるし。多分反応に困ってあんな事を言ってるだけだろう。

　黙だまってそのやり取りを見ていた根津刑事が、微び苦く笑しようを浮かべている。

　そういえば聞いた事なかったけど……。

「根津刑事の高校はどんな高校でした？」

　僕が言うと、根津刑事は一いつ瞬しゆん反応が遅れたけれど、すぐに笑顔になる。

「私の高校も真面目な生徒ばかりでしたよ」

「そうなんですか」

　じゃあ根津刑事が真面目なのも納得だ。

　事件の時、尋ねた情報はなるべく細かく、正確に答えてくれるし。

　独りで納得していると、兄さんが足を止めた。

　それに続いて僕達の足も止まる。

「どしたの、兄さん？」

「いや、あれ神楽かぐらじゃねぇか？」

「え？」

　兄さんが目を細めて見た先、ここから50メートルくらいに立っている三人。

　一人はヤゴトスーパーランドのスタッフと思われる。もう一人は小さな子供、そして……あぁ、確かに。

「神楽先輩だね！」

「あー。生徒会長さんじゃん」

　僕の声に瀬尾くんが続く。

　目と目が合った。

　すると神楽先輩はスタッフに何事か告つげて、頭を下げてからこちらに走ってきた。

「やぁ、赤哉くん。蒼あお春はるくん……瀬尾くんだったな」

　こちらに着くなり僕たちの顔の確認をした神楽先輩は、根津刑事の名は呼ばなかった。根津刑事の事を知っていると、瀬尾くんに変に思われるから避さけたのだろう。

「こんにちは神楽先輩」

「神楽、なんでこんなとこに一人でいんだよ」

　挨あい拶さつを交かわすと、兄さんが呆れたように呟いたため、神楽先輩が苦笑気味に話す。

「いや、どのアトラクションから乗るかずっと考えていたら、アトラクションにいたずらをしている子供を見つけてな。従業員に申しん告こくしていたところだ。どうやらあの子供、常じよう習しゆう犯はんらしい。困ったものだよ」

　さらっと告げる神楽先輩に、兄さんが意味不明とばかりに顔を歪ゆがめる。

「フリーパスあんなら、どれから乗っても別にいいだろう。んでなんだその無む駄だな正義感」

「何から始めるかは大事な決断だ。これによって今日の巡めぐり合わせが決まる。それに悪事を見て見ぬフリは嫌なんだよ」

　神楽先輩が胸むねを張ってそう告げる。セリフのせいか、神楽先輩との出会いを思い出して頰が緩ゆるんだ。

　昨日きのうの事があったにもかかわらず、堂々としている。相変わらずおかしな人だ。でも何故か惹ひきつけられる。

「一人ですか？」

「うむ。一緒にいた者には先に遊んでいてもらうように言ったのだが、よく考えれば今私は携けい帯たいがないからな。合流する手段がない。でも君達に逢あえたなら、このまま共に行動するかな。勿もち論ろん皆が良ければの話だが」

　僕らそれぞれの顔を窺うかがう神楽先輩。

「ま、いいんじゃねぇの」

　兄さんが告げると、神楽先輩は表情を優しく緩めた。

「ならば同行させてもらおう」

　根津刑事に向け、神楽先輩は軽く会え釈しやくする。

「あれ？　会長さんは根津さんと面識あるんすか？」

　瀬尾くんが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげたのに対し、兄さんが滔とう々とうと答える。

「俺と蒼春の働いてるバイト先にこいつが面接に来た時、根津さんに会ったんだよ」

　兄さんのフォローで瀬尾くんも納得したように頷うなずく。

「はぁはぁ。そういう事か。って、バイト先まで兄弟一緒なんだな」

「悪いかよ」

「いや、別にぃ」

　シシッと笑った瀬尾くんを微笑ほほえんで流し見ながら、神楽先輩は口を開く。

「それで、君達は次に何ど処こを回るんだ？」

　尋ねられて、瀬尾くんがテンション高く訴える。

「そう、それ！　これで女性が二人に増えた事だし、アウローラ行こうぜアウローラ！　出来たばっかなんだしさ！」

「アウローラ？」

　僕が首を捻ひねると、根津刑事が手帳らしきものを取り出し話し始める。

「大だい観かん覧らん車しやアウローラ、つい最近オープンした観覧車で、知る人ぞ知るブルガリアの画家、ネービスが、犬や猫ねこや猿さるの絵なんかを観覧車の中に描いている……ですね！」

　へぇー、流石根津刑事、僕達の行く遊園地の事まで調べたのだろうか？　にしても作家の名前や観覧車の中に描いてある絵の事まで調べてるなんて、過か剰じような気がするけども。

　ちょっと尊敬と疑ぎ念ねんを交まじえたように首を捻っていると、根津刑事は笑って答える。

「さわり知識をちょっと調べておいただけですよ」

　さわりのレベルを超えてると思うけど……。

　僕とは違ってそんな感想を抱いだいた様子のない神楽先輩は、辺りを見回し口を開く。

「なるほど、観覧車か。確かに今生徒はこのゾーンに集中しているからな。空すいているかもしれない」

　言われてみれば、絶叫マシンの集まるゾーンは入り口のすぐ近くにあるが、観覧車は最さい奥おう部ぶにある。

「じゃあ観覧車から乗りますか？」

「おおー！」

　根津刑事の提案に瀬尾くんが声をあげ、神楽先輩が微笑んだ。

　兄さんを見ると不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じだが、歩き出した僕達についてくる。

　しかし、その時だった。

　一瞬地面が揺ゆれたような錯さつ覚かくに陥おちいった後、金属と金属が凄すごい力で摩ま擦さつし合うような恐おそろしい音、もとい強きよう烈れつな機械音がした。

「な、なんだ？」

「アトラクションが止まっている？」

　瀬尾くんが目を丸くし、神楽先輩が驚きつつ状況を冷静に告げた。

　周りを見渡すと、確かに全部のアトラクションが人を乗せたまま運行を止めてしまっている。

　突然の異い常じよう事じ態たいの中、園内アナウンスが響ひびき渡る。

　その声は変声器越しのような甲かん高だかい声だった。

『ヤァ、ミナサンコンニチハ！　タダイマノ10ジヲモチマシテ、アトラクションニノッテイルカタハ、ワレワレノヒトジチニナッテモライマース！」

　流れたアナウンス。緊きん急きゆう停てい止ししたアトラクション。

　周りにいるヤゴガクの生徒達も、一般の人達も皆がぽかんとしている。

　しかし、また空気をつん裂ざくような音声が辺りに響いた。

『ショクンラヲヒトジチニトッタノハ、ホカデモナイ！　キノウ、オロカナケイサツガ、ワレワレノゲキリンニフレタカラデアル！　ソウ！　コレハ！　セイサイダ！』

　制せい裁さい？　一体なんの？

『オロカナルケイサツハ、キノウ、ワガドウシノヒトリノスウコウナルケイカクヲ、ジャマシタ。シカモソレダケデハナク、ワガドウシヲツカマエヨウトシタ！　コレハユルサレナイコトデアル』

　我われ々われとうたっているから複数人。犯はん罪ざい組そ織しきか、少なくともまともな集団じゃないのは確かだろう。

「完全に逆さか恨うらみじゃねーか。なんなんだこいつ」

「しっ！　兄さん黙って」

『ユエニ、ワタシタチハ、ヘイアンドオリエキデハナク、キボヲタカメ、ヤゴトスーパーランドヲ15ジニバクハスルコトニキメタ！』

　平安通駅爆ばく破は？　これはまさか。

「兄さん、根津さん。これって例の爆ばく弾だん犯はんじゃ」

「しっ、アオ。少し黙れ」

『ダガソレデハアマリニモ、ヒトジチニナッタニンゲンガカワイソウダ、ヨッテ、ショクンラニチャンスヲアタエル』

「チャンス……」

　神楽先輩が重々しく呟く。

『ゲンザイ、ヤゴトスーパーランドノアトラクションニノッテナイニンゲンニ、アルゲームヲ、イクツカヤッテモラウ。ソレヲクリアシタラ、ヒトジチヲカイホウシヨウ！』

　ゲームクリアで人ひと質じち解放だって？　ふざけてるのか？

『タダシ、シッパイスレバ、ゲームニチョウセンシタモノモ、ソノソバノアトラクションノヒトジチモ、イッショニバクハツダ』

　つまり、プレイヤー側にもリスクがある……というところだろうか。
















『ア、ソウソウ、モシコレイジョウヤゴトスーパーランドニヒトガハイッテキタラ、ソノバデゼンアトラクションヲバクハサセルヨ！　デモイマ、アトラクションニノッテナイニンゲンハ、ヤゴトスーパーランドカラデルコトハ、イツデモキョカスルヨ！　シニタクナケレバミンナニゲロー！　ゲームハ30プンゴカラハジメル！　イジョウ！』

　以上。これで……終わり？

「お、おいおい、どうなってんだよ？」

「本気なのか？」

　瀬尾くんと神楽先輩が驚愕する中、兄さんが一度目を閉じ、数秒の後、すぐに口を開いた。

　カテイミライだ。

「根津刑事、この警けい告こくは本物だ。篠しの田だ警けい部ぶに連絡、ヤゴトスーパーランドの完全封ふう鎖さ、爆弾処理班の配はい備びを。それとアオの見張りに付いている刑事に、アナウンス室を誰だれが操そう作さしてるか見てくるように指示をお願いします」

　カテイミライを使ってすぐに状況判断をしたのだろう。

　兄さんの言葉に、惚ほうけていた根津刑事がビクッと反応する。

「は、はい！　えっとちょっと待っててください」

　根津刑事は電話をかけ始め、僕達から少し離れたところへと移動する。

「って刑事？　根津さんが？　どゆ事？」

　瀬尾くんが目をまん丸くして根津刑事を見る。

　確かに全く刑事に見えないからな。その反応はよく分かる。

　だが今はその事よりもだ。

「兄さん、どうする？」

「取り敢えず状況確認からだな」

　首元のタイを緩ゆるめ、兄さんは瀬尾くん達に目を向ける。

「瀬尾、神楽、二人はヤゴトスーパーランドから出ろ」

　はっきりと兄さんがそう言うと、瀬尾くんが問うてくる。

「お前達はどうすんだよ？」

「状況をあらかたチェックしてから出るよ」

　答えると瀬尾くんは眉まゆ根ねを寄せ、更にその首を傾かたむける。

「はぁ？　なんでだよ。一緒に逃にげねぇの？」

「俺達は探たん偵ていなの。んでたまーに根津刑事の捜そう査さの手伝いをしてる。それが俺と蒼春のバイト。ＯＫ？」

「赤哉達が……探偵？」

　驚愕した表情。だがすぐにそれがキラリと、期待を込めた表情へと変わる。

「なんだよそれ、超面白いじゃん！　なぁなぁ、俺にも手伝わせてくれよ！」

「瀬尾!!」

　咆ほう哮こう……と言ってもいいかもしれない。兄さんの声で瀬尾くんの肩が揺れた。その目が捉とらえている、鬼き気き迫せまる表情。

　兄さんは小さく息を吐いてから、ゆっくり話しだす。

「瀬尾は先生達に、俺達はアトラクションに閉じ込められたって言っておいてくれ。これは面白いとかそういうふざけた態度で臨のぞんでいい話じゃない。分かるな？」

　いつもとは違う真面目な顔に、瀬尾くんは気け圧おされたような表情を浮かべた。兄さんの目を見て、納得したように頷く。

「分かった。どうなったか後できっちり教えてもらうからな。絶対だぞ！　あと危ない事すんなよ！」

「はいはい」

　兄さんは少し納得いってなさそうな瀬尾くんの顔から、続けて神楽先輩を見るが、先輩の表情も不平そうである。

「私は残らせてもらおう」

「おい、神楽」

「私はＰｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインの一員となるのだ。君達を手伝うのは当然の事」

「……今なら絶対に助かるのに、中ちゆう途と半はん端ぱに命を賭かけるのは、死にさらされている人質の命を冒ぼう瀆とくする行為だ。その事を分かってるか？」

　怒りを見せるような重い言葉。瀬尾くんの時より濃こい、静かな強い怒り。

　言う前に、何かを思い出しているかのような、そんな一瞬の間があった。

　僕には分かる。……お父さんの事を思い出しているんだろう。

「俺とアオは根津刑事を手伝う。神楽は瀬尾と一緒にここを出ろ」

　怒りを収め、出来るだけ冷静に兄さんは言う。

　だが神楽先輩は頑がんとして怯ひるまない。

「私の命は君のものだ。赤哉くん」

「はぁ？」

　突然の発言に、皆が目をまん丸くした。

「あの入学式の日。私は何も出来ず死ぬはずだった。君や蒼春くんがいなければ」

　心からの言葉というように、彼女の目は兄さんを捉えて離さない。

「助けてもらったこの命。君達のために出来る事があるならしたい。それで死んでも命の冒瀆とはならない。何な故ぜなら、それが本望なのだから」

「……先輩」

　思わず声を漏らしてしまう。

　綺き麗れい事ごと。そう取られてもおかしくないはずの言葉なのに。

　彼女の瞳ひとみの色の濃さが、それは本当なのだと語っている。

　神楽先輩は再び凜りんとした表情で宣せん言げんする。

「それに、人を助けたいという気持ちは本心だ。そこに噓うそ偽いつわりなどない。世の中には無条件で人のために命を懸けられる、馬鹿な人間だっているのさ。君や蒼春くんだってそうだろう？」

　神楽先輩は強い言葉を兄さんに送る。それを受けた兄さんは小さく肩を揺らす。

「駄目だ……駄目なんだ。も、もう俺は誰も……誰も死なせたく……」

「兄さん」

　僕がその肩に手を置いた瞬しゆん間かん、我われに返ったように兄さんが顔を上げる。

「兄さんがいれば、誰も死なないよ。大丈夫。それに、僕がいる。でしょ？」

「蒼……春」

　放心しているような兄さんから、神楽先輩へと視線を向ける。

「約束してください、僕達が本当に危ないと判断したら、絶対に逃げると」

　言われた当人は初めて兄さんの不安を見た事に驚きつつも、僕をしっかりと見み据すえて深く頷く。

「心得た。君達の言う通りにしよう」

　そこまではっきりと聞いた兄さんは安あん堵どに似た息を吐き、精神をなだめるように深く目を閉じた後、瀬尾くんに向かい合う。

「瀬尾、さっき言ったように頼むぜ」

「おうよ。任せろ」

「あと探偵の事とかバラしたあかつきには片方つぶすから」

「片方って何!?　怖こええよ！　……んじゃ行ってくる！　危ない事すんなよ！」

　そう言って、パッと駆かけ出した瀬尾くん。

　丁度ここで根津刑事が電話を切る。

「警けい官かん隊たいが今こちらに向かっています！　それと、既すでに外部から入れないように係員が入り口ゲートだけ閉めています！」

　根津刑事の発言に、兄さんが思考を進めながら口に出していく。

「妥だ当とうな判断だ。取り敢えずビッグフリスビーに向かいながら話を進めるぞ」

　ビッグフリスビー。確か目玉アトラクションの一つだ。

「最初に爆破されるのはビッグフリスビーなんですか？」

　根津刑事が慌あわてて追いかけながら言うと、兄さんは早歩きのスピードを落とさぬまま粛しゆく々しゆくと告げる。

「あと数分後にデモンストレーションとして、今日は運行停てい止しになってて誰も乗ってないカイトフライングってアトラクションが爆破される」

「デモンストレーションで!?」

　根津刑事が仰ぎよう天てんし、時計を確認する。

「危き機き的てき状況にあると、俺達園内にいる人間、当然園外にいる人間にも知らせるためのデモンストレーションだ。３、２、１」

　遠い先の方で爆ばく発はつ音おんがした。

　それはあまりにも突然で、あまりにも一瞬で。

　事態を飲み込もうとする間も、耳にオオォンと唸うなるような響きが駆け巡っている。

　見ると白はく煙えんが舞まっている。兄さんの言った通り、あそこにはカイトフライングというアトラクションがあった。

『モシカシタラ、シンジテナイカナートオモッテ、ムジンノアトラクションヲ、ヒトツバクハサセタヨ！　コレデシンジテクレタカナ？』

「とまぁ、こんな感じでな」

　辺りに響くアナウンス、現実を悟さとって出口に走り出す生徒達の群れ。兄さんが忌いま々いましそうに呟くと、神楽先輩が白煙を見ながら固まっていた。

　当然だ。あんなものを見たら一般人なら腰こしを抜かす。やっぱり先輩も瀬尾くんと一緒に帰した方が良かったんじゃ……。

「せんぱ」

「カイトフライングのみを爆破させた。奴らは一つ一つのアトラクションを個別に破は壊かい出来ると考えた方がいいな」

「へ？」

　先輩はこちらを向いて真剣な顔をしている。

　一瞬気の抜けた僕に代わり、兄さんが感心したような声を出す。

「察しがいいな。多分そうなんだろう。取り敢えず行くぞ。ビッグフリスビーまでは少し距離がある。急がないと、俺達より先にゲームを始めてしまう人間が現れるからな」

　兄さんが走り始めたため、僕達もその後ろに続く。走りながら根津刑事が話しかける。

「それはカテイミライで？」

「あぁ、カテイミライで10時半を見た時、俺達より先にゲームに挑ちよう戦せんしてしまったプレイヤーがいる。逃げられるのに人質を助けようとしたのは立派だが、そいつは失敗してビッグフリスビーに乗ってた人間、更さらにいくつかのアトラクションの人間と共に爆死しちまった。俺はそこまでしか見てない」

「つまり何処でやるのかと、どんなゲームをやるのかを見たって事だね？」

「そういう事だ。今からやるゲームはタロット当てゲーム」

「タロット？」

　神楽先輩が兄さんに視線で疑問を呈ていする。

「アトラクションの側の小屋に、アトラクションを操作するパソコンみたいなのがあんだ。そこにタロットカードが５枚表示されてる。一つ選ぶと裏返され、５枚のタロットカードが高速で移動する。移動を終えた後に、どれが自分の選んだタロットカードだったか当てるんだ」

「つまり動体視力を試ためされるの？」

「そうだ、アオ。でもクリアさせる気がないと思えるほど、カードは高速で動く。ありゃ本当に運ゲーだ。正直並みの動体視力じゃどうにもならん。無理だと分かって、俺はすぐ小屋から離れた」

　その難しそうな顔が全てを物語っている。

　だけど、爆破するところまで見たという事は、ゲーム終了時点までは見ているという事か。

「ゲームでなんのタロットが選ばれたかは分かったんですか？」

　根津刑事が聞くと、兄さんは走りながら告げる。

「爆発の直前、あのふざけた機械音の声で答えがアナウンスされたんだ。右から２番目が愚ぐ者しやのカードでしたーってな」

　愚者はタロットの絵え柄がらの種類の一つである。丁てい寧ねいに右から何番目であるかを教えてくれているならありがたい。

　このゲームはクリアも同然だろう。その事が分かったのか、根津刑事がポンと手を叩たたいてから嬉うれしそうに述のべる。

「つまり、最初に挑戦する人より早く私達の誰かがゲームに挑戦して、愚者を選びつつ、右から２番目のカードを選べばいいんですね？」

「だから走っているのか。流石、赤哉くん。君の状況判断力は感服する」

　兄さんの言葉を神楽先輩が褒ほめる。しかしここで一つまずい事を思い出す。確か兄さんって……。

「そこでなんだが、俺、タロットの絵柄見てもカードの識しき別べつ出来ないんだよな。誰か、どの絵柄が愚者とか分かるか？」

　やっぱり……占い屋の癖くせに兄さんは、タロットカードの絵柄の意味をまともに知らないのだ。まぁ、兄さんの占いって、ただ未来視みてるだけだからなぁ。そういう僕もタロットカードは持っているから分かると思うが、カードにも種類が色々あるから、必ず分かるかは自信がない。根津刑事は渋しぶい顔をしたが、神楽先輩が綺麗に真まっ直すぐ手を挙げる。

「私が分かるから、その点は任まかせろ」

「今初めてお前をＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎに入れて良かったと思ってるぜ」

　神楽先輩は占いやオカルトに詳しいらしく、タロットも全種類分かるのだという。

「着いたな。まだ誰もいねぇ」

　ビッグフリスビーに到着すると、時間は丁度10時半。アナウンスが流れ始める。

『ヨーシソレデハ、ダイイチノゲームヲハジメル。オコナウバショハ、ビッグフリスビーノソウサシツダ！』

　そしてそのままアナウンスは、ゲームのルールを述べ始めた。

　兄さんが先ほど言ったようなルールを聞きながら階段を上り、すぐ目の前のビッグフリスビーの操作室に入る。

　アトラクションの操そう作さ盤ばんらしきものは完全に沈ちん黙もくしていて、繫つながれたコンピューターだけがピコピコと動いている。その前にはどこか不自然な椅い子すが。

　辺りを見回すが、爆弾らしきものは見つからない。

「こうなってたのか。カテイミライ中は操作室から少し離れていたから、ちゃんと見えなかったな」

「ど、どうしましょう？　規き定てい時間いっぱいまで爆弾を探してみますか？」

　根津刑事の問いに、兄さんはかぶりを振ってから答える。

「カテイミライで見たけど、操作室とアトラクションに仕掛けられた爆弾は別の物だ。こっちだけ解かい除じよしてもアトラクションが爆発しちまうんだったら、ここも巻まき添ぞえを食って意味がない。ならゲームをクリアして両方解除しよう」

「な、なるほど」

「取り敢えず、ゲームに挑いどまねばな」

　神楽先輩が深しん刻こくそうに呟く。目の前のコンピューターの画面は光り、文面が表示されている。

「椅子に座ったらゲーム開始だって」

　皆に視線を向けつつ呟くと、兄さんが珍めずらしく真に迫った真ま面じ目めな声を出す。

「俺のカテイミライは絶対だけど、念のため操作室から離れててくれ。失敗はしないつもりだが、万が一がある」

「Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎは一いち蓮れん托たく生しようでしょ？」

「アオ……」

　その言葉に対して間かん髪はつを容いれず返してしまった。すると感動したような目が向けられたため、ニッコリと笑って付け足した。

「それに兄さんなら、うっかりミスもありえるし」

「アオ……」

　同じ言葉なのに、今度は目の色がどよーんと澱よどんでいた。仕方ないね。

　そして大きなため息の後、すぐに話し始める。

「根津刑事だけでも離れて」

「駄目です！　私も残ります！　民間人を残して警けい察さつの私が逃げるなんて許されません！」

　根津刑事の言葉には熱があった。刑事の意地というやつなのだろうか。

　意を決したように兄さんが椅子に座ると、拘こう束そく具ぐのような鉄の枷かせが手と足に装そう着ちやくされる。どうやら椅子に仕掛けが施ほどこされているようだ。

「なるほど。ゲームに挑む人間だけは逃げられないってわけね」

　兄さんが自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みをこぼすと、ゲームが始まった。

　タロットカードがパラパラと５枚落ちてきて、どれかクリックしろとお達しが出る。

「神楽」

　呼ばれた神楽先輩が全部の絵柄を丁寧に見て、男と犬が描かれている絵柄を目に捉えた。

「ウェイト版のカードか。これが愚者だ」

　やはり僕の知らない種類のタロットだった。先輩は迷わず一枚のカードを指さす。

「これか。よし」

　兄さんはその単語を気にせず、そのまま愚者のカードをクリックする。

　すると、５枚のカードが裏返り、目にも留まらぬスピードでシャッフルされる。

「なんだ……こんなの当てるのは不可能だろう」

「爆弾犯からの嫌いやがらせとしか思えませんね」

　神楽先輩と根津刑事の呟きはもっともだ。すると一瞬兄さんがピクッと反応した。

「兄さん？」

「いや、なんでもねぇ」

　なんだったんだろう……いや、それよりもだ。さっき兄さんは右から２番目って言ってたよな……。

　シャッフルが止まり、それぞれのカードが裏のままで表示される。

「これの右から２番目が愚者だ」

　一つ息を吞み、カードをクリックしようとする兄さん。しかし、どうにも引っかかる事がある。

「待って兄さん！　本当に右から２番目かな？」

「……どういう事だ？　もしかして今のカードの動きが見えたとでも？」

「うん……、僕の目が間違ってなかったら、一番左だと思う」

「なるほどな」

　思うところがあるような顔を見せているあたり、兄さんも疑っていたのかもしれない。

「でもカテイミライを使った……間違いはないと思うが……なんだ、この違い和わ感かんは」

　違和感？

　何か怪あやしむべきところがあるのか……。

　分からないでいると、神楽先輩が見み逃のがしそうな吐と息いきを漏もらす。

「先輩？」

「いや、命のやり取り……正答率20％でしか生き残れないゲームだというのに、あっさりしすぎているなぁと。携帯のゲームの方が遙はるかに艱かん難なんだ」

　こんな時に苦笑いする神楽先輩、余裕だなぁ。意外に先輩も携帯ゲームとかするんだな。

「携帯ゲーム？」

　兄さんが強い反応を示し、みんなが首を捻った。

「どうしたの？」

「ソーシャルゲーム……運ゲー……そうか、この違和感はそういう。神楽でかした」

「はぁ？」

　神楽先輩を差し置いて、一人悟ったような声を出している兄さん。そのスッキリした表情から察するに、どうやら懸け念ねんは綺き麗れいに消えたらしい。

「アオ、一番左だったな？」

「うん」

「よし」

　兄さんはゆっくりと目を閉じ、そしてニヤッと笑った。これはカテイミライを使ったか。

　兄さんは一番左のカードをクリックしようとする。

「だ、大丈夫なんですか赤哉さん!?」

　根津刑事の頓とん狂きような声と対照的に、かなり冷静な声で兄さんが返す。

「あぁ、問題ない。これでゲームクリアだ」

　カチッという音。そしてほぼ同時に音楽が流れた。

『オメデトー！　ゲームクリア！　メガイインダネー』

　ファンファーレと共に、そんな声がパソコンから聞こえる。

　続いて兄さんの手て枷かせと足枷が解除され、僕はふうっと息を吐く。

「それで、どういう事？　兄さん。どうしてカードは一番左になってて、カテイミライで見た結果と違ってるのさ？」

「悪い。神楽の言葉がなかったら危なかったかもな」

「命を賭かけたゲームがあっさりしすぎてるって話？」

「いや、そっちじゃなくて携帯ゲームの話」

　携帯ゲーム？

「すまないが、分かるように説明してもらえないだろうか？」

　先輩に問われて兄さんは、画面をペチペチ叩きながら説明し始める。

「勝手に錯覚してたんだ。今やったゲームと、カテイミライで見た挑戦者がやったゲームは全く同じだと。でも違った。前の挑戦者と俺のやったゲームでは、ゲームの方法は同じなんだけど、出されたカードの出方は違ったんだよ」

　兄さんの説明をかいつまんで話すとこうだ。まず最初、カテイミライで愚者のカードを選んだ場合、右から２番目を選べば助かる事を知った。

　だがそれは、カテイミライで死んだ挑戦者がゲームをやった場合だ。僕達がやった場合は変わってきてしまう。

　どういう事かというと、このタロットゲーム、もし複数回挑戦出来るとしたら、椅子に座るタイミングや、カードをクリックするタイミングによって多分毎回、カードの出方、シャッフル方法が変わっている。

　だが兄さんはカテイミライで爆破のシーンを見た瞬間、ゲーム自体が一度きりのチャンスだと知り、勝手にこのゲームはどの場合でも選んだ選せん択たく肢しが同じなら、同じ答えが出る問題だと思い込んでしまった。

　まるで兄さんのカテイミライの過か信しんという弱点を突かれたゲームだ。

　けれども……。

「それで、なんで携帯ゲームがヒントになるのさ」

「ほら、ソーシャルゲームってよ。ガチャあるやつが多いじゃん。アレ、引く時間が違えば出てくるやつも、その時間時間によって違うんだよ」

「なるほど、つまりカテイミライを使ってガチャの引き方を色々試ためしてたから、このゲームの違和感に気付けたってわけ？」

「そうそう」

「つまり、そんな無駄な事にカテイミライを使った事があるってわけ？」

「そうそ……いや、ちょっと待てアオ！　顔が怖い！　ほら！　課金しないための俺の最善の策をだな！」

「後で真希さんに報告ね」

「なん……だと……」

　爆発の時より驚いた兄さんの顔を睨にらんであげると、僕達を見て神楽先輩がやれやれと肩を竦めている。

　そんな緊張感のないやり取りの最中、急に肩をトントン叩かれる。

「蒼春さん」

　慌てている根津刑事が指さすのは、コンピューターの画面。

　そこに映っていたテキスト表示に拳こぶしを握にぎりしめる。

『次は11時半から、始まるよ。ゲームクリアのご褒ほう美びとして、何処のアトラクションか教えてあげるね。次は、ブラックサイクロンだよ』

　人の命をなんだと思っているんだ。絶対に許さない。

　それは兄さんも同じなのか、同じく拳を握りしめているのが分かってしまった。
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　タロットのゲーム終了後、ビッグフリスビーは正常に動き出し、駆けつけて来たパークスタッフにより、無事コントロールを取り戻す。

　コントロールを得たのはビッグフリスビーだけではなく、全体の約４分の１ほどのアトラクションも同様だった。

　同じペースで解除されるなら、全体でのゲームは４つ。１つクリアしたから、残り３つと考えるのが妥当だろう。

「助かりました。ありがとうございます」

　スタッフが操作室から出た僕達に礼をする。

「いいえ、大丈夫ですよ。それより、聞きたい事があります」

　スタッフの前に出た兄さんが、確かめるように問う。

「今回の事件を起こしてる奴らは、アトラクションの操作室にいないのにアトラクションをコントロールしているようですが、そんな事が可能なんですか？」

　聞いてはいるものの、兄さんはその方法があると確信しているように見える。大体一つ一つのアトラクションに操作室があるのに、ビッグフリスビーのゲームをクリアしたら他のアトラクションの解除まで可能なのは妙だ。

　つまり、全てのアトラクションのコントロールを集中して管理できないと成り立たない。

　スタッフは少し考え込んでから、あっ、と声を漏らす。

「確かに、全てのアトラクションの管かん理り権限を持つスーパーコンピューターがあります」

「それだ！　それが奴らにハッキングされてるんだ。そのスーパーコンピューターは何処にあるんすか？」

「え？　た、確かメインスタッフルームの近くの機械室に」

　兄さんは次の思考を始めているようだった。

「根津刑事、アナウンス室に向かった刑事はどうなってますか？」

「は、はい！　電話してみます」

　兄さんの問いに、急いで携帯を取り出す根津刑事。

　もしメインスタッフルームに今回の犯人がいるとしたら、捕つかまえてハッキングを終了させられる可能性もある。

　考えていると、神楽先輩が兄さんを見て何か聞きたそうにしている。

「ブラックサイクロンでやるゲームも超能力……カテイミライで見ておくのか？」

「あぁ。ぶっつけ本番で死ぬわけにもいかんだろ」

　神楽先輩の問いに兄さんが答える。そしてまたカテイミライを使うために深く目を瞑つぶる。しかし、次の瞬間だった。

「あぐああああああああああ！」

「兄さん!?」

「赤哉くん!?」

　突然兄さんは膝ひざから崩くずれ落ち、頭を抱かかえて悲痛な叫び声をあげた。
















　根津刑事も思わず目を丸くし、兄さんに駆け寄る。そんな、まさか……。

「だ、大丈夫ですか？　赤哉さん」

　根津刑事に尋ねられても、兄さんは震ふるえて動かない。間違いないな、これは。

「これは兄さんが、未来の中で死んでしまったんだと思います」

「未来の中で死ぬ？」

　神楽先輩が僕に視線を向ける。

「未来死と僕達は呼んでますが、未来の中で兄さん自身が死んでしまった場合は、こんなふうに発はつ狂きようしたようになって気絶してしまうんです」

　僕は兄さんの背中を優しくさする。なんの意味もない行為と分かっていても、やらずにはいられなかった。

「あぐ、うあ」

　だが少しずつ、兄さんの震えが治っていく。僕のわずかに安堵した顔を見て、神楽先輩が心配し、声をかけてくれる。

「赤哉くんは大丈夫なのか？」

「30分ほど休めば、なんとか動けるようになると思います。こうなるのは、初めてじゃないので……」

　時計を見ると、次のゲーム開始まで50分ほどある。

　兄さんが回復しても、どんなゲームであるか未来を見た保ほ証しようはないが、差し引き20分の間に問題を先に知る事が出来るチャンスはある。

　自分でも分かるほど苦々しく嘆たん息そくすると、周りも重い表情になっていた。

　僕は兄さんを背負い、立ち上がる。

「取り敢えずこのまま、ブラックサイクロンに行きましょう。先に行っておかないと、もしかしたらたまたま近くにいる人が、僕達より早く挑戦してしまうかもしれない」

「そうですね」

　根津刑事が頷いたのを見て、僕は歩き出す。

　兄さんがこうなるのは初めてじゃない。

　でもいつも、細心の注意を払っているはず。

　なのに、未来で死ぬような事になったという事は……。

　考えられるのは、ゲームに失敗したから死んだ。

　しかし、どうしてさっきのタロットゲームのように、死の直前でカテイミライは終わらなかったのか……。

　……まさか。

「もしかして次のゲームは、答えが爆発直前に教えてもらえないのかもしれない」

　ひとりでに呟くと、神楽先輩がその意味を悟る。

「先ほどは失敗して爆発する直前に答えを告げられたが、今回のゲームは教えてもらえず、それでも赤哉くんは答えを教えてもらえると思って、死ぬまで未来を見ていたという事か？」

　僕が頷くと、先輩は納得めいた息を漏らす。

「正確に言えば、仮定の一つに【答えを聞くまで】って入れたんだと思います」

「つまり、今回のゲームはあまりカテイミライを使う事に意味がないという事だな」

　神楽先輩が逡しゆん巡じゆんしつつ、自分の考えを示す。

「そうですね。どんなゲームであるか、という事しか分からない。兄さんが死んでいる未来という事は、一緒にいる僕達も死んでます」

　そこまで告げると二人が息を吞のんだ。つまり、今回のゲームは先ほどのゲームより死ぬ可能性が高い……一体どんなゲームなんだろう。

　薄い刃物で背をなぞられるような恐きよう怖ふ感かんで、全身が戦慄おののいていた。
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　ドクン……ドクン……。

　自分の心しん臓ぞうが動いている事を再確認する。

　再確認してるという事は、脳のうは正常に機能してくれている。

　指先まで血が通っていくのを感じる。

　頭にも足にも血が巡めぐっていく。

　そして最後に目が熱くなるのを感じて、俺は目を覚ました。

「っは！」

　目を覚ますと、寝ていた場所はブラックサイクロンの前のベンチ。

　心配そうに覗のぞき込む蒼あお春はると神楽かぐら。

「あ、兄さん！　大丈夫？」

「無事か？　赤あか哉やくん」

「あぁ、大丈夫だ」

　クッソ、未来死しちまうとは注意力不足だったか。若じやつ干かんまだ手が震ふるえてやがる。慣れねぇなぁ、この感覚は。

「アナウンス室の方はどうなった？」

　根ね津づ刑事の姿を探すと電話をかけながら、数歩離れたところでこちらをチラチラと気にしていた。アオに尋ねると、少し力のない笑顔を浮かべながら答える。

「僕の見張りだった刑事、電話に出ないみたい」

「普通に考えたら、そこにいる奴やつらに殺されたか、捕つかまったかだよな……」

　普通に考えれば……ではあるが。

　今のうちに多少聞いておくべきか。

「アオ、見張ってたのはどんな刑事だった？」

「え？　いや、話してはないけど、ずっと視線を感じていたから、それがその刑事だったと思う」

　アオは思い付いたように口を開く。

「そういえば、兄さん達に会ってちょっとしてから、その視線なくなったかも」

「そうか」

　読めてきた……思考の積つみ上げまであと三手ってとこか。

　だがそうなるとこの状況、そして犯人の動き方は相当厄やつ介かいだ。

　根津刑事が電話を終えたようで携けい帯たいをしまう。

「駄だ目めです、繫つながらない。警部とは連絡が取れて、園を包囲し突入の機会を窺うかがっているそうです」

「分かりました。取とり敢あえず今は、ゲームに全力を尽つくそう」

「兄さん、ゲームはこのままだと失敗するんだね？」

　単刀直入に聞いてくるアオ。俺は渋しぶ々しぶ頷いた。

「あぁ。俺達はあるクイズを５分以内にクリアしろって言われる。間違った後も答えは明かされない」

　アオと神楽が顔を見合わせて頷うなずき合う。二人はどうやらそこまで予見出来ていたようだ。神楽が小首を傾かしげてみせた。

「それで、クイズとは？」

「口で言っても分かりにくいな。誰か紙とペン持ってないか？　カテイミライで見た問題書くから」

　顔を見合わせるアオも神楽も持っていない。まぁ、俺達オリエンテーションで来てるしな。持ってる方がおかしい。

「あ、私持ってますよ！」

　強い頷きを見せる根津刑事は慌あわて気味にバッグを漁あさってメモ帳を一枚ちぎり、ボールペンを引っ張り出した。

「これでいいですか？」

　俺は自分が見た問題を思い出しながら書いていく。

【これはあるものを全て足して答えを変へん換かんした式である。Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝ＷＷＷ　そしてＡ>Ｂ>Ｃ>Ｘ>Ｙ>Ｚ、この時Ｂ─◯を答えよ】

　帰ってきた反応は全員が首を捻ひねる有あり様さまだった。

「なんだこの問題は」

「答えがＷＷＷなのにＢを答えろって」

「違いますよ。Ｂマイナスまるを答えるんです」

　神楽に続いて問題の意味不明さに、特進クラス１位のアオも、根津刑事も焦しよう燥そうを感じている。

　俺は鉛なまりのように重くなった口を開く。

「この問題、結局四人がかりで５分考えてもアウトだった。だから」

　時計を見ると既すでに11時を回っている。

「あと30分で答えを見つけないとゲームオーバーってわけだ」

　ふっと漏もれた息。だがまだ終わったわけじゃない。

「とにかく、根津刑事の携帯でこの問題について調べて欲しいんですけど。俺達全員、携帯ないんで」

「あ、そうでしたね！」

　俺達は問題に関係ありそうな、ＷＷＷという文字列の意味を調べる。

　だがどうにも関係なさそうな事しか出てこない。

「意味や由来を調べても全く引っかかるものがない。ワールドワイドウェブ。笑い……。これに変換しろという事なのか？」

　神楽が悩むが、それは考えにくい。

「どちらにせよ、それだとＡとかＢがなんなのか分からない」

「そうなんですよね……Ｂマイナスまる……まる」

　根津刑事がそこまで小さく唸うなってから、はぁとため息をついた。

　調べる手は止めていないが、刻こく々こくと時間は迫せまってくる。まずいな。

「みんな、今回は俺だけに任まかせて逃にげろ」

「何言ってるんですか!?　その時は赤哉さんも一緒に逃げるんですよ！」

　根津刑事が俺の肩かたを摑つかんで強く訴うつたえる。だが、それを払って説得する。

「駄目だ。俺が倒れたせいで考える時間が少なくなったってのもあるし、さっきと違って最後の最後で解とけるかもしれない。その可能性があるのに、たくさんの命を見捨てて逃げるなんて俺はしない」

「で、でも」

　根津刑事が肩を落とす。

　俺だってこんなところで死ぬのはごめんだ。でも、何も出来ずに目の前で人が死んでいくのを見るのはもっと嫌いやだ。

　また父さんの時のように……何も出来ずにいるのは……。

　俺が悔くやむように唇くちびるを嚙かむ姿を見てか、アオが呟つぶやく。

「これがただの計算式なら、僕がすぐに解いてみせるのに」

　計算式。

　文字列しかない問題だから、数学的な意味での数字の事を一切省はぶいて考えてしまっていたが、もしかして……。

「Ｗに数字の意味があれば……あるいは……」

　そこまで言うと、根津刑事の携帯を持っていた神楽がすぐさま入力を始める。

「赤哉くん、Ｗはヘブライ語で６の意味を持つぞ！」

　神楽が携帯を凝ぎよう視ししながら叫んだ。

　６、つまりこのＷＷＷは６６６って事か？　６６６。

「足して６６６になる、いや、Ｗだけ変換して、他のアルファベットや○だけ変換しないなんておかしいな、まる……いや、もしかしてこの場合、円とかサークル……」

　俺がボソボソと考えを述べている最中に、突然アオが閃ひらめいたような顔をした。

「円……そうか！　あるものを全て足し合わせた。という事は多分、ただ数字を当てはめるんじゃなく、一定の規き則そくのもとに並んだ数字、という事だったんだ。６６６……間違いない！　解わかった！」

　アオが珍めずらしく声を大きくあげた。

「兄さん！　答えは──」

　その先の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、先ほどまでの焦燥が噓うそのように消え失うせていた。
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「赤哉さん。カテイミライは見ました？」

「あぁ。ばっちりだったよ」

　根津刑事の念押しに余裕を持って答え、画面を注視する。結果は見えている。

　ゲームは開始されているが既に問題を解き終えているため、座ったアオが早々に答えを入力する。

『セイカイセイカーイヨクデキマシター！』

　先ほどと同じファンファーレが鳴った。

　皆みながめいめいにホッと息をつく。

　流石さすがアオだ。俺は正直全然分からなかった。

　先ほどの俺と同じく、椅子による拘こう束そくを解かれた蒼春が微び笑しようする。

「買い物とかよくするから、予備知識として持っていたのが幸さいわいしました」

「私も買い物はするが、全く気にした事はなかったぞ」

　神楽が驚くが無理もない。

　考えたら分かるが、考えた事のないものなんて世の中には腐くさるほどあるからな。

　今回の問題Ａ～Ｚとは、日本の硬貨の事だったのだ。Ａは１円、Ｂは５円、Ｃは10円、Ｄは50円と考えて、全て足すと６６６円となる。

　つまり◯はまるではなく、円と変換して読むのが正しかったわけだ。

　Ｂ＝５円、これから円を引くと５、それが正解だった。

「ナイス、助かったぜアオ」

「これに懲こりたら買い物手伝ってね？」

　朗ほがらかにニコーッと笑ったアオ。おかしいですね。褒ほめたはずなのに皮肉られてますね。泣きたい。

「それより、もう次のゲームの予告だよ」

　アオがわずかに見せる怒りの瞳ひとみは、コンピューターの画面へと向く。

　そこにはこう書かれていた。

『次のゲームは12時半からだ。場所はハイパーツイスター』

「行くか、ハイパーツイスター。取り敢えずここはもうパークスタッフに任せよう」

　アオの硬かたくなった肩かたをポンと一つ叩いて操そう作さ室しつを出る。

　邪じや悪あくという言葉。

　悪意……というのは自身が抱いだいた場合、自覚できる。

　そしてそれが認識出来ているのなら、自身をたしなめる感情を少なからず抱いているはずだ。

　だが邪悪は違う。

　自身が邪悪である認識を持つ者などそういない。

　何な故ぜなら既に邪悪である者はその自身の持つ邪悪たる行為、感情こそを是ぜと認識しているからだ。

　つまり邪悪という言葉が頭からかすみ消えた時、人は真の邪悪足りえるのだろう。

　そしてそいつが真の邪悪である事を最初に悟さとるのは、邪悪に虐しいたげられてしまうそいつ以外の存在によってだ。

　今回も理り不ふ尽じんにさらされ恐怖に怯おびえる人質たちを見て、そいつは己おのれの邪悪にほくそえんでいるのだろう。

　あのいつも温おん厚こうなアオが熱くなっちまってるのは、良くない兆ちよう候こうだ。

　そろそろこっちから仕掛けていくべきだな。

　考えを巡らせながら、根津刑事から借りたボールペンを握にぎりしめた。
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　ハイパーツイスターに皆みなで向かいながら考えていた。

　ヤゴトスーパーランドのアトラクションは、半分がコントロールを取り戻している。

　という事は、あと２回のゲームで全アトラクションを取り戻せると考えていいのだろうか？

　兄さんがカテイミライを終えて次のゲームを導みちびき出す。僕の見ているだけでも既すでに６回目。かなりしんどいはず……心配だ。

「悪いけど、今回も答えは見てない」

　申し訳なさそうに言うが、先ほどの兄さんを見て、それを責めるような人間はいないだろう。

　兄さんのカテイミライで【爆ばく破はするまで】と仮定したとなると、未来死でまた倒れてしまうおそれがある。

「それで、次のゲームは？」

　神楽かぐら先輩が恐おそれ半分、興きよう味み半分といった様子で兄さんに尋たずねる。

「それがクイズっていうか……この場合、なぞなぞっつーのが正しいのかな？」

　なぞなぞ？　兄さんが先ほどのメモの余白に書きながら続ける。

「雪山が10万より高くて、月が１より低いもの（０より高い）は何か？　ただし答えのアルファベット２文字は１文字目を小文字、２文字目を大文字にして答える事とする。制限時間は１分」

　どうやら問題は終わったらしい。

　それぞれに力の抜けたような顔を合わせた後、多分全員が思っているであろう質問をぶつける。

「それだけ？」

「それだけだ」

「また無茶な問題を」

　神楽先輩が重いため息を漏もらす。

　雪山が10万より上で、月が１以下のもの？　こんな問題、聞いた事ないぞ。

　しかもアルファベット２文字という、よく分からない制限付きで……。

「雪山10万で調べても、ネットでは出ないですね」

　根ね津づ刑事が携けい帯たいを見ながら呟つぶやくと、兄さんがその携帯を覗のぞき込む。

「本当に出てない……」

　小さく呟いた兄さんの声は、根津刑事や神楽先輩には聞こえなかったらしい。神楽先輩が口を開く。

「ネットで調べたらすぐに分かる問題を出しはしないだろうな」

「ま、そうだな。実際は見事に一人しか携帯持ってないわけだが」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った兄さんに先輩が頷うなずく。

「月が１以下のものを調べても出ないし、雪山と合わせて検けん索さくしても出ないです」

　根津刑事が弱々しい声で告つげると、兄さんはもう一度携帯を覗き込んでから、ふーむと腕うでを組んだ。

「月と雪山を比くらべるって、なんかこの二つに対照的なもんあるか？」

「なんらかの物質の含がん有ゆう量りようとかだろうか？」

　顎あごをさすった神楽先輩。だがそれは違うのではないだろうか。

「その場合だと雪山を限定すると思います。一いち概がいに雪山と言っても、地質は場所によって違うはずですから」

「逆に言えば、どの雪山でも同じくあるものを比べてるという事か」

「なるほど。ありえるね」

　兄さんの言う事を正しいとして、問題の整理をしよう。

　アルファベット２文字の１文字目を小文字、２文字目を大文字にしろ。つまり、実際はそのような表記をしないと考えるのが妥当である。

　尚なお且かつどの雪山でも存在し、かつ膨ぼう大だいな量であるもの。

　逆に月にはほとんど存在しないもの。……すぐには思いつかないな。

「難しいな、ただ制限時間がさっきより短くなったって事は限定的な答えになってて、解ときやすくなってるからかな」

　僕の思考を話すと、根津刑事が言う。

「問題を読むと意味不明ですけど、論ろん理り的てきに考えるとそう難しい問題ではないのかもしれませんね、つまり単純に雪山が凄すごく高いものを考えればいい……とか？」

　そう。雪山が高いもの。皆がうーんと頭を悩ませる。

　１分ほど考えてから、一人が口を開いた。

「積せき雪せつ量りようとか？」

「神楽、Ｐｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインクビにしようか」

「前言撤てつ回かいだ！」

　先輩、なんていい顔で……は、はは。でもその冗じよう談だんのおかげで、こんな状況でも力は抜けたかも。

　月に雪は存在しないからなぁ……存在しない？

　月には存在しないもの。

　いや、月には存在せずとも、月が存在する事を示すもの。

　とすると、もしかしてこのアルファベットは？　……そういう事か。

「兄さん。答えが分かった」

　一いつ斉せいに視線が集まる。だが兄さんだけはニッと笑った。

「流石さすがアオ。んで答えは？」

「ルクス、照度だよ」

　淡たん々たんと答えると、神楽先輩が訝いぶかしむように眉まゆ根ねを寄せる。

「照度？　明るさ？」

「そうです。知られてない事が多いけど、雪山って太陽光より、照度が高いんです。厳げん密みつに言えば、太陽光を持った雪山が正しいですけどね」

　僕の言葉に、兄さんが付け加える。

「雪山は、真夏の海かい岸がんと変わんねーぐらい日焼けするんだよな。エベレストの登山家とか皆真っ黒だし」

「言われてみればそうかもです」

　根津刑事が頷く。

　気付けばもう既に、ハイパーツイスターの前まで来ていた。

「そして月が放つ光は太陽に照らされて出来うるもの、実際はかなり小さく、１ルクスしかないんです」

　どうやら間違いなさそうだ。言っていて確信を持つと、先輩がこちらに顔を向ける。

「ルクスはアルファベットで表すと、エルエックスでｌｘルクスか」

「そうです。ただ今回の場合だと、Ｘを大文字にしないといけませんけど」

　これにも何か意味がありそうだ。

　考えていると兄さんが疲れた声で口を開く。いつの間にかカテイミライを使ったらしい。

「取とり敢あえずカテイミライを使ったら正解だったよ。アオおつ……か──」

　兄さんの膝ひざがガクッと崩くずれかけたため、気付いてすぐに肩かたを貸す。

「大丈夫？　兄さん？」

「あぁ悪い。ちょっと……疲れただけだ」

　ちょっとじゃないだろ……そろそろ兄さんも限界が近いようだ。

　これをクリア出来てもまだ残り一つ、もしかしたらそれ以上ゲームが残っている。

　少し休ませてあげたいな。

「兄さん、僕だけで行くからここで休んでて」

「アホ……そんなん駄だ目めに決まって」

「そんな身体なのに無理しちゃ駄目だよ。根津刑事、答えを打ち込みに行く僕だけを監かん視ししてください。兄さんはこんなだし、僕達三人共携帯を持ってないから、共犯を疑われてる犯罪グループとコンタクトは取れないですし」

「そう……ですね」

　根津刑事がやや表情を難しくしながら了りよう承しようし、問題を書いたメモを回収する。

「ほら、根津刑事行きましょう」

「はい！」

　元気な返事が聞けてすぐに駆かけだそうとするが、いきなり制服の袖そでを摑つかまれる。見ると兄さんが申し訳なさそうに見ている。

「わりぃ、アオ、一人で行かせちまって」

「全部終わったら、夕飯の支し度たくは兄さんがやってね」

　ニカッと笑ってみせると、兄さんがふっと微笑ほほえんだ。

「任せろ。なんでも好きなもん作ってやるよ」

「どうせ作れないくせに」

　やれやれと漏らした息の後、僕の拳こぶしは弱々しく出された拳とコツンとぶつかる。

「行ってきます」

「行ってこい」

　拳を戻し、急いで走ってハイパーツイスターの操そう作さ室しつに根津刑事と向かう。

　そうだ。終わらせなければ。

　こんな酷ひどい事を平然とやってのける犯人を、絶対に捕つかまえてみせる。

　椅い子すに座るといつも通り拘こう束そくされるが、すぐに文字を打ち込む。ｌ、Ｘは大文字……と。

　エンターキーを押すと、あのファンファーレが鳴った。

『おめでとう！　凄い凄い！　よく分かったね！　因ちなみにこの文字のフォントはアリアルって言うんだよー。ヘルヴェチカじゃないなんて、この遊園地のＰＣもたかが知れてるよねー！』

　急に……なんだ？

　今までと反応が違いすぎて、一いつ瞬しゆん面食らう。

　だが何か違うという事は、そこに意味があるという事だ。

「なんで急にこんな事を」

「明らかに意味のある事なんでしょうね」

　根津刑事にそう言うが、自分でもどういう事かは分からない。

　アリアルとヘルヴェチカ？　フォントの種類だという事までは分かるが……。

　思考が定まらないうちに、またＰＣの画面表示が変わった。

『それでは次はスチールタイガー２０００に向かってもらうよ。それじゃあ頑張ってねー』

　スチールタイガー、それはいいとして『次は』と言った。

　それはこれで終わりではない、という事を指している予感がした。

　良い予感ほど外はずれるし、嫌いやな予感ほどよく当たる。

　額ひたいから嫌な汗が一つ流れていくのを感じた。
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　蒼あお春はると根ね津づ刑事がアトラクションに向かうのを横目で見送りつつ、近くのベンチに横たわる。

　気付くといつの間にか神楽かぐらがベンチ横の自販機の前に立ち、金を入れていた。

　そしてボタンの鳴る音、ガタンという落ちる音、ガコンと取り出し口から飲み物を拾う音、爽さわやかに俺に尋たずねる声こわ音ね。

「ほら、君は緑茶派だったろ？」

「よく覚えてんな……」

　欲を言えば、急きゆう須すで淹いれたと間違えられるやつが良かったけど……。

　受け取った後、神楽がうーんと腕うでを組み、自販機の前で立ち尽つくす。

「なんかすげーデジャヴなんだけど」

　俺が言うと、神楽が思い出したようにふふっと頰ほおを緩ゆるめた。

「そうか、君と初めて会った時も、確か私は飲み物を選ぶのに悩んでいたんだったか」

「かれこれ２分な」

　忘れもしない入学式の朝。

　入試トップで入ったアオは、一年生代表として入学式で代表のスピーチをする事になっていた。それ故ゆえに他の一年生よりも早く俺とアオは登校したわけなのだが、例のトンデモ坂。あれのせいで完全にバテてしまった俺のために、飲み物を近くの公園で買おうとしたのだ。

　そしてそこに神楽芽め衣いはいた。

　その藍あい紫むらさきに光る髪かみをたなびかせて。

「あの時私は何にしたんだったか……あ、これだったな」

　先ほどと似たような音がしたかと思うと、黒い缶を持った彼女が俺の側へとやってくる。

「ＤＯＮか。何処にでもあるなＤＯＮ」

「そうか？　気にした事はないが」

　いやいや、銀の微び糖とうとかよく見るよ？　あれなんで金じゃなくて銀なんだろうな？

　俺の寝転ぶベンチの横に神楽は立ち、プルタブを開けて一口コーヒーを含むと、うんと頷うなずきを見せた。

「飲むとあの時を思い出すな。君達兄きよう弟だいに助けられた日を」

「…………」

　思わず黙だまってしまった。来るべくして来た入学式。

　生徒会長の神楽芽衣は、当然俺達新入生を出で迎むかえるために、体育館の壇だん上じように上がって歓迎の言葉をかけてくれていた。

　しかし、そんな彼女に対して起きたのは、賞しよう賛さんではなく一つの事故。

　天てん井じように折り畳たたまれていた何ど処この高校にでもあるような、しかし重さで言えば５００キロはくだらない緞どん帳ちよう。

　それが彼女の頭上に落ちてきて、あわや命を奪うところであった。

　いや、俺がカテイミライでその事を予見して、蒼春に助けに行かせなかったら、実際に彼女は死んでいたのだ。

　話がそこで終われば、俺とアオの繫つながりにこいつがここまで介かい入にゆうする事はなかったかもしれない。

　二つほど問題だったのは、一つはそれが事故ではなく人じん為い的てきなものであった事。

　そして二つ目は……彼女が俺のカテイミライという秘密に気付いてしまった事。

　思い出していると、いつの間にか神楽が俺の顔をまじまじと見つめる。

「顔になんか付いてるか？」

「付いてはいないが、苦しそうだなとは思った」

　心配そうな声を出されると、我われながら情けなくなってしまう。

「すまねぇな。ポンコツで」

「何を言うんだ。君がいなければ、先ほどのゲームで大勢の人が死ぬかもしれなかった。そのために倒れそうになるまで頑張る君は、自分を誇ほこるべきだよ」

　真まっ直すぐ俺の頭へと白く細い腕が伸びてくる。思わずパッとその手をはじいてしまった。

「な、なんだよ急に」

「頑張っている君の頭を撫なでようとな」

　当たり前じゃないか、くらいのテンションでいるのが若じやつ干かん腹立つなオイ。
















「そういうのいいから。俺は子供か」

「子供だろう。君はまだ十五、六なのだから」

「……確かに」

　そう言われて俺はガキじゃねぇ！　と怒るほど俺はガキじゃない……って事を考えてる時点でガキですねうん。

「子供といえば……あの子は大丈夫だったのかな？」

「あの子？」

　ベンチから少し離れた神楽に疑問の声を送ると振り返り、小さくコクリと頷く。

「君達と会った時、子供がいたろう？」

「あぁ、なんかアトラクションにいたずらしてたっていう」

「そう、あの時親おや御ごさんが周りにいなかったからな。走って観かん覧らん車しやの方に向かっていたし、今まさに乗ってしまっているかもしれない。心配だ」

　真剣な顔に何処までお人好しなのかと呆あきれそうになるが、素す直なおに気になってしまった事を尋ねる。

「いたずらって、何してたんだ？」

「アトラクションに落書きしていたらしい。結構酷ひどかったそうだ」

　わーお、それ器き物ぶつ損そん壊かい罪ざいで賠ばい償しよう金きん両親卒倒もののやーつ。まぁ、遊園地が大きな問題にならないよう、厳げん重じゆう注意くらいに済ませはするんだろうが。

　コーヒーをぐびぐびと飲み干した神楽は、ふぅと息をついた。

「なんでも、昨日も画家が描いた観覧車の絵の上から落書きをしたらしい」

　瀬せ尾おや根津刑事が言ってたっけ。ブルガリアの画家のデービ……いや、セーギ……あ、ネービス？　が描いた動物の絵が各ゴンドラに描いてあるとかどうとか。

「ふぅん。つーか二日連続でやるってすげぇな」

「子供は往おう々おうにして自信過か剰じようで、自じ己こ顕けん示じ欲よくの塊かたまりであるからな」

　何な故ぜ俺を見るんですかねぇ……。

　けどこいつ、こんな時でも他人の心配とは……、若じやつ干かん重なる面おも影かげ。たとえ自身がどんな危険な状況においても不敵に笑い、自身の危険を顧かえりみず、必ず他者の命を救う。そんな姿を俺は誰よりも目指していたのだ。あの時までは。

「しかしその時スタッフの人に聞いたが、観覧車に描かれているのは干え支との動物なのだそうだ。本当なら私達も今頃見て……」

「神楽」

「うん？」

「……死んでもいいなんて二度と言うな」

「……気を悪くさせたのならすまない。だがそれは私の本心で……」

　申し訳なさそうな声。しかしそれは、少し的まとを外はずした言い訳であった。

「死んでもいい奴はこの世にいない。俺はそんな命を粗そ末まつにする奴を救いたかったんじゃないからな」

「赤哉くん君は……いや、やめておこう」

　言葉を胸きよう中ちゆうに留とどめたらしき彼女は、缶の残りのコーヒーを一気に呷あおり、話を変える。

「それにしても……犯人は一体何を考えてるんだろうな？」

「うーん、まぁ、大体この事件がどういう事なのかは分かってきてるんだけどな」

「何!?　そうなのか？」

「あぁ、後は犯人達を追い詰める算段を考えるだけだけど、取とり敢あえずはこのゲームをクリアしなきゃだからな」

「なるほど……」

　だがそろそろこっちから仕掛けると決めた以上、このままってのもな……。いや待てよ？　こうすればもしかして……俺は一つ生まれた閃ひらめきを逃のがさない。

「なぁ、神楽、頼みがある」

「頼み？」

「あぁ、お前が俺の事を信用してくれているならだけど」

　目を何度か瞬しばたたかせた彼女は、今まで見た中で一番朗ほがらかに笑った。

「私に出来る事なら」
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　アナウンスが響ひびいて、止まっていたいくつかのアトラクションが動きだしてからしばらく経たつと、アオと根津刑事が戻ってくる。

　俺は休んでいたベンチからのっそりと立ち上がった。

「お疲れさん」

　声をかけると、アオが憂うれうような笑顔を見せる。

「そういう兄さんの方が疲れてるんじゃないの？」

　言われて渇かわいた笑いを出す。

　見抜かれてるか。やっぱり弟を騙だますのは簡単じゃないやな。

「次はスチールタイガー２０００だろ？　行こうぜ」

　肩かたを一つ叩たたいてやると、俺は根津刑事の隣につく。

「根津刑事。篠しの田だ警けい部ぶと連絡取れますか？」

「構いませんけど、何を？」

「いえ、聞きたい事が」

　淡たん々たんと言うと根津刑事はうーんと訝いぶかしむ目を見せながら、渋しぶ々しぶ携帯をバッグから取り出す。

「ど、どうぞ」

「ども」

　数度のコールの後、はい、と不平そうな声がした。

「どーも大だい五ご郎ろう警部。四しノの宮みや赤あか哉やです」

『あぁ君か。丁度良かった。こちらから連絡を入れるつもりだったんだ』

　若干焦あせりが感じ取れた。状況が状況なためであろう。

「俺達のパソコンと携帯の解かい析せきが終わったんでしょ？　んで、なんの問題もなかった」

『……例の力か。その通りだ』

　この電話の内容は既すでに、次のスチールタイガーのゲームを見るためのカテイミライ中に聞いたからな。

　警部は物々しそうに続ける。

『だが現状の根津の状況報告から、君が事件に関与している可能性は否いなめない』

「知ってます。この事件も俺が企くわだてたという可能性があるっすからね」

　ゲームをクリアしていく事で、信用を勝ち取ろうとしているという筋読みだろう。

「別にうちのパソコン以外にも、ネットカフェだろうがなんだろうが手段はありますしね……ただその事は今はいいんです。聞きたい事は、今ヤゴトスーパーランドに警けい察さつってどれくらいいるんすか？」

　尋ねると、それほど躊躇ためらわずに声が返ってきた。

『勿もち論ろん入り口前他、パークに入れる裏口に、私も含め数十人が厳げん戒かい態勢で臨のぞんでいる』

「あ、そっちじゃなくて……いや、そっちも大事なんすけど、園内っすよ。俺と弟の見張りによこした刑事って二人だけすか？」

『そうだ。根津ともう一人、名を小お沼ぬまと言うが、連絡が取れん』

　警部もその小沼刑事が死んだ可能性を考えている。

「あの、警部、その刑事って昨日の爆ばく弾だん事件担たん当とうしてました？」

　突然の質問だったからか、少し怪け訝げんそうな声が返ってくる。

『担当してたも何も、犯人を逃にがしてしまった刑事のうちの一人だが？』

　ビンゴ。予想通り。さて残る問題は、犯人側が俺達の動きをどうやって見てるかだ。

「そっちの入り口って、どうやって犯人側が見張ってるか分かります？　犯人グループの一人がいるとか、監かん視しカメラとか」

『監視カメラと入場カウントを見ているんだろう。スタッフから話を聞く限り、入り口のカメラはアナウンス室も兼かねているメインスタッフルームで映像が見れると聞いた。入場カウントもそこで見れるらしい』

「そのメインスタッフルーム近くには機械室があって、全アトラクションの操そう作さが可能なようです」

　伝えると、明らかに大きな息を吐いたのが分かった。

『それは先ほど根津から聞いていた。やはり突入は出来んな』

　メインスタッフルームに犯人グループがいる以上、同時にアナウンス室、機械室が乗っ取られているという事だ。

　つまり警察が突入すればすぐに犯人達がそれを知る事が出来るのは勿論、機械室で爆ばく破はを実行できるわけだ。

『犯人側からの要求が特にないのが痛いな。ただの報復と言うばかりで、交こう渉しようの余地をもらえない。打つ手なしだ』

「いや、一つ出来る事がありますよ」

『なんだ？』

　俺の言葉にすかさず反応した警部。

　もどかしいまま何も出来ていない現状。正義感をぶつける場所を探しているのだろう。

「現在避ひ難なんしている人達の中にいる、パークスタッフを全員監視下においてください。そして、ここ最近おかしな事はなかったか、詳くわしく聞いてください」

『パークスタッフ？　犯人側の人間がいると踏ふんでるのか？』

「その可能性も勿論ありますが、現状複数のアトラクションと、その操作室に爆ばく発はつ物ぶつが有るのは確認出来てます。更さらに言えば、操作室の椅い子すには拘こう束そくする仕掛けがあった。流石さすがに誰か一人くらいは不ふ審しんに思った事があるんじゃないかと」

『分かった。そっちは任まかせても大丈夫なんだな？』

「えぇ。次のアトラクションのゲームもクリア出来そうなんで」

『ならいい。根津に代われ』

「うす」

　根津刑事に携けい帯たいを渡すと、急いで耳元に当てて電話なのにペコペコお辞じ儀ぎをしだす。どないやねん。

　しかしまだ疑っていると言うわりには、以前ほど俺に警けい戒かいを見せていないのは、例の『言葉当て』のおかげだろうか？

「赤哉さん。次のゲームはクリア出来るって言ってましたけど？」

　電話を終えると根津刑事が尋ねてくる。

「ええまぁ。アオがしっかりクリアしてくれるんで」

　アオの方を見ると、神楽の隣で少し首を捻ひねっている。

「僕？」

「これから俺たちはスチールタイガー、つまりジェットコースターに乗る事になるんだ」

「「「は？」」」

　一いつ斉せいに全員の視線が突き刺ささる。

　まぁ、訳分かんないよな……。俺も訳分かんないわけだし。

「次のゲームはクイズとかなぞなぞじゃなくて、ミッションだ。ある花をゲームが開始してから取りに行き、制限時間内に監視カメラに見せればゲームクリアだ。アオが取りに行ってすぐさま帰ってきたのを見た」

「すぐさま？　確かに蒼春くんはトンデモ坂を自転車で登れるくらい、運動神経が良いからな」

「バッカお前、いいなんてもんじゃねぇぞ」

「何故君が誇らしげなのだ……」

　だって俺の弟だもん。

　自じ慢まんはさておき、蒼春の身体能力は冗じよう談だん抜きで人間のそれではない。最早超人レベルだ。

　たとえば。

「アオ、宙返り」

「うん」

　二つ返事の後、アオは数歩歩いてから跳はね上がり……そして……比ひ喩ゆ抜きで宙を舞まった。

　滑なめらかに一切の不安も感じさせない、スローモーションにも感じるその流りゆう麗れいな身のこなし。

「……アオさん？　宙返りしろって言ったのになんでムーンサルトしてるの？」

「違うよ。新月面宙返りだよ！」

「どうでもいいわ！」

「蒼春さん凄すごい！」

「流石だなぁ」

　女性陣は感動しているが……なんでそんな危険な跳とび方、躊躇いなく出来んだ……一応地面アスファルトなんだけど？

「このような超人的な動きが出来るというのも、アオはかなりハイクラスのパルクール修得者だからであり、バク転、フリップ、壁ジャンプ、ムーンサルト、なんでもござれなのだよ」

　誇らしくて高笑いしそうなテンションではあるが、その前に冷静な声が制す。

「それで？　ジェットコースターに乗る事と花を取ってくる事にどんな関係が？」

　もっともな質問をした神楽だが、他二人も同じ疑問を感じたらしい。

「今までのゲームと比較して考えてみろよ。このゲームを始めた場合、花を時間通りに取ってこれなかったらどうなる？」

「それは、人質ごとアトラクションを爆破させるんじゃ」

「根津刑事、そりゃ大だい前ぜん提ていの話」

「花を取りに行ったプレイヤーは、爆発では死なない。これまでは逃げられないよう拘束されていたのに、今回は僕達ゲームを行うプレイヤーに、今までのようなリスクがないって事だね？」

「その通り」

「うん？」

　アオはちゃんと察したか。だが神楽はまだ認識出来ていないようだった。

「分かんないか……つまりこのゲームは最低でも二人必要で、一人はジェットコースターに乗り、一人は花を取りに行くゲームっつー事だよ」

　神楽が意図を察したのか、少し声こわ高だかに継つぐ。

「なるほど。つまり私達の誰かが人質としてジェットコースターに乗らなければならないのか！　そして一人は花を取りに行かなければならないが、事前に花を持ってゲームに臨めば安心、という寸法だな。犯人は赤哉くんがカテイミライを使えるとは思わないものな」

　その柔やわらかい微笑ほほえみに対して、俺は一瞬反応を遅らせてしまった。

「……そうだな」

「赤哉くん？」

　神楽が気になるレベルだったか。俺もまだまだだな。誤ご魔ま化かすように声高らかに告つげる。

「ほっといてもアオがクリアしてくれるはずだが、ここは安全策といこう。取り敢えず花畑に行く組と、他のプレイヤーを近づけさせない組で分けよう。俺と根津刑事、神楽とアオで。根津刑事、いいっすよね？」

「……花を取りに行くのを一人にしてはもらえませんか？」

　根津刑事の顔が曇くもった。この人は名目上、俺達の見張りだからな。バラけられるのは本意ではないのだろう。

「じゃあ、神楽に頼もう。花畑の場所分かるか？」

「うむ、大丈夫だ。先に行っておいてくれ」

　胸むねをとんと叩いて、自信に満ちた表情の神楽。まぁ、こんだけ満ち満ちた表情で言ってんなら大丈夫か。

「頼む。この先右に曲がったところに花が繁はん茂もしてるところが二つあって、それの左に咲いてる方の花だ」

「あぁ、では行ってくるよ！」

　言うが早いか、駆かけ出していったその背中を見送る。

「俺らも行きましょう」

「そうですね」

　俺とアオの一歩後ろを歩く事により、根津刑事はしっかりと俺達を見張る体ていを取っていた。

　スチールタイガーの場所まではそう遠くない。ここからでも分かるその巨大な造形は、威い圧あつ感かんたっぷりだ。

　一回カテイミライ使って乗ってるわけだが……嫌いやだなぁ、もっかいあれ乗るの……。





[image: ]






　スチールタイガー２０００。その名の通り、黄色と黒の着色が施ほどこされたコースターに乗り、２０００メートルの長さのレールで様々な速度、回転、落下を楽しむ事が出来る超大型のジェットコースターアトラクション。

　現在のヤゴトスーパーランドの人気ナンバーワンアトラクションの呼び声高いそれは、今飄ひよう々ひようと目の前に立ちはだかっているが、俺達はその前でしばし神楽を待っていた……あれ？　しばしってどれくらいだっけ？　４時間20分くらいかな？　それしばしじゃなくて新しん橋ばしから名古屋まで行く時間……？　ってどうでもいいわ!!

　神楽さん全然来ないんですけど！

　ゲーム始まっちゃうんですけど!?

　スチールタイガーでゲームやるってアナウンス流れちゃったよ!?

　現に何人か、プレイヤーになろうという勇者がこちらを窺うかがい始めてる。

「先輩、もしかして何かに巻まき込まれたんじゃ……」

　凄いなアオ、この時点でゲームクリアの事ではなく、あいつの心配が出来るなんて。

　だがその心配は杞き憂ゆうのようだ。

　視界の端はしに目当ての人物を捉とらえる。

「すまない！　待たせた！」

　息を切らしながら言う神楽に、溜ためていた言葉が勢い良く出る。

「遅おせえよ！　神楽。カテイミライ使おうかと思ったわ！」

「心配をかけてすまない。怪け我がをして逃げ遅れた子供を見つけてしまってな。手当てをしていたら遅れてしまった」

　神楽が血のついたハンカチを見せてくる。理由が理由だから怒りづらいんですけど……。まぁいい。

「それより花は？」

「あぁ、これ、アヤメだろう？」

　かざされた花は確かに、カテイミライで見たものと同じだ。

「よし、行くぞ。時間があまりない。ゲームスタートまでもうすぐだ」

　そう言って、スチールタイガーまでの階段を駆け上がり始めた。

　にしても……このゲーム、プレイヤーが二人いなければ出来ないって見方もあるが、二人以上でやってると犯人が知っているっていう見方も、出来なくはないんだよな。

　まだ人質がいるアトラクションには、離れた位置で見守るスタッフが一人ずつ残っているようだったが、ここは解放されているためもう人っ子一人いない。

　いつもなら行列が出来ているはずの階段を上り終えると、コースターがいつでも出発出来るとばかりにそこにある。

「あそこに監視カメラがあるだろ？」

　言うと三人が、指さす方を見る。

「多分犯人はあそこの監視カメラで見てるんだろうな。コースターに乗ったらスチールタイガーをスタートさせるんだ。俺達の誰かが一人乗って、んで残った奴やつが神楽の持つそれを見せればいい。あんまり早いと怪あやしまれる可能性がある。しばらくたってから監視カメラに花を見せる」

　一応カテイミライでこのゲームを見た時に、一発でゲームクリアするのは見えている。

　この花はスチールタイガーから歩いて10分ほどの、キッズエリアの花畑で繁茂しているのだが、これをジェットコースターがスタートしてから戻ってくるまでの４分間ほどで手に入れてここまで戻ってくるという、とんでもない無理難題が次のゲームである。

　……であるはずなのだが、カテイミライではスチールタイガーに乗らずに残ったアオが超人的なパルクールを駆く使しして、余裕でこのアヤメを取ってきた。

　だが前もってアヤメを用意しておけば、アオが取りに行くまでもない。

「神楽、頼むぞ」

「うむ。任せろ」

　根津刑事がスチールタイガーに一般人の神楽を乗らせる訳がないから、神楽に持たせておけば問題ないだろう。

　さて、誰が乗るかだが。

　ジェットコースター前に皆で着くと、アナウンスが流れる。

『サァ！　コンカイノゲームハカンタンカンタン。ヒトリボッチノヒトハデキナイゲーム！　カップルナラ、カタホウコロシチャウカモシレナイゲームダカラ、ヤメトイタホウガイイヨー！　アッハッハッハー！』

　ふざけた声のアナウンスに、皆がそれぞれ嫌けん悪お感かんを抱いだいた。

　そしてアナウンスはゲームの説明を続けたが、俺は既に一度聞いてしまっている。説明の間に話を終わらせた方がいいだろう。

「俺が乗ろう」

「僕も乗ってもいいよ」

「そうか、なら俺とアオで乗るか。二人は待たい機きして、花を監視カメラに掲かかげる役割だ」

「ちょっと待ってください。その、お二人が乗るのなら、私も乗らないといけないので」

　根津刑事が割って入る。

「俺達携帯も持ってないし、見張る必要あるかな？　ジェットコースターの動く中じゃ流石に何も出来ないし、隣同士座らなければ何か渡す事もできないぜ？」

「いえ、二人きりにするというのはちょっと勝手が違ってくるらしいので」

　どうやら根津刑事の考えではなく、篠田警部に言いつけられているようだ。

「俺達二人だと、何をするか分からないって事？」

「多分そういう事なんじゃないでしょうか」

　申し訳なさそうに言われて、こちらも少し考える。まぁ、考えるまでもない事か。

「なら、俺だけ乗りますか」

「そ、それはもっと駄だ目めです。赤哉さん一人だなんて。じゃ、じゃあ私と赤哉さんで乗りましょう！　それなら問題ありません！」

　ね！　っと提案され、俺は頷き返す。

　ここまで言うのは、民間人が乗るなら警察の私がうんたらかんたらという先ほどと同じ理由……といったところなんだろう。

　根津刑事は持っていたポシェットを近くの荷物置き場に置き、すぐにスチールタイガーに乗り込んだ。

「それじゃ神楽、頼むな」

「あぁ。君と根津刑事が帰ってくる少し前くらいで、監視カメラにこれを見せつけるさ」

　うむ、としっかり頷いた神楽を見て、俺もスチールタイガーに乗り込む。

　根津刑事とペアで乗って安全バーを下ろした瞬しゆん間かん、スチールタイガーが動き出す。

　カタカタと登っていく時間はとてもゆっくりで、その間恐怖の念を煽あおられ続けるのはどの絶ぜつ叫きよう系けいアトラクションでも同じだろう。根津刑事がこくりとつばを飲む音が聞こえた。どうやら緊きん張ちようしているらしい。

「根津刑事、例の小沼刑事いるじゃないですか。アオを見張ってたっていう」

「え？　あ、はい」

　緊張からの急な質問だったからか、アトラクションに意識がいっていたのか、生返事が返ってくる。

「その人もしかしたら、今回のテロリストの仲間かもしれないです。もしくはアトラクションを停てい止しさせた実行犯」

「……え!?」

　耳を疑うかのような反応を無視して、俺は自分の考えをつらつらと連つらねる事にした。

「アオの見張りから離れてすぐ、テロのアナウンスが流れました。疑うのは当然です。更さらに言えばもし小沼刑事がテロリストに捕つかまってしまったり、殺されていたりした場合、警察への報復だと言っておきながら、それを見せびらかさないテロリストってのもおかしい」

「……た、確かにそうかもしれないですけど、警察だってバレなかった可能性だって」

「いやでも、普通に拳けん銃じゆう持ってたら気付かれるでしょう。身み柄がら拘こう束そくされてるか逆に殺されちゃったんなら、尚なお更さら調べられてるはずだし」

「ど、どうして小沼刑事が拳銃を持ってると？」

　カタカタと音を鳴らし、登り始めてから半分のところまで来たが、根津刑事はそれどころじゃないようだ。

「制服警官と違って、刑事は必要な時しか銃を携帯しないのはわかってますよ。でも丸まる腰ごしなら、テロリスト達のところへ行って探ってこいって言われてもムリでしょ。ま、一番の理由は根津刑事がさっきメモを取り出す時、チラッと拳銃入ってるのが見えたってのがでかいんですけど」

「……一応、赤哉さん達と爆弾犯が接せつ触しよくする可能性を考えて持ってきました。すみません。気を悪くしましたよね」

「別に疑われてるのは気にしてないですよ。それよりテロリストが小沼刑事である可能性を頭に入れておいてください。あともう一つ、爆弾犯にコンビニで殺された菅かん田だ刑事ですけど」

　丁度ジェットコースターが最も高い地点まで登り、再びつばを飲む音が聞こえた。

「な、なんですか？」

「彼も多分テロリストの一員です」

「えええええええええええ!?」

　ヒュンという風を切る音と共に唐突な浮遊感を感じるが、その後は轟ごう音おんと根津刑事の絶叫が耳に突き刺さり続けたのであった。
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『ゲームクリア！　ゲームクリア！』

　スチールタイガーを終え帰ってきた兄さんは青ざめていた……体力のない今の兄さんには、思ったよりしんどかったのだろう。

　急によろけた兄さんの身体を抱だきとめた時、思わず足を踏ふんでしまった。

「大丈夫兄さん!?」

「いってーよ馬ば鹿か……。大丈夫だ、なんとかな……」

「良かった」

　僕が数度ウインクをすると、兄さんは呆あきれつつも納得したように頷うなずく。

　だがその身体は、僕の肩かたを借りてなんとか立てるような状態であった。

　後ろには根ね津づ刑事が、少し緊きん張ちよう感かんを漂わせて立っていた。

　僕の視線に気付いて苦笑いをする。

「こんな時じゃなければ、楽しめたかもしれないんですけどね」

「全くその通りだな」

　その言葉に神楽かぐら先輩が苦々しく同調する。

　皆みなが苦い顔をする中、空気を読まず、あのアナウンスが流れた。

『ヤァヤァ、スゴイヤツガイルモノダ！　マサカ４ツノゲームヲクリアシタノガ、オナジヤツラトハネ！』

　アナウンスを流しているスピーカーではなく、奴やつらが見ているのであろう監かん視しカメラを思わず睨にらむ。

『サテサテコレデ、ゲームオールクリアトイイタイトコロダケド、マダサイゴノゲームガノコッテルヨ！　テユーカ、マダヒトジチノコッテルアトラクションガアルンダヨネー』

「これで終わりでは……ないのか？」

　神楽先輩が恐おそれにも似た表情を浮かべる。

『サイゴノゲームハ、アウローラノソウサシツ！　14ジ55フンカラスタート、15ジマデニクリアデカンゼンクリアー！　ノコッタヒトジチノカイホウガンバッテネー！』

　時計を見ると14時、まだ時間に余裕がある。

　そんな中、根津刑事がフラフラの兄さんに声をかける。

「それより赤哉さん、さっきの事ですが」

「菅かん田だ刑事がテロリストの一員であるって言った事？」

「「え!?」」

　何気なく言った兄さんに対し、僕も神楽先輩も虚きよを衝つかれたように驚く。

「側頭部撃うたれたのはおかしいって話あったろ？　争ってもなくて、逃にげてもなくて、銃を取られた事に気付いているのなら、考えられるのは一つしかない」

　もしかして兄さんが、コンビニでの殺人の話を聞いた時「見えてきた」と言っていたのは、まさか……。

「菅田刑事は爆ばく弾だん犯はんに銃を渡した？　警けい察さつの手から逃げられるように？」

　考え出した答えに兄さんが深く頷き、神楽先輩が目を見張る。

「大方菅田刑事は、テロ組そ織しきに爆弾犯を逃がすよう指示されていたんじゃないか？」

　でもそうだとしたら、分からない事がある。

「じゃあどうして菅田刑事が殺されたのさ？　仲間なら殺す必要なんてないよね？」

「ないって言い切れるか？」

　兄さんの言葉に一度考えてみる。仲間である人間を、わざわざ殺す必要。

「口封じとか？」

「そうだな。そして、殺すのに何故あんな人目につく方法を取ったのか」

　その言葉に神楽先輩がポンと手を叩たたいた。

「爆弾犯に殺されれば、菅田刑事がテロ組織の一員と疑う者はいないから」

「すげえな神楽。正解だ」

　菅田刑事の死に方が誰だれに殺されたか明確でない場合は、菅田刑事の近きん況きよう、自じ宅たくなどを調べられる可能性、ひいてはテロリスト達との繫つながりまで見つかる可能性がある。

　だが突発的に、尚なお且かつ警察に見守られた中で爆弾犯に殺されるという体てい裁さいを持つ事で、その心配は解消する。

「じゃあ、テロリストの目的はそもそも菅田刑事を消す事にあったって事？」

「多分だけど、菅田刑事はテロ組織から抜け出そうとしてたんだろうな。でも、そう簡単にはいかず、勘かんづいたテロ組織に計画的に消されてしまったってとこじゃないか？」

　なるほど。そう考えると筋すじが通ってくるか。しかし、そうなると一番の疑問は……。

「テロリスト達の目的が菅田刑事を事件現場に引っ張り出す事なら、駅の名前をはっきり予告状に書けば良かったはずだ」

「もし赤あか哉やくんがカテイミライを使わなかった場合は、爆破されるのが平へい安あん通どおり駅であるのかどうかすら分からなかったんだ。菅田刑事が平安通駅に必ず配置されるとは限らなかった」

　神楽先輩が言葉を継ついでくれたが、テロ組織が菅田刑事に爆弾犯の逃亡を手伝わせるためには、必ず平安通駅に菅田刑事を配置しなければならない。予告状には爆ばく破はの時間は書いてあっても、何ど処こを爆破するかまでは書いてなかったのだから、兄さんのカテイミライ込みでなければこの計画は成立しない。

「テロ組織は兄さんの力を知ってるって事？」

「ただ、テロ組織がそんな予知なんて噓うそみたいな超能力の存在を信じて、計画に組み込むってのは謎なぞだけどな」

「まるでカテイミライが使われるかどうか、試したかったみたいだな……」

「ま、推理なんてもんは証しよう拠こがない限り、ただの妄もう想そうだ。今分かる情報で、出来る妄想を垂たれ流しただけ。あくまでテロリストである可能性を示しただけだ」

「了解」

　取とり敢あえず、その推理を頭に入れておけって事であろう。神楽先輩も頷き、黙だまっていた根津刑事はほうほうと感心しているようだった。

「んじゃ、これがラストゲームらしいからな、最後のカテイミライを使ってくるか」

　兄さんがそう言った瞬しゆん間かん、急にふっとその身体が倒れかける。

「兄さん！」

　気を失ったのか、兄さんは僕に完全にもたれかかった。

　９回目、遂ついに。

「カテイミライが使えたかどうか分かりませんね。兄さん、限界みたいなので」

　遠くに見える、大きな虹色の観かん覧らん車しやを見つめる。

「最後のゲームは、カテイミライなしでもなんとかなるゲームだといいんだがな」

　先輩の言う通り、確かに不安ではある。しかし、今までが特別だっただけだ。

　予めゲームの出題内容を知る事が出来る……その事自体が奇き跡せきだったという事を忘れてしまってはならない。

「取り敢えず園内の様子を見に行きましょうか。本当にアウローラにしか人ひと質じちは残ってないのか、見ておいた方がいいと思います」

「そうですね」

　根津刑事に頷いてから、寄りかかった兄さんをヒョイっと背負った。

「蒼あお春はるくん、私も手伝おうか？」

「大丈夫ですよ、このままで」

　キョトンとした顔に思わず笑う。

「でも流石さすがに重いのではないか？」

「大丈夫です、こういうの慣れてますし、兄の世話をするのが僕の役目なので」

　笑ってそう言うと、神楽先輩が少し引きつった笑顔を見せた。

「何な故ぜ嬉き々きとして……赤哉くんも相当だが、弟の君も相当アレだな」

「アレ？」

　アレってなんだろ。なんでも背負い込みがちとかかな？　確かに今兄さん背負ってるし。

　けど……なんで根津刑事も神楽先輩も、ドン引きした顔で僕達を見てるんだろう？
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　辺あたりはここがテーマパークだという事を忘れてしまうほど、静けさが広がっている。

　兄さんが目覚めないまま14時半。

　根津刑事は篠しの田だ警けい部ぶから連絡を受け、既すでにアウローラ担たん当とう以外のパークスタッフはほとんど園外に避ひ難なんしている事を知った。

　一人のパークスタッフは今、アウローラの階段前でそわそわとしている。

　警部によると現在、何人かのパークスタッフが確認できていないらしい。

　アナウンスを担当していた者や、メインルームで事務仕事をしていた者、そして機械室の見張りを行っていた警けい備び員いんなどのようだ。

「今更ではあるが、犯人達はちゃんと最後のゲームクリアで人質を解放する気があるのだろうか？」

　神楽先輩が僕に顔を向け、目が合ったのを皮切りにそのまま話を続ける。

「もし、戻ってきていないパークスタッフが殺されているのだとしたら、これほど異常性を見せる犯人達だ。捕つかまる事を恐れて、結局人質を観覧車に残すなんて事もありえはしないか？」

　神楽先輩の表情が重々しげに歪ゆがむ。

「大丈夫です。それはないと思いますから」

　僕が言うと、根津刑事が凝ぎよう視ししてくる。

「なんでそんな事が言えるんですか？」

　神楽先輩もそう思ったのか、顔が寄ってくる。

「警察に対して犯人達が、なんの要求もしてないからですよ。捕まりたくないんだったら普通、警察に対して逃走経路の確保と、金銭を要求します。しかし犯人達は何一つ要求せず、ただゲームと称してる。これは犯人達は捕まってもいいと覚かく悟ごしているか、余程逃げ切れる自信があるかの二つに絞しぼられる」

「そうですね」

　根津刑事が理解したというふうに首を振る。

「前者はともかく、後者の理由なら犯人達には人質がいるからというわけです」

「ふむ、観覧車の人質がいるから……という事だな？」

　神楽先輩の問いに、僕は少し苦笑を浮かべなからかぶりを振った。

「いえ、僕ならその場から動かせない多人数の人質より、動かせる一人の人質を選びます」

「動かせる人質？　誰の事だ？」

　神楽先輩は小首を傾かしげる。

「メインスタッフルームにいる人間を人質に取るって事です」

　すると神楽先輩が納得したように頷き、再度僕に問う。

「つまりその場合、観覧車の人間の生死は関係ない？」

「はい。もし、観覧車の人質しかいなかった場合、僕達がゲームに失敗して人質が皆爆死したら、犯人達はどうなります？」

　問うと、根津刑事が驚いたように声をあげた。

「警察に突入されて捕まるだけになりますね」

「その通りなんです。つまり僕達が成功しても失敗しても、困らないようにしてあるはずです。だから犯人達はゲームについては、約束の反ほ故ごはしてこないかと。メリットがそもそもないと言えるので」

「な、なるほど……流石蒼春くんだ」

「ただ、あくまで可能性の話です。絶対大丈夫とは言えません。思い余って自分達と道づれに、なんて事もありますしね」

　そこまで言うと、神楽先輩が重々しくこちらを見て呟つぶやく。

「ともかく、ゲームをクリアする事が今の私達に出来る事だな」

「はい、その通りです先輩」

　兄さんを見ると、酷ひどく憔しよう悴すいして眠り込んでしまった。

「兄さんは何か他にも、色々と勘かんづいていると思うんですけどね」

「そうなのか？」

「いや、ただの勘です。弟としての」

「君が言うと、確信に聞こえてしまうな」

　苦笑いに対してニコッと笑顔を見せてから立ち上がり、虹色のゴンドラを擁ようして目の前にそびえ立つ観覧車を眺ながめる。

「そろそろ行きましょうか。僕達以外に挑ちよう戦せんする人はもういないはずですが、犯人達が15時までに園内全てを爆発させると言っているのなら、早めに行くに越した事はない」

「まだ客が全員避難できたとは限らないしな。早く行こう」

　死の危険を感じた事のある僕でさえ、恐きよう怖ふを感じているんだ。

　さっきまでは現実感が湧わいていなかったのかもしれないが、今では神楽先輩だって相当な恐怖を感じているはず。

　先輩を……ましてや女の子を巻まき込むのは……良くないよな。

　多分兄さんなら、こう言うだろう。

「神楽先輩、兄さんを連れて園内から出てもらえませんか？」

　僕の提案に神楽先輩が驚く。

「兄さんを連れて……って、蒼春くんはどうするのだ？」

「僕と根津刑事だけでこのゲームは挑いどみます。カテイミライが使えない以上、二人の命の保証が出来ないですから」

「そ、そんな。それは流石に」

「神楽先輩、アウローラのパークスタッフの方と一緒に、兄さんを連れ出してください。残るなら根津刑事と僕だ。ですよね、根津刑事？」

　見ると根津刑事は少々驚いていたが、ゆっくりと頷いた。

「はい。蒼春さんがそれでいいのなら」

　真しん摯しな表情だ。覚悟を決めたその顔は、いつもの頼りなさが噓うそのようだった。

「お願いします。神楽先輩」

「し、しかしだな」

「兄さんを失うのだけは嫌いやなんです。……お願いします、神楽先輩」

　そう言ってもまだ躊躇ためらう神楽先輩。だから僕はこう付け足した。

「絶対に戻りますよ。帰らなかったら兄さんの夕飯が作れなくて、怒られちゃいますからね」

　余裕を見せるために、笑ってそう言うと、緊張感が神楽先輩の表情から抜けたようだった。

　神楽先輩が頭を下げる。

「分かった、申し訳ない」

　僕の気持ちを汲くんでくれたのだろう。本当にこの人は優しい人だ。

「そんな！　ここまで付き合ってくれた事に感謝です」

　根津刑事がアワアワとまた申し訳なさそうに言うと、神楽先輩も苦笑いする。

「では、赤哉くんは任まかせろ。ちょっとパークスタッフの方に頼んでくる！」

　強い調子でそう言った神楽先輩は、急いで駆かけていく。

　それをしばし見送り、根津刑事に向き直る。すると根津刑事はわずかに震ふるえているようだった。

「行きましょうか、根津刑事」

「すみません、蒼春さん。あなたも逃げてと言えない私を……許してください」

　俯うつむき、目を伏せ、右手で左手首を握にぎりしめながらも必死に立ち向かうその姿。

　ここにきて大したものだと、素す直なおにそう思った。

　僕は出来るだけ穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「心配しないでください。僕が根津刑事を死なせはしませんから」

　胸むねを叩くと根津刑事は弱々しく笑った。

「はい」

　見上げると、ゴンドラの中には不安そうな顔がいくつもある。

　その中にはうちの学生だけじゃなく、お年を召めした方もいれば、若いカップル、子供だっていた。

　このラストゲーム、クリアしてみせる。

　そして犯人達を捕まえる。

　アウローラに続く階段に足をかけ、より一層決意を固くした。
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　操そう作さ室しつには僕達二人の足音と、ブーンというＰＣの起動音、いや、機械音だけがある。

　置かれているのはＰＣ一台だけだ。

「この椅い子すに座れば、またゲーム開始」

「私が座ります。蒼春さんはいつでも逃げられるようにしておいてください」

　根津刑事が椅子に手をかけた。

「いや、僕が座りますよ」

「これぐらいは！　かっこつけさせてください」

　根津刑事が強こわ張ばった笑顔を見せる。

「分かりました、じゃあお願いします。もうすぐ55分だ」

「はい」

　根津刑事が恐おそる恐おそる座ると、例のロックがかかる。

　そしてＰＣにはこう表示された。

【ある言葉の読み方になる数字を入力せよ。ヒントは二つ。

　答えはこの遊園地がそうではないのにそうであるとされるもの。

　答えは今までクリアしてきたそれぞれのゲームの中に潜ひそんでいる。

　入力のチャンスは２回まで】

　ある言葉の読み方になる数字？　ヤゴトスーパーランドがそうでないのにそうであるとされるもの？

　そして今までのゲームに数字のヒントがある？

「す、すみません。蒼春さん、全然分かりません」

「大丈夫です根津刑事、僕も最後まで考えますから」

　一つ目のヒントは数字と結びつきにくい。

　となると、今までクリアしたゲームに焦しよう点てんを当てるべきだ。

　あと４分。

　それぞれのゲームにヒントがある。

　数字、取り敢えず今までのゲームで具体的な数字が出たのは二つ。

　ブラックサイクロンの硬貨クイズと、ハイパーツイスターの照度なぞなぞだけだ。

　ブラックサイクロンの１、５、10、50、１００、５００、６６６。

　ハイパーツイスターの10万以上と１以下。

　これを組み合わせるのか？　駄だ目めだ、法則性が見つからない。

　待てよ……愚ぐ者しやは確か。

「根津刑事、確かタロットカードって数字に当てはめられますよね？」

「え？　あ、はい。確か」

「根津刑事、携けい帯たい貸してください！　調べますから！」

「はい！　私のポケットにあります」

　言われて指し示した根津刑事の、膨ふくらんだポケットに手を入れる。

　あと３分。

　根津刑事にパスワードを打ち込んでもらい、タロット、愚者で調べる。すると……。

「ウェイト版だと、愚者は０の意味を持つみたいです」

「０ですか」

　０……。

　ビッグフリスビーでのタロットゲームは０と考えていいか。一番左のカードを選んだから、１という数字もありえる……いや、タロットカードは５枚あった。

　その場合、右から数えれば５という数字にもなるため、０のみがヒントと考えていいだろう。

　ブラックサイクロン……これは答えの５を使うのが適しているだろう。

　ハイパーツイスター、これは１か10万と考えると、１が妥だ当とうか？　いや、そんな簡単な考えでいいのか？

「スチールタイガーはただ花を持ってくるゲームだったのに、こんなのどう数字にするんだ？」

　根津刑事が僕の疑問に合わせて考えをぶつける。

「花、アヤメ、あのアヤメに何か数字が関係しているのかも！」

「なるほど！　花の名前か！」

　あと２分。花、アヤメを数字に……あ、や、め。やを８と考える……なんて単純な考えなわけはない。

　０と５は当たっているとしても、１と８はなんの確信も持てないな。

　一応打ち込んで数字として目に入れると、変わってくるかもしれない。

　パソコンに、０と５と１と８を打ち込んでみる。

　おごいや……れごいや……ごいやれ……。

　駄目だ。実際数字を目にすると何か浮かんでくるかと思ったけど……。

「やごと」

「え？」

　根津刑事の呟きに思わず耳を疑う。

「８５１０なら……やごとって読めません？」

　確かに……もしかしてこれでいいのか？

　でも、これなら一つ目のヒントの意味が分かる。

　ヤゴトスーパーランドは八事と名がつくのに、八事にはない。

　八事ではないのに八事とされているという、このヒントと合がつ致ちする。

　これが答えか！

　あと１分、時間がない。

「根津刑事！　８５１０で！」

「は、はい！」

　根津刑事は慌てて０５１８を消して、８５１０を打ち込む。

　そして急いでエンターキーを押した。しかし……。

『ブーッブーッ！　マチガイ！　マチガイ！　アトイッカイ！　アトイッカイ！』

「８５１０じゃないの？」

　根津刑事の絶望じみた顔に、時計を見ると既にあと45秒だ。

「そんな、くそ！」

　考えろ！　考えろ！　考えろ！　考えろ！

　８５１０じゃない、じゃないんだ！

　こんなのも分からないのに何が学年１位だ！

　浮かんでくれ……答えよ……。

　あと20秒。ごめん兄さん……。

「蒼春さん！　逃げてください！　もう時間が！」

「駄目か……」

「諦あきらめんじゃねぇ！　アホ春！」

　え？　操作室の入り口から肩で息をする兄さんが走ってくる。

　これは走そう馬ま灯とうってやつなのか？

　しかし確かにそこにはアカ兄が、息を切らして僕の目の前にいた。

　あと５秒。

「答えは！　これだ！」

　兄さんがカタカタと打ち込み、エンターキーを押した。

　ピーッピーッっとＰＣが鳴る。

　思わず閉じてしまった目を開けると、そこには確かにゲームクリアの文字がある。

　そして観覧車がゆっくりと動き出した。

「やったのか？」

「やったな」

「や、やったんですね」

　長い長いゲームがこれで終わった。

「……良かった」

　僕は思わず腰こしを抜かす。すると兄さんが手を伸ばしてくれた。

「お疲れさん、アオ」

「ありがとう、兄さん」
















　伸ばした手を摑つかむと、ぐいっと引っ張られる。

　しかし、あまり力がない。それはまだ体力がほとんど戻っていない証拠だ。

　そんな身体で、ここまで走ってきたのか。

「ったく……何勝手にゲームしてくれてんだよ。俺にもやらせろっつーの。俺ならクリア出来たんだから」

「それ！　兄さん、なんで答えが分かったの？」

　詰め寄ると兄さんはふっと笑った。

「実はさっきのカテイミライで、クリア出来るって未来が見えてたんだ。でもそのカテイミライのせいで俺が動けなくなっちまって、答えを伝えられずに未来が変わるなんて、本末転倒だぜ全く。まーたカテイミライの弱点突かれた感じだよな」

「クリア出来る未来が見えてたって……じゃあ気絶したあの時、既に見えてたの？」

「あぁ。答えは８５１０９、八や事ごと区くだよ」

「８５１０９？　八事区？」

　椅子の拘こう束そくが解とけた根津刑事が、腕うでをさすりながら尋たずねる。

「あの感じだと、８５１０は自力で解けた感じか？」

「いや、１と８は勘で答えた」

　馬鹿にされる事が分かっていたため、渋しぶ々しぶ答えると兄さんがぷっと噴き出す。

「へぇー、よくそれで８５１０まで導みちびけたなぁ」

　恥はずかしくなり、その先を促うながす。

「それで？　１と８と９は何処から出たの？」

「あぁ。カテイミライで、問題解いてる時に、神楽があのアヤメの花の名前を鳶いち尾はつって読む事を教えてくれるんだ。そんでもって鳶尾は漢字で一八とも書くらしい。だから１と８が答えにある事が分かった」

「スチールタイガーは数字が二つあったのか……じゃあハイパーツイスターの照度ゲームの数字が９って事？　どうして？」

「アリアルフォントとヘルヴェチカフォントの話、あったろ？」

　ハイパーツイスターのゲームクリアの時、ＰＣから出た音声に確かにそんな話があったけど。

「アリアルフォントやヘルヴェチカフォントは、アルファベットで小文字のエルを打つと大文字のアイと一緒になるんだよ」

「それって……」

「答えのｌｘルクスのエックスを大文字にしろって指示があったろ？　つまりあの時の答えはアイエックスとも読めるっていう事だったんだ。Ⅸと言えばローマ数字で９、だから０、５、９、１、８、この五つの数字を使って答えを出さなきゃいけないって事」

「それで八事区か。でも普通フォントの名前だけで、そこまで分かったりしないよ。相変わらず兄さんは、変な雑学だけは強いなぁ」

「そこはちゃんと褒ほめろよ！　っつーかフォントや書式の違いは、犯人の個性を見み極きわめるためには、わりと重要なファクターだっつーの」

　ふてくされたように言った兄さんは、根津刑事の方を見る。

「なんにしてもこれで、アトラクションの人質は全員解放です。根津刑事、篠田警部に連絡を」

「は、はい」

　しかし、その時だった。

『ゲームクリアオメデトー！　ジャアバイバイ！』

　アナウンスの後、ボンという音。

　遠くの建物での爆ばく発はつなのか、空気の震えが弱い。

　観覧車を見るが、観覧車じゃない。じゃあ何処だ？

　その時確かに、電話をしている根津刑事の肩がピクッと揺れた。

　爆発の音の数秒後のその仕草は、確実に何かを意味している。

　根津刑事が呆ぼう然ぜんとした顔で口を開く。

「アナウンス室、及びメインスタッフルームと機械室周辺が爆破されたようです」

　その意味を理解するのに数秒の時間を要したのは、言うまでもなかった。
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　観かん覧らん車しやの下まで行くと、神楽かぐらがパークスタッフと共にいる。

　俺達が操そう作さ室しつから出てきたのに気付くと、こちらに走り寄ってきた。

「三人とも無事か？」

「見りゃ分かるだろ。余裕だっつの」

　神楽に返すと、ジト目で睨にらみ返してくる。

「そうは見えないから聞いたんだ。いきなり走って行きおって、本当に驚いたぞ」

「みんな無事なんだからもういいだろうが。それより、さっきの爆ばく発はつ聞いたか？」

　問うと、神楽は大きく反応する。

「あぁ、君達がゲームに失敗したのかと一いつ瞬しゆん焦あせったが、例のアナウンスが鳴ったからな。ゲームクリアと言っていたのにもかかわらず、一体何ど処こが爆破されたというのか」

　悩む神楽に根ね津づ刑事が重い表情で告つげる。

「実は、メインスタッフルーム一いつ帯たいが消し飛んだそうです」

「それはもしかして」

　神楽は理解するのにそう時間はかからない。俺は自分の考えを述のべる。

「犯人達が自爆したのかもな」

「そんな……」

　根津刑事が泣きそうな表情で口を手で覆おおう。

　しかし、問題はそれで終わる話ではない。

　もし、この事件が俺の想像通りなら、実はまだ何も終わっていない。

「とにかく、そのメインスタッフルームとやらに行くか」

「そうしよう。多分篠しの田だ警けい部ぶもそこにいるだろうしね」

「だろうな」

　移動しようとすると、神楽が俺の肩かたを叩たたく。

「学校の方は問題ないだろうか？　戻らなければまずいだろう」

「それは確かに騒さわぎになるな」

　行方不明で大捜索とかは勘かん弁べんしたいところだ。さて、どうするかな。

「じゃあ神楽先輩、先生達に僕達が警けい察さつへ証しよう言げん者しやとして呼ばれたと言っておいてください。そのまま帰宅するという事もお願いします」

「そ、それは、私はここで帰れという事か？」

　驚きを示した顔に対し、アオが困ったような顔をする。

「先輩は生徒会長ですから今朝の挨あい拶さつみたいに、学校に帰ってから帰りの挨拶みたいなのをしなきゃいけないんじゃないですか？」

　うっ！　と図星なのか、その表情に焦りが生まれる。

「つーわけで神楽、帰れ。俺はある程度、この事件の真相を摑つかみかけてる。問題は核心なんだよ。メインスタッフルームに行けば、それが摑めるかもしれない。行っていいよね？」

　根津刑事を見ると、コクコクと首を縦に振る。

「しかしここまで来て引き返すだなんて納得出来ぬ。私だってＰｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインの一員なのに」

　そう言って俺との間合いを詰める神楽の綺き麗れいな顔に向けて、俺は呆あきれ口く調ちようで返す。

「テロの危険性は確かにもうない。でもお前、実はまだＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎじゃないし」

「まだ雇こ用よう契けい約やく書しよを認可してくれてないのか……」

「あの後すぐホテルに軟なん禁きんされたんだから、当たり前だろ」

　引き下がらない神楽を、俺は真ま面じ目めに見つめる。

「もう、お前を危険な目に遭あわせられない。今日はもうカテイミライは使えないから、お前を確実に守る術すべがない。約束だったな。どうしても俺達が駄だ目めだという時は、絶対に逃にげると」

　不満を爆発させていた神楽はその言葉にやっと頷いたものの、怪け訝げんそうな声で聞いてくる。

「まだ危険があるのか？」

「これ以上は言えねぇけどな。だからお前は帰れ。それに神楽には待ってくれてる両親とか友達とか、ちゃんといんだろ。そいつらを安心させてやれよ。生徒会長さん」

　そう言われ、神楽は何か感じたところがあったのか、観念したように息を吐ついた。

「分かった。だが君達の事を待っている者もいる。その事を忘れるな？」

「……真ま希きさんとか？」

　首を捻ひねり尋たずねると、神楽がふふっと笑った。

「私だよ」

「…………」

　またそういう恥はずかしい事を、こいつは……。
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　流石さすがにちょっと恥ずかしかったのか、神楽が自分の頰ほおをとんとんと叩きながら付け加えた。

「後は瀬せ尾おくんもな！」

「そうかもな」

　少し穏おだやかな声を出してしまった。その事が気恥ずかしかったので、アオにすぐ伝える。

「念のため……アオ、入り口まで送ってやれ」

　言われたアオは、何処か楽しそうな顔をしている。なんだ？

「いいや、なんでもないよ。了解」

　なんか心読まれた!?　ともかく、観覧車も一周して人ひと質じちとなっていた人達が全員降りたのを確認した後、俺と根津刑事は爆ばく破はされたメインスタッフルームへ、蒼あお春はる達は入り口へ向かう事にした。
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「それじゃあ僕は、兄さんのところへ戻りますね」

　神楽かぐら先輩を入り口近くまで送り、告つげると神楽先輩がもの言いたげな表情をしている。

「どうしました？」

「聞きたい事がある。先ほどジェットコースターの時に聞こうかとも思ったのだが……時間がなかったし」

「なるほど。それで、何が聞きたかったんですか？」

　事件の事だろうか？　そう思っていると、少し言いづらそうに先輩が告げる。

「赤あか哉やくんは、何な故ぜあそこまで人の死に敏びん感かんなんだろうか？」

　……聞かれない方がおかしいか。確かにゲーム前の兄さんの拒きよ絶ぜつは、いつもの様子とは程遠かった。

　言うべきか……神楽先輩はＰｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインのメンバーとなる人だ。知る権利は大いにあるし、これを知れば兄さんがあれほどまでに神楽先輩を採用するのを渋しぶっていた理由にも、合が点てんがいくだろう。

「僕達に両親がいないのは知ってましたっけ？」

「あ、あぁ。赤哉くんから前に聞いている」

「母は僕達が物心つく前に、行方ゆくえ不ふ明めいになりました。でも、父さん……四しノの宮みや春はる人とは僕達を男手一つでしっかりと育ててくれました。明るく、優しく、探たん偵ていとしての仕事を謳おう歌かしてて……僕達はそんな父さんが大好きでした。でも８年前、大好きだった父は亡なくなりました。それも、兄さんの目の前で……惨ざん殺さつされる形で」

　自分でも声が震ふるえたのが分かる。神楽先輩の目が大きく見開かれ、コクリと喉のどの鳴る音がする。

「それからです。兄さんが身近な人の死をひどく恐おそれるようになったのは」

　いつもは極きよく端たんなまでにやる気のない兄さん。そんな兄さんが、居ても立っても居られなくなるほど、父さんの死は兄さんを縛しばり付けている。

　そうでなければ、こうして自分の死の危険を顧かえりみず、テロリストに挑いどむなんて事をするわけがないのだから。

「兄さんがＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎに先輩を入れたくなかったのは、先輩みたいないい人を守れなかった時が来るのが、怖いんだと思うんです」

「……そう……だったのか」

　兄さんがいるであろう、メインスタッフルームの方を見つめる姿。

　もしかしたら、これを聞いてこの人はＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎから離れるかもしれない。だがそれでもいい。兄さんの心が守られるなら、それでも……。

「死んでも命の冒ぼう瀆とくとはならない……などと言うべきではなかったな。ならば尚なお更さら、君達の力にならないとな」

「……は？」

　思いもよらない返しに、今度はこちらが目を見開く。そして満ち足りたような顔で先輩は言うのだ。

「私が死ななければ、それは自信に繫つながるだろう。彼の恐怖の克こく服ふくに繫がるかもしれない……というのは流石さすがに楽らつ観かん的てきすぎる考えかもしれないが、彼が少しでもトラウマを克服できればと君も思っている。そうだろう？」

　見抜かれている……どうして？

　顔に表れていたのか、先輩はふふっと笑った。

「君は赤哉くんを大事にしているから。彼が辛つらそうにしているのは、嫌いやなんじゃないかと思ってね」

「……名めい推すい理りですね」

「こんなのは推理とは言わないさ。あの時、辛そうにしていたのは、赤哉くんだけじゃなかったから」

　知らず知らずのうちに、僕の様子までしっかりと見られていたらしい。本当にあなたという人は……。

「先輩なら、本当にやってくれるかもしれないですね」

「え？」

　口元の笑えみを抑おさえて、僕は言い放つ。

「じゃあ戻ります。先輩も気をつけて帰ってください」

「あ、あぁ」

　驚いた顔に背を向けて、急いで走り出す。

　神楽先輩……あの人なら、今の兄さんを、あの兄さんを変えてくれるかもしれない。

　メインスタッフルームへと向かう足は、何ど処こか軽かろやかだった。
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「こりゃひでぇな」

「うん……本当に酷ひどい」

　この距離でも、肌はだをチリチリと撫なでてくる熱風を感じる。

　メインスタッフルームだったその場所は、黒い煙けむりと赤い火を立ち昇のぼらせている。

　必死に行われる消火活動を見ながら、俺もアオも戦せん慄りつしていた。

　爆ばく破はがあれば、二次災さい害がいとして火災もありえる。

　それもアトラクションではなく、建物であるスタッフルームなら尚なお更さらその確かく率りつは高い。

　あれだけ焼けていると死体の炭たん化かも酷いかもしれない。となると、人物の判別は困難か。

　にしても、何度見ても凄すさまじい威い力りよくの爆ばく弾だんだ。カテイミライで見たものも合わせての話ではあるが。

　立ち尽つくしていると急に、声をかけられる。

「お前達、もう来ていたのか」

「お疲れ様です警けい部ぶ！」

　疲れた表情のおっさんに、根ね津づ刑事が敬礼した。

　俺もそれに準じて小さく頭を下げ、アオもきちんと礼をして続く。

「君達もご苦労だった。おかげでアトラクションに乗った人質は全員無事のようだ」

　警部はぶっきらぼうにそう告つげて頭を下げると、スーツの内ポケットからタバコを取り出し火をつける。

「あれ？　俺が首しゆ謀ぼう者しやだから、ゲームは全部クリア出来て当たり前なんじゃないですか？」

　あまりにも今までと対応が違いすぎて、拍ひよう子し抜ぬけしてしまうのもしょうがないだろう。

　すると、警部が説明をし始めた。

「実は全ての爆弾が仕掛けられたのは、昨日きのうの夜から今日の早朝にかけてだった事が、パークスタッフの話を聞いて分かったからな。昨日から完全に監かん視し下かに入っていた君達が関わっている確率は、相当に低くなるわけだ。首謀者の連絡なしに、ここまで大だい規き模ぼなテロは普通行わんだろう」

「いや、全部計画通りなのかもしれませんよ。俺が自分の疑いを少しでもそらすために考えたのかも」

　捕つかまる前からこうなる事を予想して、指示を出しておいたという可能性もあるだろう。

　しかし警部は告げる。

「君が犯人だと思えない根こん拠きよは他にもある。この遊園地は、アトラクション全てに監視カメラが付いているわけじゃない。という事はだ」

　その言葉の続きをアオが紡つむぐ。

「あぁ。僕達がアトラクションに乗った時に、アトラクションを全ぜん停てい止しさせてしまう可能性がある」

「その通りだ」

　なるほど。もしこのテロ事件が俺達が警けい察さつから信用を得て、尚なお且かつ疑いをそらすために計画されたとしたら、ゲームをクリアする事前ぜん提ていで動く事になる。

　そうする事で人質を救い、信頼を得なければならないのだから。

　しかし、もしアトラクションに捕とらわれてしまったら、それがそもそも出来なくなる。

「だけど、俺達が全くアトラクションに乗らない予定だったのなら、それは回かい避ひ出来る事ですよ」

　すぐに穴を指摘するが、それすらも警部は予想出来ていたらしかった。

「だが根津の話を聞く限り、君らはどれかアトラクションに乗るつもりでいたし、全アトラクションが止まった10時の時点で乗れなかったのは、たまたま会った人間と話し込んでいたからだと聞いたぞ？」

「つまり赤あか哉やさん達の疑いは、完全に晴れたって事ですね！」

　根津刑事が嬉うれしそうに、警部に向かって口を開く。

「まぁ、かなり可能性は低くなったという事だ」

　薄くなった頭を搔かきながら、警部は呟つぶやいた。

　なるほどね。だから先ほどの電話の時点で、少し警けい戒かいを解といていたのか。

　ならこの質問を最後に、この人を完全に味方として見てもいいかもしれない。

「警部が爆弾犯の事件を担たん当とうする事になったのって、なんでですか？」

　急な質問に、警部の顔が訝いぶかしむものに変わる。

「何か意味のある質問なのか、それは」

「意味のない質問は基本、俺はしませんよ」

　すぐにそう答えると、根津刑事をちらっと一いち瞥べつしてから警部は答える。

「今回俺が担当したのはたまたまだ。だが強しいて言うならば、事件の主任だった根津から君達の話を聞いて疑いを持ったからだよ」

「そうですね。私が悩んでいた時に、警部が見かねて声をかけてくださったんです」

　根津刑事が苦笑気味にそう言った。

　よし。大丈夫。ならこの人はきっと味方だ。

　俺は大きく息を吐き、一つ黙もく礼れいしてから警部を見み据すえた。

「ありがとうございます。では質問責めになりますけど、さっき爆弾を仕掛けられたのが昨日の夜から今日の朝にかけてまでって言いましたよね？　スタッフの証言の何が決め手でしたか？」

「また急な質問だな……確かにこの事件での疑いは晴れたと見ているが、探たん偵てい業務の全てを信用したわけではないぞ」

　警部が大きく眉まゆを寄せそう言った。その表情から、本音を言ったのであろう事が分かる。

　しかし解決のためには、食い下がるわけにはいかない。

「俺も事件が見えてきてはいるんですよ。だから少しでも気になる情報は欲しい。お願いします」

　頭を下げると、アオも頭を下げた。

「僕からもお願いします。必ず無む駄だにはしませんし、口外しない事を約束しますので」

　頭を下げたままにしていると、諦あきらめたような吐と息いきが聞こえた。

　顔を上げると警部が渋しぶ々しぶ口を開く。

「実は昨日の閉園後に、ヤゴトスーパーランドの上層部のスタッフ達でアトラクション点検を行ったらしい。点検に備えてチェックした各アトラクションの担当スタッフによると、その時点では問題なかったそうだ」

　隣でアオが考えながら口を開く。

「閉園後に点検を行った上層部のスタッフ達で、爆弾を仕掛けたという可能性は？」

「真相はもう闇やみの中だ。何な故ぜなら」

　警部はタバコの煙を見ながら言葉を継つぐ。

「この爆破で、点検を行ったスタッフ達は亡なくなったかもしれない。朝までの作業だったから、仮眠をメインスタッフルームで取っていたらしくてな」

　重く言い放ち、煙をぼぅとまた吐く警部。

　その見つめる先には黒々とした景色が広がっている。

「もし、そのスタッフ達が今回の犯人だとするなら、アトラクションを全停止出来たのも納得だ。機械室の扱あつかいなんてお手の物だろうからな」

　スタッフが実行犯。警部の話が真実なら、状況証しよう拠こからそれはありえると言える。

　だが、だとしたら小お沼ぬま刑事は？　パークスタッフ上層部の人間達と共きよう謀ぼうして、今回のテロを行った？

　警部が言った事がこうまで気になっているのは、機械室のコントロールが出来る事もそうだが、一番の理由は例のハイパーツイスターのゲームでのあの出来事。

　ゲームを作った犯人は、ヤゴトスーパーランドにある全てのＰＣのフォントがアリアルフォントであると知っていた。

　それを知る事が出来るのは、ヤゴトスーパーランドになんらかの形で関わっている人間だけのはずだ。

　間違ってないはずだが……。

　黙だまり込んで考えていると、警部がおもむろに尋たずねる。

「何か気になる事があるのか？」

「ありますけど、亡くなった人達の身元を確認するまでは、なんとも言えないですよ」

「そうか、なら鎮ちん火かするのを待つしかないな」

　警部が呟いてからすぐ無言になる。

　何も出来ず、ただただスタッフルームだったものが焼け落ちるのを俺達は見ていた。
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　メインスタッフルーム跡あと地ちに入れるようになったのは、時計が17時を回ってからだった。

　と言っても捜そう索さくするのは警けい察さつであり、僕達はその間、情報を警けい部ぶ達と整理していた。

「では出てくるはずの遺い体たいは上層部のスタッフ４人、アナウンススタッフと事務仕事を行っていたスタッフ、小お沼ぬま刑事、機械室を見張っていた警けい備び員いんを合わせて８体あればいいんですね？」

「その通りだ。まぁ、それ以上出てきてもおかしくはないがな」

「犯人グループが上層部のスタッフ４人だけとは限らない。ってとこですか」

　兄さんが言うと、篠田警部の眉み間けんにシワが寄る。

　兄さんは、無事園内を脱だつ出しゆつして警察に集められているパークスタッフの方を見ていた。

「あの、あっちの助かったパークスタッフに話を聞いてもいいすか？」

「何を聞くんだ？　点検以外に不審な話は出てこなかったぞ」

　少し不ふ機き嫌げんそうに言ったのは、多分信用されなかったと思っているからだろう。

　しかし、兄さんは平然と言ってのける。

「他に聞きたいことがあるんです。変な事は聞きません。なんなら警部と根ね津づ刑事も同伴してくれて構いません」

「ほう、ならついていこう」

　連れだってパークスタッフのもとへ行くと、それぞれ思うところがあるような表情をしている。

「あの、話いいですか？」

　兄さんが尋たずねたのは何ど処こかで見た人だと思ったが、よく見たらあの時、いたずらをしたらしき子と一緒にいたパークスタッフだ。

「な、なんですか？」

　兄さんのすぐ後ろにいる篠田警部のせいか、警けい戒かいするようにパークスタッフはどもる。

「機械室がこうやって爆ばく発はつで吹き飛んでも、アトラクションは動くんですか？」

「あ、確かに。機械室にあるスーパーコンピューターも吹き飛んでますよね？」

　となると、機械室が吹き飛んでも観かん覧らん車しやが正常に動いて人ひと質じちを降ろせた事に疑問が出る。

「あ、あぁ。確かに機械室のスーパーコンピューターは吹き飛んでるけど、各アトラクションの操そう作さ室しつにあるパソコンや操作盤ばんが無事なら、問題ないらしいんで」

　確かに操作室には、今回ゲームをやらされたパソコンとかがあった。だがそれなら……。

「じゃあ、なんでスーパーコンピューターなんて必要なんですか？」

「いや。万が一操作室のパソコンや操作盤が駄だ目めになった時のために、あれはあるんです」

「その事を知ってるのは？」

「勿もち論ろんここで働く関係者のみですよ」

　聞く限り、人気のあるアトラクションが突然不調を起こしてしまった場合困るとの事でそのスーパーコンピューターとやらは存在するらしい。

「しかしその方法を取っていたのが、今回裏目に出てしまったわけだ。犯人達に利用されてしまった」

「そうですね」

　警部の言葉に、根津刑事が物悲しそうに俯うつむく。しかし兄さんは立て続けに尋ねる。

「じゃあ正直、メインスタッフルームや機械室が爆破されても困る事は当面ない？」

　兄さんの疑ぎ念ねんを持った視線に、スタッフはいやいやと首を横に振る。

「大事な書類とかもあるはずですし、色々困る事はあると思いますよ。あ、それにあれも燃えちゃったって事だよなぁ。うわーもったいないなぁ」

　スタッフが何かに気付いたように、苦い表情を浮かべる。

「あれって？」

「いやえっと、事件には関係ないと」

　スタッフは躊躇ためらうが、兄さんは追及する。

「どんな事でもヒントになりえます。どうぞ」

「え、えぇ。あの、うちのアウローラに描いてもらった絵って知ってます？　あれって画家に動物の絵を描いてもらって、それを巨大なシールにしたものをゴンドラ内に貼っつけてたんですよ。そのうち使えなかった絵のシールがあったんですけど、凄すごい出来のいい絵だったから。あれも燃えちゃったんだなぁって」

　名残なごり惜おしそうに言うスタッフに、兄さんはさっきより真に迫せまった顔で問う。

「使えないってどういう事すか？」

「あ、あぁ。その画家が頼んだのと違うものを描いてきたんですよ。だから使えなくて……まぁ、実は昨日だけは使っちゃったんですけど」

　ボソボソと、最後の方だけ少し申し訳なさそうな声になる。

「使った？　どうして？」

　兄さんが尋ねると、スタッフは忌々しそうに口を開く。

「ほら、昨日点検があったじゃないですか？　実はアウローラの最後の回で、子供のいたずらでシールに落書きされて、いったん剝はがしてたんです。でも点検するのにシールがないわけにもいかないから代わりにそれ貼っつけて、その間、シールの落書きをどうにか消す事にして……も、勿論、今日の開園までには元に戻しましたけどね！　もうバレないかとヒヤヒヤで……えっとこれ、誰にも言ってないんでオフレコで。バレたら怒られちゃうかもしれないし」

　慌あわてて手を合わせたスタッフに対して、根津刑事や警部は少し苦笑いをする。

「大丈夫ですよ」

「それに落書きをしたのは子供なんだから、君のせいにはならんだろう」

　例のいたずらっ子が、まさかここで話に出てくるなんて思わなかったな。

　けれど兄さんは真ま面じ目めな顔で、深く考え込んでいた。

　そして思いついたように口を開く。

「スタッフの方って結構いますけど、全員の顔を知ってます？　上層部のスタッフの人達も合わせて」

　兄さんの問いに警部が疑念を持った。

「どういう事だ？」

「ん？　いや、後で話します。まだぼやっとした考えなんで」

　誤ご魔ま化かすように微笑ほほえんだ兄さんは、スタッフに目を向ける。

「えっと、そりゃあ支配人や課長達同士は顔と名前を完かん璧ぺきに一いつ致ちさせてるでしょうけど、僕達みたいなアトラクションスタッフって、アルバイトとか派は遣けんスタッフが多いんですよ。だから顔と名前を全員覚えてるって事は、僕も含めてないかと」

「そうすか。となるとちょっとまずいかな……警部、捕つかまってた人質達って全員帰しました？」

「はぁ？　そりゃ、何人かは話を聞くために残ってもらっているが。多くは帰ったぞ」

「あーやべぇな」

　そう言うが、兄さんはとても冷さめた顔をしている。

「だから何がだ！」

　声を荒あららげた警部に、兄さんは極きわめて冷静に答える。

「犯人達は人質に紛まぎれて逃にげたかもしれないって事ですよ」

「な、何？」

　警部が驚いたような顔を見せる。

「パークスタッフが全員の顔を把は握あく出来ていないのなら、上層部のスタッフが制服を脱ぬいで人質にまぎれ込んで逃げても気付かれないでしょう」

「なんだと」

　警部の耳を疑うような様子に対して、兄さんは平素と変わらぬふうに説明を続ける。

「だからもし、この黒くろ焦こげの場所に、遺体が８体ないのなら」

「警部！」

　兄さんがそこまで言った時、メインスタッフルームの捜索を行っていた刑事が大声を張り上げ、警部に駆かけ寄ってくる。

「どうした？」

「黒焦げに炭たん化かした遺体が４つ発見されました」

「４つ？　それ以外は？」

「ないと思われます」

　そこまで聞いて、警部が頭が痛そうにこめかみを押さえた。

「どういう事だ……」

「そんな」

　根津刑事が悔くやしそうに呻うめくが、兄さんは真面目な顔で腕うでを組み、そして確かに不敵に微笑んだ。

「爆弾犯の事件、指し紋もんのないペンチ、テロリストの数々の試ためすようなゲーム、予想より少ない焼死体、そして何よりも、いたずらによって変わっていたアウローラの動物のシール」

　兄さんはいくつかの言葉を紡つむぎながら真まっ直すぐに空を見上げる。何回見てきた表情だろう。思考を積つみ、無駄な思考を摘つみ、疑わしきを詰む。

　そして兄さんは決まってこう呟つぶやくのだ。

「詰みきった罪斬つた」
















「兄さん、まさか」

　兄さんが僕に対して無言で頷き、警部に対して口を開く。

「安心してください警部。まだなんとかなるかもしれません。とにかく次は各アトラクションに仕掛けられた爆ばく弾だんを見つけるのと、解かい析せきじゃないですか？　そこから何か分かるかも。それと、メインスタッフルームの焼け跡あとで捜さがしてほしいものがあります」

「それは一体？」

「まぁまぁ。あとそれとは別に、頼みもあるんすけど」

　兄さんは警部にそう言って、誰にも聞こえぬよう耳打ちをする。

　それは長く、僕も根津刑事も少し気になるレベルだった。

　ただ、あの日本語として成り立っているか微び妙みようなラインの変な決め台詞ぜりふから、一つ言える事。それは……解決はすぐ目の前まで迫ったという事だ。
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　警けい部ぶに頼みを聞いてもらった後、警けい察さつは各アトラクションを厳げん重じゆうに調査する事に決めた。

　残された俺は、既すでに帰き宅たくを許されて緊きん張ちようを解といているスタッフに話しかける。

「まだ質問あるんすけど、例のシールってメインルームに置いてあったので全部ですか？」

「アウローラの絵のシールですか？　いや、課長とかも予備のシールを持ってると思いますけど」

「えっと……それって例の、違うやつもあります？」

「はぁ。多分」

　要よう領りようを得ないように首を捻ひねるスタッフに、人差し指を立てる。

「その動物って、猫ねこじゃありません？」

「え、なんでわかるんですか？」

　びっくりしたような顔に、俺は笑って誤ご魔ま化かす。

「いやいやそれはどうでも良くて、えっとっすね、刑事さんから頼まれてる事があるんすよ。力貸してくれませんか？」

「え？　いいですけど、何をすれば？」

「実はですね……捜そう査さのために観かん覧らん車しやを動かしてもらいたいのと、動かした後、俺が乗る、そうだな……赤いゴンドラに、その猫のシールを貼っておいて欲しいんです」

「え？　なんのために」

「頼みます！　捜査のためなんすよ、お願いします！」

　俺が頭を下げると、スタッフは渋しぶ々しぶ頷く。

「わ、分かりましたよ。課長に頼んで許可もらってきますね」

「ありがとうございます！」

　よし、これで舞ぶ台たいは整った、後は……。

　横で俺の行動を物言わず眺ながめているアオに話しかける。

「アオ、今日はもうカテイミライは使えない。もしもの時は頼む」

　言うとアオはニッコリ微笑ほほえんで言う。

「その代わり、そのもしもの時は明日の夕飯、兄さんが作ってね」

「無償じゃないのかよ……」

　うちの弟マジしたたか。でも疲れている今日の夕飯でないところに優しさを感じるし、したたかなところは生きてくのに大事だからしょうがない。……俺弟に甘いなー。

　しかし、そんなアオはふぅっと息を吐ついた。

「冗談だよ。でも、もしもの時なんてないよ。僕が兄さんを守りきるからね」

　なんでさらっとそういう事言えちゃうかね。ヒーロー？　かっこ良すぎ。

　締まった顔でそう言ったアオは、俺の肩かたを一つポンと叩たたいてまた笑った。

「だから思いっきり気にせずやっちゃってよ」

「おう」

　そう。弟に頼まれたら基本断らない俺だ。

　んじゃいっちょ解決に向けて仕掛けてみますか。
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　若じやつ干かん暗くら闇やみになっていく空を、雲くもが覆おおい尽つくしていく。

　雲間から見える薄うす闇やみはいつもと違い、おどろおどろしいように見える。

　まるで雲を隠かくれ蓑みのにしているように、今日だけは見えるのだ。

　そんな空から視線を元に戻すと、根ね津づ刑事達が戻ってくる。

　会話しながら早歩きでこちらに向かってくる様は、仕事の出来る大人おとなの姿に見えてかっこいい。

「とにかく、全部の爆ばく弾だんは機能を停てい止ししてるようでホッとしました」

　根津刑事の言葉に警部も頷うなずく。

「あぁ。そうだな」

　篠しの田だ警部は俺とアオをちらっと見て、すぐにぐっと目を凝こらす。

「どういうつもりだ。四しノの宮みや赤あか哉や」

　威い圧あつある言葉を気にせず、俺は根津刑事に話しかけた。

「根津刑事、ちょっとアウローラで調べたい事があって。一緒に来てくれません？」

「え？　わ、私ですか？」

　根津刑事が驚いていると、警部が俺に摑つかみかかった。威圧感を通り越して、怒りを纏まとっている。

「どういうつもりだと聞いたんだぞ、俺は」

「それは後になれば分かるかと」

　怒りの形ぎよう相そうを見せる瞳ひとみを強く見つめ返す。

　数秒の後、摑まれた服をパッと離された。

「何も出なければ、貴き様さまを許さんぞ」

「出してみせますよ。ね？　根津刑事」

「は？　はぁ」

　事情が分かっていない根津刑事が、眼鏡めがねのフレームをくいくいさせながら心配そうに頷く。

　すると、とりなすようにアオが優しい声を出す。

「取とり敢あえず行きましょうか」

　先せん導どうするアオに続いて、俺達は観覧車アウローラまで足を進める。

　とてもギスギスした空気だが、アオがその場の空気を壊こわさぬように振る舞うため、時間が進むのはそう遅く感じなかった。

　観覧車の前にはパークスタッフが一人立っていた。先ほどのあのスタッフだ。

「あれ？　なんで」

　根津刑事の疑問にいち早く答える。

「あぁ。動かしてもらったんすよ。観覧車に乗らないと、分かんない事があるんで」

「なるほど！」

「取り敢えず、俺と根津刑事だけでいいっすよ。四人で乗ってもアレですし」

　その言葉に、根津刑事が眉まゆをひそめる。そして警部の方を見るが、警部は何も言わず、ただただ俺を睨にらんでいた。

　演技ではないのだろうが、それはありがたい。流石にこの空気で俺と篠田警部を密みつ閉ぺい空間に入れようとは誰だれも思うまい。

「えっとじゃあ、私と赤哉さんだけで乗りましょうか」

「そうしましょう。んじゃ早速」

　ニッコリ笑った俺は根津刑事の手を引っ張り、乗り場へと向かう。警部とアオはゆっくりと追う形で歩いていた。

　スタッフに一礼して、赤いゴンドラに乗り込むとなるほど。出来たばかりなのが頷けるほど中は綺き麗れいで、例の絵も素す晴ばらしく映えている。

「私、観覧車とか久しぶりです」

「俺もです」

　微笑んでそう言ってから座席に座る。それに続いて根津刑事も反対側の座席に座り、ガタンとスタッフにより扉とびらが閉められた。

　この観覧車に人質達は閉じ込められ、どれだけ怖い思いをしたのだろうか？

　その胸きよう中ちゆうを察する事は出来ないが、同情する事は出来る。だからこそ彼らの気持ちに報むくいるため、俺はここに座って、今から全てを解き明かし、希望を創り出すのだ。

「赤哉さん？」

　俺が黙り込んだのを見て、根津刑事が訝いぶかしむ。

「あぁ、すみません。これから俺の考える今回の事件の見立てを聞いてくれませんか？」

「は、はい。私で良ければ」

　少し動どう揺ようしたように頷いた根津刑事に、俺は安あん堵どの息を吐いた。

「良かった。んじゃ話しますね」

「はい！　お願いします！」

　促うながしを得て、俺は指を立てて順序立て、話し始める。

「まず、例の爆弾事件、菅かん田だ刑事がテロリストの仲間だと思った理由で話し忘れてた事がありました」

「それは？」

「例のペンチですよ」

　俺は指をチョキにして挟はさんだり開いたりして見せる。

「ペンチに指し紋もんはなかったが、指紋を拭ふき取ってから置いていくくらいなら、持って逃げた方が早い。つまりこの事から言えるのは一つ。菅田刑事がペンチで爆弾犯の手て錠じようを切ったんです。指紋がつかないように白手袋を使ってね。だから俺は、共きよう犯はん者しやは菅田刑事だと思った」

　俺が苦々しく呟つぶやくと、根津刑事も小さく頷く。俺はオホンと一つ咳せきをして声の調子を整えた。

「話を続けます。多分、爆弾犯との打ち合わせでは威い嚇かく射しや撃げきとか、身体からだの何ど処こか一部を撃うたれて、やむをえない状況で犯人を逃にがしてしまうという筋書きだったんでしょう。しかし、そうはならず、菅田刑事は殺される。駅での爆弾事件の目的は、菅田刑事を殺すための作戦だったという事は話しましたよね」

「はい。でもわざわざ予告状を出して、警けい官かんを集めておいてから逃がすなんて、なんの意味があるのかと菅田刑事は怪しまなかったんでしょうか？」

　根津刑事の目が瞬いた。

「恐らく警察の注意を集めておいて、別の計画を実行するとでも言ったんでしょう。『我らの崇すう高こうなる計画』のためだとね」

　ここはあまり確信のないところだが、実際流れとしては間違っていないと思う。

　外を見やると、観覧車は上昇し続けて、今はてっぺん間際まで登ったところだろうか。

　だが景色に見入るでもなく視線を戻すと、根津刑事は今まさに口を開こうとしていた。

「かなり面倒な殺し方をしましたね」

「前ぜん述じゆつの通り、菅田刑事が身辺を調べられるような死に方をするのは、テロリスト側としてはＮＧですから」

　そこまで言うと、俺は一つ伸びをしてみせる。

「取り敢えず俺の妄もう想そうから、この事件の現実的な推すい理りになった事は分かっていただけましたか？」

「はい。ですが爆弾事件が、どう今回の遊園地の事件に繫がってくるんですか？」

　俺は張り詰めた空気を霧む散さんさせるが如ごとく、強く手をパンと叩いた。

「そこなんですけど、俺が一番爆弾事件でおかしいなって思ったのは、警察がまんまと逃げられてしまったというところです」

「そ、それは、私達の不徳のいたすところで」

「それにしてもですよ。コンビニの、しかもトイレなんて密閉空間の中で、発はつ砲ぽう音おんまで出しているにもかかわらず、十人相手に逃げ切るなんて、それが出来るんなら化け物だ」

「現に出来てるんですから、疑う余地はないんじゃ」

「いいや。こう考える方がまだ納得出来ます。菅田刑事以外にも、犯人の逃とう亡ぼうを手伝った刑事がいたってね」

　根津刑事の表情が一いつ瞬しゆん固まる。

「テロ組そ織しきのメンバーが他にも？」

「はい」

「そ、それはいくらなんでも、無茶苦茶ですよ」

「どうして？」

「だ、だって、捜査に来た警察がグルだったなんて、普通に考えて無茶苦茶です」

「どうですかねぇ、だって俺の推理だと、菅田刑事も小お沼ぬま刑事もテロリストですよ？　それならもっと疑わしい人もいますけどね」

「え？」

　根津刑事は目を見開いた。会話から少しずつ熱を抜いていく。こうする事が自分の集中力を研とぎ澄すます方法だという事を、俺は知っている。

　そしてその時、こちらに向けられた目に敵意が宿った。

「赤哉さんは……私を疑っているんですね？」

「はい。寧むしろ俺は、根津刑事が今回の事件のキーマンなんじゃないかとすら思っています」

　自分でもこんな言い方をするのは性格が悪いと思う。こうやって遠回しに攻めていくから、俺はまともな友達がいないんだろう。

「キーマン？」

　はっきりそう告つげると、不快な顔が露あらわになる。

「酷ひどいですよ赤哉さん！　私今まで一いつ生しよう懸けん命めいに刑事をやってきたのに……そんなふうに思われるなんて心外です」

「悪いですけど、俺は刑事だろうが、弁べん護ご士しだろうが、聖職者だろうが、疑うべき者は疑います。俺が無条件で心から信用してんのは、アオと真希さんだけだ」

　言い放つと俺は真まっ直すぐ根津刑事に向けて、人差し指を立てた。すると睨ねめるような視線がこちらに刺ささる。

「そこまで言うんなら、私が事件に関わっているっていう根拠があるんですよね？」

「はい。その通りです」

　平然と言いのけて、息を一つ吸った後、吐き出すように述べる。

「今回の遊園地事件、まさにＰｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインには不利な事が多すぎませんでしたか？　まるで犯人側がＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの情報を全て知っているかのようだった」

「言われてみればという感じですけど」

「そうでしょうか？　何度もカテイミライの弱点を突かれ、警察に疑われるような状況に追い込まれて、携けい帯たいを取られアオと連れん携けいが取れなくなって、警察の監かん視し下かにも置かれた。ここまで揃そろってたら普通は疑いますよ？　あぁ、テロ組織にカテイミライの事を熟じゆく知ちしている人間がいるって」

「偶ぐう然ぜんかもしれません」

「偶然ですか……じゃあ、順を追って偶然とは思えないようにしてあげます。まず第一に最後の数字当てゲーム。おかしいと思いませんでした？」

「何処がですか？」

「だって、全てのゲームをクリアしたのが、同じ人物である事を前ぜん提ていにしたゲームだったじゃないですか」

「それが？」

　この人は既に考える事を放ほう棄きしている。それは真実を、少しでも隠そうとする人間の行動だ。

「つまりです。犯人側は、俺達、厳げん密みつに言えば俺のカテイミライを使わないと、まずクリア出来ないゲームを用意していた。そしてそれは、犯人の中に俺達がカテイミライを使える事を知ってる人物がいるという事を示している」

　根津刑事は黙っている。口を開く事を恐おそれているような、そんな様子だった。

「それはあなただ」

「違います！　私はテロリストじゃない！」

「……ま、いいや。そっちの証しよう拠こは今からお見せします。お、降り始めましたよ根津刑事」

　周りが見えなくなってくると良くない兆ちよう候こうだし、余裕は持てていると自分に言い聞かせる。

　アトラクションの向こうの園外の建物も小さく見えている。

　あの中の何処かにＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎもあるのだろう。

「あれはなんですか？　赤哉さん」

　根津刑事が見る先は、俺の見ている方向とはまるで違う。

　俺が景色を見ているのに対し、根津刑事はただ下を注視している。

　そこに広がるのは、ずらっと並んだ青の帽ぼう子しを被った人の波。

　そう、観覧車の下では警官隊が待ち構えていたのだ。

「何って……あなたを逃がさないために警部に頼んだんですよ。犯人の仲間と観覧車に乗るんで、逃がさないように取り囲んでおいてくださいってね」

「私は犯人の仲間じゃありません」

　しっかりと言い述のべる顔には、本気の敵意を感じた。別に女性の犯人を追い詰めるのは初めてじゃないが、どうにも慣れないな。

「ならいくつか俺の質問に、しっかり答えてもらえますか？」

「ええ。構いませんよ」

　口く調ちようは穏おだやかだが、内心はどうだかな。

「ブルガリアって国あるでしょ。あそこの干支って、根津刑事知ってます？」

　言った瞬しゆん間かん、物もの凄すごいジト目が返ってきた。

「もしかしてふざけてますか？　赤哉さん」

「いやいや、真面目も真面目。大真面目だよ」

「ブルガリアに干支なんてあるんですか？」

「あぁ。知らないんだ」

　ちょっと馬ば鹿かにしたように笑うと、根津刑事は顔をひきつらせる。

「すみませんね。無知で」

「いいえ。普通は知らないですから」

　穏やかに笑って返し、質問を続けた。

「次の質問です。アウローラについて知ってる事を教えてください。ほら、今け朝さ教えてくれた通りでいいんで」

「今朝？　あぁ。大観覧車アウローラ、最近オープンした観覧車で、知る人ぞ知るブルガリアの画家、ネービスが、犬や猫や猿の絵を観覧車の中に描いている。って言ったと思いますけど」

　罪斬った詰みきつたぜ……根津薫かおる。

「ほら、やっぱり根津刑事は、このテロ事件に関わっているじゃないですか」

　全く分からないといった様子で、怪け訝げんそうな顔が向けられる。

「何を言ってるんですか？」

「あれ？　気付いてないんですか？　根津刑事。今、自分がこのテロ事件に関わってるって自白したんですよ」

「意味の分からない質問に二つ答えただけですよね？　それで何な故ぜそんな断定をされないといけないんでしょう？」

　その目には何処か嘲ちよう笑しようの色が浮かんでいる。まるで愚おろかな者を見るかのように。だが、愚かなのはあなただ。

「この絵が……その猫の絵ですよね」

「はい、そうなんじゃないですかね。ところで根津刑事、この絵……見た事あります？」

　俺は観覧車に貼られている、いや、正しく言えばスタッフに貼ってもらった猫の絵を指さしたまま尋たずねる。

「ないですよ」

「それは噓うそだ」

　ポケットからパンフレットを取り出して渡すと、根津刑事はなるほど、と不敵に微笑む。

「確かにパンフレットには、動物の絵が描いてあるとしか描かれてませんもんね？　絵を見た事がないなら、何故動物の種類まで知ってるのかっていうんですね？」

「はい。その通りです。昨日の点検の際、根津刑事も観覧車に爆弾を仕掛けるのを手伝っていたか、犯人からゴンドラに描かれた絵の事を聞いていた。だから知っている。違いますか？」

　尋ねると、根津刑事は少し呆あきれたようなため息を吐いた。

「本当に残念ですよ、赤哉さん。凄い人だと思っていたのに。さっきからの話も結局のところ、状況証拠だけですし。意外と詰めが甘いんですね」

　黙っていると、諭さとすような声音が飛んでくる。

「いいですか？　別に観覧車を見てなくても、どんな動物が描かれていたのかなんて分かるんですよ」

「どうしてですか？」

「ほら、これです」

　根津刑事が見せてきたのは携帯の画面。そこには誰かが『アウローラに乗りました！　猿の絵が描いてあった！』という呟きを画像付きで投とう稿こうしたものがあった。

「これが？」

「ほら、見てください。猿。こういう投稿が普通にあるんです。私はアウローラに乗る前にこれを見てた。だから実際に見てなくても、どんな動物が描いてあるか知ってたんですよ」

　その見せつけている携帯を取り上げて、似たような呟きをスライドして見ていく。

「そうでしたか」

「えぇ、赤哉さん。そんな事で私を疑うなんて、早とちりしすぎですよ」

　困ったように笑った顔に対して、首を捻ってやる。

「あれ？　でも、猫が描いてある観覧車の画像は何処にもありませんよ？」

　アウローラが出来たのはそもそもここ最近であるため、そんな呟き自体が少ない。

　俺はあっという間に最後の呟きまで見てしまう。

「そ、それは。ブログか何かを見て知ってたんです。ヤゴトスーパーランドのアウローラに乗って、猫の絵を見たって」

　噓は、新たな噓を呼ぶ。そしてその新たな噓は隙すきを作る事が多い。今それを確信する。

「それはいつですか？」

「え？」

「そのブログを見たのはいつですか？」

「赤哉さん達が学校行事でここに来る事を知ってから、さわり知識を調べるために見ましたから。昨日赤哉さん達と別れてすぐぐらいかな」

「昨日の夕方ぐらい？」

「そうですね」

「なるほど……それはないでしょう」

　堪こらえられずふっと笑うと、敵意が濃こく向けられる。

「なんでですか？」

「ありえないんですよ、そんな事」

「だから……なんでなのかを聞いてるんです！」

　怒気を孕はらんだ声に、俺ははっきりと答えてやる。

「昨日の夕方の時点で、この猫の絵は観覧車になかったからですよ」

「は？　まさか……」

「そう、そのまさかです。アウローラの動物のテーマは【干え支と】」

　どうやら自分のミスにようやく気付いたらしい。根津刑事の顔が分かりやすく青くなった。

「例の子供の観覧車でのいたずら。そのせいでここに本来あった虎とらの絵にいたずら書きがされ、シールは外はずされた。昨日の閉園時間後、つまり客が誰もいなくなった後に、点検を恐れたパークスタッフが誰にも内緒でここに、本来あるはずのない猫の絵のシールを貼り付けていたんです。今日の朝まで。つまり猫の絵がこの観覧車に存在した期間は、昨日の閉園時間から今日の朝までだけなんですよ……もうお分かりですね？」

　穏やかに笑って告げると、根津刑事は青ざめたまま滔とう々とうと話す。

「……このゴンドラの中に【猫】の絵が貼ってあるのを見る事が出来たのは、これを貼ったパークスタッフと、点検を行った人間と、爆弾を仕掛けた人物だけ」

「はい。点検を行った人間はパークスタッフの上層部、つまり犯人グループとされている人物達です。パークスタッフは誰にも言ってないはずですし、猫の絵が描いてある事を知るには、犯人グループと事前に接せつ触しよくしたか、根津刑事自身がここに爆弾を仕掛けたかのどちらかしかありえない。あ、そうそう因ちなみに今までの会話、警察から借りておいた携帯を使って篠田警部に筒つつ抜ぬけです。観覧車を降りても言い逃れは出来ませんよ」

「………」

「答えてください。どちらですか？」

　追つい及きゆうすると、根津刑事が大きく俯うつむき、その肩を揺ゆらす。そして急に大きな声をあげた。

「あっはっはっはっは！」

　大笑いを始めた根津刑事。こんな彼女は見た事がない。少し狼狽うろたえていると、急にその口調が変わった。

「なるほど。流石Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎ、四ノ宮赤哉だわ。まさかそんな一言で私の事を見破るなんてね」

「それが本性ですか」

「えぇ、そう。これが私の本性」

　ニタァと笑ったその顔に、思わず寒さむ気けがした。まるで蛇へびが獲え物ものを捕とらえるかの如く、その瞳は眼鏡越しでも分かるほど怪あやしく輝かがやいていた。

「でも80点ね。あなたはまだ真相を摑みきれていない」

「メインスタッフルームの焼死体の数か？　あれなら上層部スタッフ以外の４人の死体だろ？　証拠隠いん滅めつのために、小沼が自分を含めた４人を消した。なんせ小沼は逃げようと遊園地を出たところで、顔を知られている警部達に遭そう遇ぐうしちまう。既に俺に疑われてるという情報をあんたから受けてるはずだから、警部との遭遇は色々とまずいからな」

　思う答えを言うが、彼女はせせら笑う。

「小沼が組織保全のために死ねる男という仮定の下の推理であるようだけど、それは正しいの？　あなたは本当に全ての可能性を考えたかしら？」

　全ての可能性……。確かに違い和わ感かんはあった。俺の考えの穴。それは一体……。

　小馬鹿にしたような顔を向ける根津刑事に苛いらつきを覚えないでもないが、俺は冷静に言葉を発する。

「それはあんたから聞き出せばいいだけの話だ。全部喋しやべってもらいますよ。消えた他のテロ組織のメンバーも、その黒くろ幕まくとされる人物の事も。……どうしてこんな事を？　あなたは刑事のはずでしょ。テロ行為なんて馬鹿げた事、どうして」

「その前にこちらも質問していいかしら？」

　断ったら確実に、こっちの質問には答えてくれなそうだ。

「どうぞ」

　速すみやかに許可すると、根津刑事は両手で顎あごを押さえるポーズを取る。

「どうしてブルガリアの干支なんて質問をしたの？　私を油断させるため？」

「あぁ、その事ですか。ブルガリアの干支では、虎は猫に置き換わるんですよ」

「猫？」

　刑事のまぶたがピクッと反応する。

「ブルガリアの画家、ネービスでしたっけ？　日本の干支を知らなかったんでしょうね。干支の動物を描けと言われて、ブルガリアの干支の動物を描いてしまった。だから猫の絵があるんです。もし、根津刑事がブルガリアの干支を知っていたら、先ほど犬、猫、猿の動物をあげたのも、ブルガリアの干支を知っていたから推すい察さつ出来たと言い逃れされてしまいますから」

「そこまで……読んでいたの」

「相手を少しずつ詰めるの、得意なんです」

　余裕があるように微笑んでみせ、すぐに真しん摯しな表情へと戻す。

「さぁ、じゃあ全部吐いてもらいましょうか。逮たい捕ほは無理でも、重要参考人としてあなたは連行される」

「それは無理ね」

「下では警察が待ってる。あなたは終わりです」

「そうね、だからその前に」

　その白い手は持っていた鞄かばんから、拳けん銃じゆうを取り出したのだった。

「あなたは危険。あの人を追い詰める脅きよう威いになりうる。だからそうなる前に」

　そして撃げき鉄てつを起こし、構えた。

「死んでください赤哉さん」
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「本当に、本当に根ね津づが……テロ組そ織しきの一員だというのか」

　篠しの田だ警けい部ぶが耳を疑いながらも、スピーカーになっている携けい帯たいが発した真実を口にする。

「そのようです。警部、兄さんの頼み通り、観かん覧らん車しやから降りた瞬しゆん間かんに確保をお願いしますね」

「未いまだに信じられん、あの根津が」

「警部、狼狽うろたえる時間はありませんよ。さっきの根津刑事の言葉から察するに、昨日の爆ばく弾だん事件に関わった警けい官かんにもテロ組織の仲間がいると見て間違いない。すぐに署に連絡を」

「そんな……」

「このままだと、また新たなテロ事件が起きてもおかしくない！　それでいいんですか!?」

　思わず強い口く調ちようになる。今回払われた犠ぎ牲せい、メインスタッフルームから発見された４人の死亡者に報むくいるためにも。……あれ？

　待てよ？　まさか、とんでもない思い違いをしてたんじゃないか？

　兄さんの今までの読みを総じて纏まとめたとするなら、確かにおかしい事がある。

　自分の中で同時に二つの疑問が生まれた一方で、強い檄げきを飛ばされた警部は迷いを断たち切ったようだった。

「わかった。署に連絡を入れよう」

　警部が署へと連絡を通達し終えた、その直後だった。

『死んでください赤あか哉やさん』

　スピーカーから突然、その言葉は放たれる。今までの流れからは急すぎるせいか、思わず聞いていた警部も含め、警官達がギョッと目を見開く。

「待て！　根津！　早まるな！　殺人を犯したら、いよいよお前は戻れなくなる！」

　携帯に対して大声を張り上げるが、反応はない。

　だいぶ降りてきたためか、地上からゴンドラを見ても、根津刑事が銃を構えているのがなんとなく分かった。警部の声が震ふるえる。

「クソ！　万事休すか」

「いえ、問題ありません」

　すぐさま返すと、訝いぶかしむような瞳ひとみがこちらを覗のぞく。

「何な故ぜだ？」

「兄さんを舐なめないでくださいよ。何も考えず容疑者と二人きりになるほど愚おろかじゃない」

　はっきり口にしても、焦あせる瞳は変わらない。

「銃を構えられてるんだぞ！　兄貴が心配じゃないのか!?」

「ええ、問題ありません。それはすぐに分かると思います。だから、僕達は僕達に出来る事をやりましょう」

「出来る事？」

　問うてくる警部の手を見ると、携帯を握にぎりしめている手の力がわずかに解とかれたように見える。

　本当に兄さんの事を案じてくれているのだろう。それに報いる意味も込めて、極きわめて冷静に考えを述のべる。

「警部、新たな疑問があります。ちょっと調べさせてもらえませんか？」

「しかし……いや、分かった。何を調べる？」

　途中で諦あきらめたような息を吐ついてから、警部が催さい促そくする。

「メインスタッフルームの捜そう査さは終わってますよね？　出てきたものを全部見たい」

「それなら兄貴からも頼まれた。そろそろ連絡が来るはずだが」

「なるほど」

　流石さすが兄さんだ。ぬかりはなかったらしい。

「警部ー！　頼まれたリストを持ってきました！」

　警部の部下の一人と思われる警官が走ってくる。よほど急いでいたのか、持っている紙は力が入りすぎてくしゃっと丸まっていた。

「これがメインスタッフルームから出てきたもののリストです」

　ひしゃげた紙が警部に渡された。それは僕が兄さんと同じく、今一番見たかったものだ。

「見せてください！」

「あ、あぁ」

　受け取って、ある文字列を探す。しかし何ど処こにも目当ての文字はない。そしてそれはある種、まずい事を示している。

「さっき根津刑事が兄さんの推すい理りは完かん璧ぺきではないって言ってましたよね？　もしかしたら」

「どういう事だ？」

「リストを見てください。小お沼ぬま刑事が持ってなければおかしなものが、ここにはない」

「何？」

　ひったくったリストを注視しているその顔が、ハッと何かに気付いたものに変わる。

「これは……どういう事だ？　拳けん銃じゆうがない」

「そうなんです」

　小沼刑事は犯人グループの一員であり、組織のために姿を晒さらした警けい備び員いん達諸もろ共とも爆発で自決したと、兄さんは根津刑事の発言などから仮定した。

　だがそうそう組織のために自殺を図はかれるか？　根津刑事が命を懸かけて事に当たっている故に否ひ定ていしきれないが、この場合僕達がゲームをクリア出来ない場合は根津刑事が、ゲームをクリア出来たら小沼刑事が死ぬという、必ずどちらかの死が想定されているテロであったという事になってしまう。そんな状況の二人が互たがいに連れん携けいを取りながらテロを進める？　どう考えてもおかしい。

　いや待てよ？　そもそも僕達は……小沼刑事という存在を見ていない。僕は見張られていたという確信はあるが、それが小沼刑事であったという証しよう拠こは何処にもない。

「警部、小沼刑事と連絡が取れたのはいつまでですか？」

「急になんだ？　確か今日の朝、この遊園地に着くまでだったと思うが。丁度定時連絡の時間だったからな」

「まさか……なら遊園地で僕を見張っていた人物、根津刑事と連絡を取り合っていた人物が小沼刑事とは限らないという事ですよね」

「……たしかにそうなるな。つまり小沼は、今回のテロとは無関係という事か？」

「分かりません。ただ僕が言いたいのは、根津刑事と連携して今回のテロを行った人物が小沼刑事でないのなら、その人物はパークスタッフの上層部の４人同様、遊園地から脱だつ出しゆつできてしまうという事です」

「じゃあ、あの４つの遺い体たいは誰だれのものなんだ。上層部のスタッフが逃げたとするなら、警備員、アナウンス、事務の３人とは別に、もう一つの遺体がある事になるぞ」

「そうですね……一体どうなって」

　取とり敢あえずこの事を兄さんに話さなければ。警部の携帯を見る。

『ってわけだ。根津薫かおる。あんたの負けだよ』

　スピーカーから聞こえてくる声に警部が反応する。

「四しノの宮みや赤あか哉や、無事なのか？」

「言ったじゃないですか、警部。兄さんを舐めないでくださいって」

　僕にしたり顔で言われて、警部はあと少しで降りてくるゴンドラを見た。

　何故兄さんが無事なのか。それは簡単。

　そう、こうなる事まで兄さんは読めていたからだ。
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「死んでください赤あか哉やさん」

　向けられた黒い拳けん銃じゆうは、既すでに撃げき鉄てつを起こされている。あとは引き金を引かれるだけで、俺は死ぬ事になるかもしれない。根ね津づ刑事は怪あやしく微笑ほほえむ。

「知ってるんですよ、赤哉さん。カテイミライは一日10回までしか使えない。更さらにその10回のカテイミライの中で、一つでも仮定に時間以外の設定を加えると、それが９回以下になる」

「よーく知ってんね、流石さすが、俺達と３回事件を解決した仲だけの事はある」

「逆に言えば、それだけの仲でしたけどね」

　冷さめた目が、俺に一つも情はないのだと告つげていた。なら尚なお更さら分からない事がある。

「殺される前に二つだけ聞きたい。まだ納得してない事があるんだ」

「……一応聞いてあげましょうか」

　片方の手で銃を握にぎったまま、もう片方の手で眼鏡めがねを外はずし、三みつ編あみを解ほどく。今の言葉遣づかいにふさわしい妖よう艶えんさを醸かもし出す、今まで見た事のない根津薫かおるという女がそこにいた。
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　俺は一つ息を吐いて、その妖艶な目に視線を合わせる。

「目的はなんなんだ？　実際、俺の考えだと平へい安あん通どおり駅を爆ばく破はしようとした計画っていうのは、菅かん田だ刑事を殺すための建前だ。ならば警けい察さつに対する報復なんて、ここまでのリスクを負ってまでする必要なかっただろ」

「ノーコメントで」

　ニコリとその口の端はしが吊つり上がる。内心ため息を吐つきつつ、もう一つの質問をぶつける。

「カテイミライを使った時、ゲームで確かにあんたは俺達と一緒に、爆破に巻まき込まれてた。実際俺が未来死してるって事は、巻き込まれたあんただって死んでるはずだ。……どうしてだ？　もし、俺達があのゲームをクリア出来なかったら……一緒に死ぬつもりだったのか？」

　別に根津刑事が爆ばく発はつ直前に逃にげ出しても、おかしいとは思わなかっただろう。

　死を直前にして、なりふり構ってはいられないだろうから。

　だが根津刑事は爆発のその時まで一緒にいた。更に言えば最後のゲーム、椅い子すに座ったのはアオではなく、彼女だった。

　つまり、俺達と一緒に死ぬ覚かく悟ごがあったという事だ。

「本当は……テロ組そ織しきに脅おどされてるんじゃないですか？　何か弱みを握られているとか、大事な人を人ひと質じちに取られてるとか」

　そこまで言うと、急にくっくっくと含み笑いが返ってくる。まるで笑いを堪こらえられないとでも言いたげな嘲ちよう笑しようが、俺へと向けられていた。

「これはお笑い種ぐさ。死を前にした質問が、ここまで的まと外はずれとはね。さっきのあなたの推すい理り、80点から60点に下げさせてもらうわ」

　銃を持つ手に力が入ったのが分かる。そうか、本当に俺達に情はないんだな。

「さよなら、赤哉さん」

　そしてその引き金が引かれる。

　カチッ。

　間抜けな音がした。引き金は確かに引かれたのに、回転し俺を貫つらぬくはずだった弾だん丸がんは繰くり出されない。

「なに？　どうして……」

　何度も根津刑事が銃を撃うつための動作を繰り返す。しかし、結果は変わらなかった。

「無む駄だですよ。その銃には弾たまが入ってない。根津薫。これは殺人未み遂すいだ。この高さだともう警官のほとんどから見えている。あんたにもう逃げ道はない」

「どうして……何な故ぜ銃に弾が……」

「抜いておいたからさ」

　言うと、明らかに焦あせった顔でこちらを凝ぎよう視しする。

「そんな……いつ……ありえない。あなたが私を疑ったのは全てのゲームをクリアした後、スタッフから前夜の絵の貼り替えの話を聞いた時でしょう。私はこの鞄かばんに銃を入れて、常に身につけていた」

　俺はふうっと観かん覧らん車しやの椅子にもたれかかり、ここまで降りてもまだ見えるビッグフリスビーに目をやる。

「第一のゲームで自分が言った事、覚えてる？」

「第一のゲーム……」

　自身の記き憶おくを辿たどるように逡しゆん巡じゆんする根津に、俺は告げる。

「あのタロットゲームで急速シャッフルが始まった時、あんた、こう言ったんだ。『爆ばく弾だん犯はんからの嫌いやがらせとしか思えませんね』って」

　再び彼女を瞳ひとみに捉とらえると、要よう領りようを得ずにいるようだった。

「あの時点で爆弾犯がテロリストの一員だと分かっていたから、別に変では」

「いやいや、普通そこは『爆弾犯達』のとか、『犯人達』の、でしょ。『爆弾犯からの』って言うのは、あの時点であのゲームを作ったのが爆弾犯個人である事を知っている人の言い方ですよ」

「でも、犯人達全員を爆弾犯と呼んでも……問題はないはず」

「うん。問題はない。でも変ではあった。俺があんたへ疑いを持つぐらいにはね」

　述のべても、まだ根津は納得しない。

「それだけの事で……」

「まだ疑った理由はありますよ。あなたはゲームの時、考えるフリをして毎回正解から遠ざけようとしていた」

　図星なのか、その瞳が揺ゆれる。たとえばビッグフリスビー、右から二番目を選べばいいと全員に周知させ、先入観を与えたのは根津だ。

　ブラックサイクロンでは◯をまると読み、円と読む考えから遠ざけた。

　ハイパーツイスターでは雪山が10万より高いものを考えるより、月が１より低いものを考える方が、数字の範はん囲いが狭せまかった分、アオなら早く導みちびき出していた可能性が高い。

　それに今考えれば、最後のゲームで８５１０を見つけたのは根津だったらしいが、見方によっては二回しか答えを入力出来ないチャンスを、一回潰つぶしたようにも見える。

「なら……いつ銃の弾を」

「スチールタイガー２０００だよ。あそこであんたは鞄を荷物置き場に置いた。俺とあんたが二人でスチールタイガーに乗っている間に、アオに弾を抜くように頼んでおいた。弾薬はまだアオが持ってます」

　俺とアオで避さけられる危険を取り除のぞいておいたのだ。

「噓うそ……私はあなた達が二人きりにならないように常に見張っていたし、不審な会話もなかった。携けい帯たいも二人とも持っていなかった。それなのに……どうやって」

「ちょっと変わった方法を取らせてもらったよ」

　ポケットから出したものを根津に放る。

「それ返します。あざした」

「これは……私が渡したボールペン」

「その通り」

「これでどうやって……渡した紙は回収したはず。一体どうして」

「ここにあったもの、覚えてます？」

　俺は制服の左手の袖そでを捲めくってみせる。そして右手の人差し指でちょんちょんと示した。

「アトラクションのフリー……パス？」

「そう、フリーパス。裏側は何も書いてなかった。あんたとアオがハイパーツイスターで答えを入力してる間に、裏側に書いておいたのさ」

「でもそれをいつの間に蒼あお春はるさんに渡して」

「書いてすぐ、神楽かぐらに頼んでおいた。フリーパスを裏側が見えないように折り畳たたんで渡して、次、スチールタイガーに俺と根津刑事が乗るから、その間にアオに渡せってね。神楽に口こう頭とうで伝えるって手もあったが、その場合は俺があんたを疑ってる事に神楽が気付いてしまう可能性がある。そうなると、神楽があんた相手に変な態度を取ってしまうという事もありえたからね。見るなと言えば、神楽は絶対に見ないと信じていたし」

　真実を告げるとその眉まゆがひそめられる。そして睨にらみつつ、そのまま口を開く。

「でも、素人がいきなり銃の弾を抜けなんて言われても、うまくいかない可能性だって」

「簡単ですよ。銃の弾が抜けた場合は、ジェットコースターから降りる時よろけたふりをした俺に対して足を踏ふみ、ウインクをしろってね。あの状況で俺の足を踏んで、且かつアオが俺にウインクするなんて、普通はしない事を頼めば、銃の弾を抜けたんだと確信が持てるからな」

　まぁ、蒼春が失敗するなんて露つゆほども思わなかったが。

「……それを受けて、この観覧車で私を追い詰めるシナリオを作った。こうなる事まで全て予想済みだったわけね……」

　観覧車の下を忌いま々いましそうに眺ながめながら根津は呟つぶやく。そこには今か今かと降りるのを待っている警官達がいる。

「……もし、あんたが犯人達に脅されてるわけじゃないんなら、カテイミライで爆死したのは、組織のためなら死ねる人間だという事だから。ここで自殺する可能性もあったし……だから弾を取っといたってのもある」

「そう……まんまと策にハマったわ」

　俺の言葉に、根津は何かを諦あきらめたようにうなだれた。

「ってわけだ。根津薫。あんたの負けだよ」

　宣せん言げんをして無言のまま数秒。ゴンドラは地上へと着いたのだった。
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　ゴンドラを降りてすぐに、根津刑事は抵てい抗こうする事なく拘こう束そくされた。舌したを嚙かみ切らぬよう口も塞ふさがれ、手て錠じようをはめられ、パトカーまで警けい部ぶと歩いていく。

　俺もそれについて入り口へと向かい、ちらと根津薫を見る。

　無抵抗の彼女の瞳は暗く濁にごり、訪れたこの雲くも多き夜空と何ど処こか似ていた。

　隣のアオがこしょっと話しかけてくる。

「兄さん、小お沼ぬま刑事の事だけど」

「分かってる」

　根津がテロ組織のために死ねる人間であるという仮定をすると、小沼刑事もそういう人間であると思ってもおかしくはないはず……だった。

　これから焼死体は、残った細さい胞ぼうや歯などから身元が確認されるだろう。

　その情報を使って、根津からテロリスト達との繫つながりを燻あぶり出していくより他はない。

　だがもし死体の中に、小沼のものがないのであれば、途と端たんに俺のメインスタッフルームについての推理はガタガタになってしまう。そして銃がない事からいって、小沼の死体がない確かく率りつは高いだろう。まだまだ俺も青い。自分で思い込みは推理を邪じや魔まする最大の要よう因いんと宣のたまっておきながら、これなんだからな。

　いつになったら……父さんみたいな凄すごい探たん偵ていに近づけるんだろう。

「兄さん？」

　無言になったのを不思議に思ったアオが、顔を覗のぞいてくる。

「ん？　あぁ。いや、とにかくそういうのもひっくるめて根津から聞くか、身辺調査で探るしかねーだろ。根津の携帯だって押収したし。そっから何か辿れるかも」

「うん……そうだね」

　アオが憂うれうように、その目の先にゆっくり歩く人物を捉える。組織のために死ぬ事まで出来る彼女だ。情報を聞きだせる可能性が絶望的である事は確かだ。

　一体何が彼女にそこまでさせるのか。俺達に分かりようもない。ため息をついた拍ひよう子しに前を見る。

　パトカーの待つ正門の近く。園内に警官ではない一つの人影がある。

　そこにいる奴やつはロールプレイングゲームとかでよく見る、ローブみたいなのを着てフードを深く被かぶっていた。見るからに怪あやしい。

「なんだあいつ……っつーかなんで入ってきてんだ？」

　現在遊園地は当然封ふう鎖さされている。なのに、あんな変な奴が警察の封鎖を破って入ってきたのか？

　俺の声で皆みながそいつを見る。それは当然、根津薫もだ。しかし、その瞬しゆん間かん彼女の足が止まった。故に俺達の足も止まる。

　彼女の顔は青ざめていた。

「やぁ、薫捕つかまっちゃったんだぁね」

　中性的な声だ。女の声か、男の声か分からない。しかし、なんの緊きん張ちよう感かんもない明るい声だ。

　だからこそ不気味に感じたのである。

「おい、君、何処から入って……」

　ズン。鼓こ膜まくを叩く音。警部の言葉が終わる前に、そんな不思議な音が聞こえた。

　見ると、目の前のあのフードがいない。

　消えた？　それより今の音は一体？　様々な疑問が同時に生まれる中、ズサッと人が崩くずれる音がした。

「ん……ん……」

　見ると口を塞がれながらも呻うめき声を出した根津の胸むねに……ナイフが突き刺ささっている。……突き刺さっている!?

　そして突き刺したのはフードだった。

「根津！」

「根津刑事！」

　崩れ落ちた根津へ何人かが駆かけ寄り、警部も含め何人かは刺した奴へ詰め寄った。

「貴き様さまぁ！　？」

　警部の腕うでが空を切る。何故ならそこにもうフードはいない。瞬間移動でもしたかのように、忽こつ然ぜんと姿を消した。おいおい、こりゃなんの冗じよう談だんだ……。

「警部！　出血が止まりません。根津を早く病院へ」

　警官の一人が、根津の口を塞いでいたものを外して声を張り上げる。そして何人かが携帯を出した。救急車を呼ぶために。

　縛しばられていた口の布を取られた根津は、コヒューっと弱まっていく息を吐きながら、しきりに呟いている。

「すみません……ムドーさ……ま。すみ……ませ……ム……ドー……さ」

　最早見ていられない。涙を流しながら、ずっとずっと呟いているのだ。そして根津は急いで何人かの刑事達によって運ばれていった。

「君達があの四しノの宮みや春はる人との息子むすことさぁれてる、四ノ宮赤哉と蒼春か」

　ゾクッと身を震ふるわせる。何故なら俺とアオの間、しかも背後から囁ささやくような声がしたからだ。

　振り向くとフードがいる。そしてアオがとんでもなく疾はやい手刀を入れようとした。

　しかし、またも空から振ぶる。今度は正門の真ん前に立っていた。

　意味不明な状況に誰もが言葉を失っていた。それを見て嘲あざ笑わらうようにフードは喋しやべり出す。

「おー危ない。兄を守るお役目を与えられてる弟も、鍛きたえられちゃって人外クラスだぁねー。今の当たったら、普通一発ＫＯだぁよ、流石Ｐｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレイン。やはり一ひと筋すじ縄なわではいかなかったぁね。君達の力を測るだけのつもりが、まさか薫を殺さなきゃいけなくなるなんて……びっくりだぁよ」

　しかし、その声には驚きなど感じられない。ただ楽しんでいるだけにしか聞こえない。

「兄さん……こいつ」

「うん、察しの通りだよ蒼春。僕は君の兄の素す晴ばらしい力、カテイミライと同じ天てん啓けいの使い手だぁよ」

　アオの言葉をフードが拾う。奴は確かにおかしな事を言った。

　───天啓だと。

「おい、なんで天啓の事を……」

「知りたぁい？　僕はねぇ、君達と同じ白しら神がみ家けの一族なんだぁよ」

　今……白神家と言ったのか？

　白神家。俺たちの母親の直系の血筋。そしてそれは俺達にとって、因いん縁ねんの家系の名だ。

「白神家の追っ手なのか？　ここまでやって、俺達に用がないって事はないんだろ？」

　尋たずねるとフードはあっはっはと笑いを浮かべた。

「ちがぁうよ。僕は君達と同じさ。白神という一族に憎にくしみを持ち、潰つぶそうとしている者だね。それに今回は君達Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの力を試しただぁけ。見たかったんだぁよ。君達の力がぁね」

　情報量が多すぎて、理解が追いつかない。だが一つだけ、どうしても頭に残る言葉がある。

「白神家を……潰す？」

「僕の組織じゃまだまだ力が足りないからね。当分先の事になるだろうけど。まぁ楽しみにしててよ」

　フードは声こわ音ねをいかにも楽しそうに高くして、ふざけているのが分かる。

「にしても推理力の方はまだまだだぁな。メインスタッフルームで亡くなった人間に対する考察。情報が少ないにしても、もっと色々考えられたんじゃないかなぁ」

「どういう意味だ？」

　尋ねるとそいつは少し笑うように肩を揺ゆらし、見えない顔をこちらに真まっ直すぐ向けた。

「蒼春の方は何か気づいているようだけぇど？」

「蒼春が？」

　アオのほうを向くと、少し考えるようにしてから口を開いた。

「焼け跡に銃がないという事は……そもそもその時メインスタッフルームにいた人物の大半、もしくは全員がグルだったんじゃないかという事……そしてあの４つの死体はあくまで、僕達が実はそこにいなかった小沼刑事が、人質を道連れにして自決したと思わせる罠わなだったんじゃないかって……」

「ピンポンピンポン蒼春だいせいかいー」

　そうか……、焼け跡から銃が出ない事は同時に、その場では人質を脅せるような道具が存在しなかったという事である。つまり俺達は根津刑事とアオの発言から、銃を持った小沼刑事がいるという事を頭の中に刷すり込まれていただけであって、実際は銃を使って脅すような事態は起きていなかった事が推すい測そく出来る。

「じゃあ、小沼刑事は何処にいんだよ……そしてあの４つの遺い体たいは……」

「分からない。でもこれであの死体４つが、実はテロリスト側が元々用意していた、自決と見せかけるためのフェイクの死体って可能性を作る事が出来たかな。なんせ小沼刑事以外の人間は、全員客にまぎれて脱出可能だったんだから。そもそも小沼刑事がこの遊園地に入ったという証しよう拠こは何処にもないし、定時連絡や電話でしかいる事は確認されてない。たとえ遊園地にいなくても、携帯から電話は出来るからね」

　アオがそこまで言うと、フードを被った奴は急に高笑いしだした。まるで狂きよう乱らんと言ってもいいその笑いを終えた頃、不意に真ま面じ目めな声を返す。

「ご名答。よく分かったね蒼春」

「どう考えても小沼刑事だけに負ふ担たんがかかりすぎるテロですからね。そういう事でもないと話がおかしい。焼死体の身元が詳くわしく調べられる前に、今回の爆弾事件に関わった警官、及び小沼刑事には姿を隠してもらうつもりだったというところでしょうか」

　アオの説明に、パチパチと手を叩いたフードはやけに余裕がある。何故こいつは素す直なおに事件の事を認めていくんだ？　先ほどの言葉から考えても、諦めているわけではないだろうに。

「じゃあ君を見張っていたのは、一体誰なのかな蒼春」

　突然の質問だが、アオが即そく答とうする。

「それはあなたでしょう」

「やぁれやれ、部下の失態のせいで僕のプランがおじゃんだ。菅田を殺させてペンチの回収が出来なかった時点で、もう少し内容を考えるべきだったかな。現にこちらは薫を失ってしまったしね。全くもって残念だ。残念残念。流石Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎとしておこう」

　そうは言いつつ、全く悲観さを感じさせない物言い。先ほどの光景が頭の中で繰り返され、不意に言葉となる。

「てゆうか、いくら根津刑事の口を封ふうじるためとはいえ、警察の前でやるとか正気かよ、あんた」

　俺の疑問など興味なさそうに、フードは赤く染そまるナイフを持ったままの手を大きく振り、こう告げた。

「あぁ、自じ己こ紹しよう介かいがまだだったね。僕はムドー。いずれ君達を手に入れる、しがないテロリストだ。じゃあね。皆さんさよなぁら」
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「やっぱ馬ば鹿かかよ。今の今まで警察に囲まれてるのに気付かなかったのか？」

　今このムドーとやらの周り３６０度全方向を、警察が包ほう囲いしている。逃げる事はどう考えても不可能だ。

「確保だー！」

　警部の声にて一いつ斉せいに警官達が、ムドーに向かって突進していく。だが次の瞬間、ありえない事が起こった。

「そんな事しても無駄なのにぃね」

　!?　なんであそこにいたのに、また俺達の後ろに!?

　アオが俺とムドーの距離を作るように蹴けりや、拳こぶしをいくつもムドーに対して繰くり出す。

　普通ならば何人も一発ＫＯしてきた代しろ物ものが、全くもって通じていない。見えもしない速さのそれを、ムドーは完かん璧ぺきに避よけるのだ。

　ムドーは蹴りも拳も意に介さず、更に言えばとても軽い口く調ちようで話し出す。

「あ、僕を捕まえるより、あの子を助けた方がいいんじゃなぁい？　君達がみんなと元気に家に帰ってると思い込んでる、あの子をさぁ」

　その瞬間、アオの拳が止まる。

「お前……神楽先輩を？」

「あの子、綺き麗れいだぁね。どっちか付き合ってるのかぁい？」

　茶化すような言葉に、怒りを露あらわにしながらアオの速い拳が風を切る。

「黙だまれ！　先輩は何処だ!?」

「正門近くにいるから助けてあげなぁよ。僕は次の準備や何やらで忙いそがしくてね。じゃあね。赤哉、蒼春。間抜けな刑事さん達」

「待て！　話はまだ！」

　俺の言葉も虚むなしく……それを最後にムドーと名乗る奴はフードを翻ひるがえし、マジックのように忽然と目の前から消え去った。嘲笑うかのような笑い声だけを残して。
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「兄さん！」

「分かってる！」

　ムドーの事も気になるが、神楽がまずい状況に陥おちいってるかもしれない。

　正門に向け二人全力で走っていると、ひょっこりと門から覗き込むような人影が現れた。

　二人してこけて、ヘッドスライディングをズザーっと決めてしまった。

「無事なのかよ！」

「無事？　それよりも騒さわがしかったが、何かあったのか？」

「神楽、それよりなんでここにいる!?　みんなと帰ったんじゃなかったのか!?」

　聞くと、数度目を瞬しばたたかせてから喋り出す。

「学校が終わってすぐさまここに戻ってきたのだが、何かあったのか？　二人ともすごい顔をしているぞ」

　ハメられた……。

「良かった先輩、僕、先輩の身に何かあったんじゃないかって……」

　力の抜けたように神楽の前で膝ひざをつくアオを見て、神楽が驚いた顔になる。

「一体何があったか分からないが……気持ちは嬉しい。ありがとう」

　首を傾かしげながらも優しげな微笑みを浮かべた神楽に、アオはホッとした顔をする。だがすぐに俺の方へ向いた。

「兄さん、これって」

「俺達、騙だまされたんだな。あのムドーって野や郎ろうに」

　逃げるためのブラフだったか……なんの証拠もなしに信じた俺達も問題だが、動どう揺ようのスキを突かれたってのが正しい。

　カテイミライを使えず、神楽が危ないという可能性を否ひ定ていしきれない以上、あの言葉は俺達にとって特に効果を持つってわけだ。

　読まれた。いや、読まれて負けた。

　カテイミライを使う俺が。

「兄さん？」

「帰ろう。真希さんも多分心配してる」

「赤哉くん？」

　何が罪つみ斬きっただ。何がＰｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎだ。

　俺達は負けた。あのムドーって野郎に。

　神楽が無事だったという安あん堵ど感かんに勝ったのは、あいつから受けた敗北感。

　その苦みに向き合うために、どうすればいいのか。

　夕闇が俺達を見守る中、それだけを考えていた。
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　カタカタと物もの凄すごい速度でキーボードの音がする。コーヒーを啜すする音が時折交じるが、その度に小さなため息が聞こえてくる。

「どうです？　真ま希きさん」

　事件後、事の経けい緯いを全て警けい察さつに話して疑いの晴れた僕達は、事務所に戻っていた。

　そして警察からの依い頼らいで、ある事を調べていた。だが……。

「駄だ目めですね。コンビニの監かん視しカメラ、根ね津づ刑事の携けい帯たい、遊園地に残してある例の細さい工くをされた椅い子すの購こう入にゆう者しや、遊園地のスパコンのメモリー、パークスタッフ上層部の行方ゆくえ、爆ばく弾だん事件に関わった警けい官かん達。どれを調べても、手がかりにはならなそうです。全て情報がデリートされてる」

「真希さんでも駄目ですか」

　真希さんは俗ぞくに言うハッキングの技術を持っている。それも警察が抱かかえるハッカーよりも高度なものである。

　頼みの綱つなであった根津刑事は亡なくなってしまい、予想通り爆弾事件に関わっていた刑事の何人かは雲くも隠がくれしていた。

　なんでも遊園地テロの時点で、既すでに音信不通となり、姿を消していたというのだ。

　兄さんが考えうるテロリスト達の手かがりを摑つかむ方法も、これで万ばん策さく尽つきたのである。

　所長室の方をチラッと見やる。兄さんが布ふ団とんをかぶり、ソファで眠っているのが見えた。

「事件は迷宮入りという事かな？」

「そうですね……これで手詰まりです」

　僕の視線を少し気にしながら、神楽かぐら先輩が僕の向かい側のソファに座った。

「超能力……天てん啓けいと言ったか。カテイミライの他にも天啓がある事には驚いたが、瞬しゆん間かん移い動どうのような天啓がある事も驚きだな」

　天啓。兄さんが持つカテイミライのような能力を、白しら神がみ家けではそう呼ぶ。

　その事を知っているのは白神家の家系の人間か、白神家の事を深く知っている者だけだ。

　ムドー……あいつは一体。

　僕は先輩に対してある事実を話す。

「天啓に物理法則を無視したものは存在しない。瞬間移動、空を飛ぶといったような力はこの世に存在しないんです。どうしてあの状況から逃げられたのか……」

　ため息を吐つくと、神楽先輩がじっと見つめてくる。

「どうしました？」

「ずっと気になっていたのだが、蒼春くん。君はその天啓というのを持っていないのか？」

　やはりそれは聞かれてしまうよな……。自分でも幾いく分ぶん表情が曇っている事を感じつつ、口を開く。

「僕は天啓を持ってません。天啓は持っていれば幼よう少しよう期きから発現するはずなので……これから先、僕が天啓を使えるようになる事はないと思います」

「そうなのか」

　ふむふむと理解する神楽先輩。天啓自体が強い関心事だったせいか、どうやら僕の負ふの感情は悟さとられなかったようだ。【僕が白神家の血を引いているのに天啓を持っていないなんていうイレギュラーな存在である事】までは、話さなくてもいいだろう。

「他にも聞きたい。天啓を使える人間というのがこの世にいる事は、何な故ぜ知られていないのだろうか？　普通ならば、超能力者として有名になってもおかしくないだろう？」

「あぁ、それは」

「副所長。あまり詳くわしく話して、彼女を巻まき込むのはいい事とは思えませんよ」

　真希さんが淹いれ直したコーヒーを片手に、僕の横へと立つ。

「それはそうですけど……」

　言うと真希さんはポットを傾かたむけて、僕のカップにコーヒーを注そそぐ。

　その手は少し震ふるえていた。

「深入りして……春はる人とさんのようになって欲しくない」

「春人さん？　確か、君達の亡くなったお父さんの名前じゃ」

　先輩がそこまで言うと、真希さんが失言をした、と言わんばかりに表情を歪ゆがませ、僕を見る。

「春人さんの事を話したの？」

「兄さんがどうして人の命に拘こだわるか、聞かれたから」

　真希さんは小さく息を吐いてから、そう、と弱く呟き、神楽先輩に目をやる。

「神楽さん、まだ今なら引き返せます。ムドーという相手は、天啓を使える事から白神の血を引く人間であると考えていいでしょう。白神は天啓を使い、日本を裏から牛ぎゆう耳じれるとまで言われているほどの力を持っています。そんな力と対立しようとしているテロリストに赤あか哉やと蒼あお春はるが狙ねらわれていると分かった今、あなたを雇やとう事はできません」

「そ、そんな。急に」

　先輩が狼狽うろたえる。当たり前だ。大きな事件の後、急に僕達の家の事だの、天啓の事だの聞かされて、頭が回ってない中での採用取消宣告。

　かなり横おう暴ぼうであんまりな対応だろう。だが、真希さんの言う事は何も間違いではない。白神にはその力がある。人一人壊こわす事なんて造ぞう作さもない。これがどれだけ恐おそろしい事か。

　どう言ったものか悩んでいると、パタンと扉とびらの開く音がした。

「兄さん」

「所長」

　僕と真希さんの声に応ずる事なく、事務机へと足を運ぶ兄さん。そして手に取ったのは……。

「私の雇こ用よう契けい約やく書しよ？」

　神楽先輩の言う通り、それは先日もらった、神楽先輩の雇用契約書だ。

　そして兄さんは契約書を持ち上げながら口を開く。

「神楽、今の話を聞いても、俺達と仕事をしたいと思うか？」

　途中から聞いてたのか……。兄さんの睨ねめるような目が、神楽先輩を捉とらえる。

「あぁ、私は君達の力になりたい。絶対に死なない事を誓う」

　負けじと睨にらみ返す先輩。しばらく兄さんと先輩の視線は、お互たがいを摑んだままだった。

　そして……。

「分かった」

　兄さんは雇用契約書にサインを入れようとする。

「所長！」

「真希さんが心配すんのは分かる。でもこいつは無理やり辞やめさせても、俺達に関わろうとする。今回の件でよく分かった。中ちゆう途と半はん端ぱな関わりでいたら、危険も増す。だろ？」

「それは……」

　真希さんがその言葉に、少し考えるような表情を浮かべる。兄さんは畳たたみ掛けるように言い放つ。

「なら、Ｐｕｒｐｌｅパープル　Ｒａｉｎレインとして雇って俺の下にいてもらう方が安全だよ。俺がこいつを守る」

　お、おぉ。珍めずらしく兄さんがやる気だ……というか今、とんでもない事を言ったような。

「アカ……どうしてそこまで」

「真希さんなら分かんないかな？　こいつ……父さんに似てるんだよ」

　そう言われて真希さんの目が、神楽先輩を強く捉える。

「誰かの命を救うためなら、自分の命を馬鹿みたいに懸かけようとする。そんなとこがさ」

「えぇ……そうでしたね」

　感じ入るような声。父さんの記き憶おくは僕達にとって色いろ褪あせない記憶だ。だからこそ、そんな父さんの生き方が間違っていたと僕達は思いたくない。思うわけにはいかない。

　だから兄さんはそれを……自身の力で証しよう明めいしたくなったのかもしれないな。

「だから神楽、約束しろよ。危ない時は絶対に、俺とアオと真希さんの言う事を聞く。それを守れるなら、俺はこの筆を動かそう」

　そこまで聞いて先輩は身を乗り出し、胸むねに手を当てて答えた。

「誓ちかおう。その筆を動かしてくれ」

「ＯＫ、契約成立だ」

　兄さんが署名すると、真希さんが大きなため息をつく。僕は苦笑してしまった。

「新生Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの当面の目標は、あのムドーとかいう奴を見つけて捕つかまえる事だ」

「うむ、あんな非道なテロを行ったのだ。それに根津刑事を刺さした事も……いくら彼女が犯人の一人であったとしても……許せん」

　神楽先輩が右みぎ拳こぶしをぎゅっと握にぎり、左手でその拳を包む。

「あぁ、同感だ。だから……お前の力も貸してくれ、神楽。俺達四人で、絶対にムドーを捕まえる」

「任まかせてくれ。必ず君の力となろう」

　強く頷うなずいた先輩を見て、真希さんがこめかみに手を当ててからぽろっと口にする。

「……こうなったらやるしかありませんね」

　呆あきれつつもどうやら分かってくれたようだ。ホッと息を吐いた兄さんが僕を見る。

「副所長さんの考えを聞こうか？」

「聞かなくても分かってるくせに」

　ニヤリと笑う兄さんに、僕は呆れつつも微笑ほほえむ。

「僕達で捕まえるんだ。あのムドーって奴やつを」

「おう、ぜってぇだ」

　拳と拳を合わせて、ニカッとお互い微笑む。



















　拝はい啓けい、父さん。

　Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎに新人と新しい目標が出来ました。

　不安はあります。けれど今は本気になった兄さんを見て、何故かワクワクしています。

　だから……天国からどうか見守っていてください。




　天に祈るその想いも何ど処こか晴れやか。これが僕達新生Ｐｕｒｐｌｅ　Ｒａｉｎの始まり、そして、ムドーとの対決の始まりであった。
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　皆みな々みな様さま初めまして！　創作において知り合いの方はウェーイ！　新人作家の緋ひ呂ろと申します。ノリが軽くてすみません。あとがき４ページくらいって言われて「多くね……？」と混乱した結果、いつものノリで乗り切るのがベスト！　と思った次し第だいです。ハハッ！

　ちなみにこれを書いている今丁ちよう度ど大学の成績開示の時間であるため、書き終わったら無ぶ事じ大学を卒業出来ているか見るつもりです。なのでその事もあってテンションが変です。とまぁどうでもいいことはさておき。

　まずはカテイミライについて。

　小説はネットで投とう稿こうをするのが当たり前となってきた時代の中で、優秀賞を取ると書しよ籍せき化かされるというミライショウセツ大賞なるネット小説のコンテストがある。と夢のような話を聞きました。私もその夢に魅みせられた多くの作家の一人でありますが、双ふた子ごのバディものを書きたい！　信頼しあった二人が事件を解決していく探たん偵てい物語を書きたい！　そんな想いから書き始めたのがカテイミライです。

　赤あか哉やと蒼あお春はる。読んでくださった方々にこの双子は魅み力りよく的てきだと感じてもらえたでしょうか？　そうだとしたらこの二人を生み出した親として物もの凄すごく嬉うれしいです。この二人を好きになってもらいがために赤哉と蒼春、二人の全く違う個性や考え方、想いなどを二人の視点に分けてお贈りさせていただきました。

　でもただ双子の探偵もの書くんじゃつまらないし、最強の超能力つけよう！　なんにしよっかなー。待てよ？　ミライショウセツ大賞に応おう募ぼするんだし……あ、未来が見える探偵がいたら最強じゃね？　という安あん易いな考えで今流行の俺ＴＵＥＥＥＥ系主人公赤哉くんの出来上がりです。え？　全然強くない？　あれ……本当だ!?（驚きよう愕がく）。

　でも最強じゃない彼には自身を最強にサポートしてくれる弟と仲間がいます。だからこそこのような優秀賞をいただけるような話に昇しよう華か出来た。書き終わった今はそう思っております。




　ではここからはカテイミライに関わってくださった方々に謝辞を。

　まずは書籍化が決まる以前、ネットで小説を書くにあたりなんの実績もない私に最初に挿さし絵えや表紙を描いてくださったＴさん！　あなたがいなければ私の作品は見向きもされなかったかもしれません。本当にありがとうございます！

　次に応おう援えん、意見、宣せん伝でんをしてくださった創作仲間の皆。豆とう腐ふメンタルな作者を時に鼓こ舞ぶしつつ、時に叱しかってくれ、時に褒ほめてくれ、時に馬ば鹿かにしてくれてありがとう……ございます？　噓うそです。こんな面倒くさいノリの私にいつも付き合ってくれて感謝しています（笑）。これからもこんなアホなノリの緋呂をどうか見守ってくださると嬉しいです。

　次にカテイミライのイラストレーターさんを決めるためのイラストコンテストに参加してくださった方々、投とう稿こうされるそれぞれのすばらしい作品達を見て、改かい稿こう作業を進めるモチベーションにとてもなりました。皆さんの絵はしっかりと拝はい見けんしております。本当にありがとうございました。

　そしてその中で選ばれた姐そ川がわ様。私の思うカテイミライのキャラクターたちを見事に絵にしてくださった事。深く感謝します。また次も一緒にお仕事が出来る事を心から願っております。

　あと欠かかせぬのがこの本の出版のために尽じん力りよくしてくださった担当編集Ｙ様、及びビーズログ文庫アリス編集部の方々。全くの素しろ人うとである私がしっかりと一つの作品を創り上げられたのはあなた方のおかげです。心の底から御お礼れい申し上げます。

　そして最後に、何よりも感謝を伝えたいのはこの本を買ってくださったあなたです！

　あなたがこの本を買ってくださっているという事実が私の作家人生としての大きな意味となったのです。本当にありがとうございます。

　さて半分近くお礼の言葉になってしまいました。カテイミライの刊かん行こうが続いて欲しい事とか、カテイミライの刊行が続いて欲しい事とか、カテイミライの刊行が続いて欲しい事とか言えてないんですが、そろそろ締めの言葉とさせていただきたいと思います。

　こんな作者の人間性全開のところまで読んでくださった方々、本当にありがとうございました!!　……あ、卒業決まってた（笑）。
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